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本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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　資料室から戻もどった古こ森もり倫とも也やは、ちょうどこちらを見た女性社員と目が合った。電話をしていた彼女は、古森の姿に明らかに安あん堵どの表情を浮うかべている。

「申し訳ありません、それは担当者の方からも、あの、いえ……」

　聞こえてくる言葉から、どうやらクレームの電話らしい。

　古森は彼女のデスクに近づくと、にっこり笑って手を差し出した。

「あの、今電話を代わりますので」

　渡わたりに船のように保留釦ぼたんを押した彼女は、ごめんなさいと早口に事情を説明してくれる。それに頷うなずき、古森は電話に出た。

「お待たせしました、古森と申します」




　古森は今年で入社三年目になるサラリーマンだ。

　昨年、働いていた広告代理店が外資系企き業ぎように吸収合がつ併ぺいされ、その結果会社は異業種であるファッション業界にも進出することになった。

　今までの仕事でも繫つながりはあったものの、実際に業界深く足を踏ふみ入れてみれば知らないことは多い。昨年の一年間、古森はまるで新入社員のような戸と惑まどいと忙いそがしさに襲おそわれた。

　もともとの古森は人見知りな性格だ。中学、高校と男子校だったため、大学に入ってもなかなか女の子と話すこともできなかったくらいで、新しいことへの挑ちよう戦せんはかなり大変だった。しかし、一年間の実じつ績せきは、それなりの自信にも繫がっている。

「……はい、失礼します」

　電話を切った途と端たん、どうでしたかと心配そうに尋たずねられた。そんな彼女に向かい、古森は安心させるよう笑えみを浮かべる。

「大だい丈じよう夫ぶ。こちらの事情はわかってもらえたし、後から担当の後ご藤とうさんから電話するって伝えたから。後藤さんは？」

「会議が長引いて、今お昼に行ってるんです」

「じゃあ、メモを置いておくから」

「すみません、古森さん」

「困った時はお互たがいさまだよ」

　ウインクすると、目の前の顔が赤くなるのがわかる。

（女の子って、可愛かわいいよな）

　普ふ段だんはバリバリに仕事をこなしている女性も、照れるとこんなにも可愛くなるのだ。

　それをもっと早く知っていれば大学生活も違ちがうものになっていたかもしれないと今さらながら思うが、今の古森はこれまでの時間があってこそできた人格だ。

　ウインクの練習も、何百、いや、何千回したかわからない。

「じゃあね」

　古森はそう言って自分のデスクに戻ったが、ふとそこに置かれていたメモに目をやった。

　そこにはこの後、新しく契けい約やくしたモデルの撮さつ影えいに付き添そうようにと書かれている。そのモデルの名前を見て目を瞠みはった古森は、見る間に顔を緩ゆるめて漏もれそうになる歓かん喜きの声をかろうじて抑おさえた。

（やりぃっ）

　撮影に付き添うのは楽しかった。綺き麗れいなモデルと出会ういい機会だからだ。

「渋しぶ谷やのＡスタジオに行ってきますっ」

　誰だれにも言えないが、古森は彼女いない歴＝年ねん齢れいで、少しばかり理想が高いという自覚はある。できれば綺麗でおとなしい子と恋れん愛あいし、そして結けつ婚こんする。それができる立場にある今こそ、その出会いの場は一つでも多い方が良い。

　しかし、今回の撮影にはそれ以上の価値があった。

　張り切ってスタジオに向かった古森は、顔なじみのクライアントに挨あい拶さつをした。以前から古森の会社を使ってくれているところで、あまり煩うるさいことも言わない上客だ。

「担当は古森さんですか」

「いえ、まだ正式に決まったわけじゃないんですが……」

「いやあ、目の保養だな。ＫＡＩも申し分ないし、良い男が二人並んだ姿かあ。いっそのこと古森さん込みで広告に出したいくらいですよ」

「はは」

　人の好よいクライアントの冗じよう談だんに笑いながらも、古森は悪い気はしなかった。

　今でこそ「社内のイケメンナンバーワン」と言われる古森だが、実は学生時代はいわゆる本の虫で、休み時間は自分の世界にこもって本を読んでいるような内向的な性格だった。

　声をかけてくれるような友達もいなかったので見た目もろくに気にせず、髪かみも適当に伸のばしたまま。

　そんな古森に大きな転機があったのは、大学時代のとある出来事だ。

　それ以来、とにかく変わりたいと、懸けん命めいにファッションを勉強した。

　それまで本の虫だった古森は知識の吸収だけはかなり早く、見る間に変わったという自覚はある。

　容姿は磨みがけば磨くほど褒ほめてもらえたし、今では自分がそれなりの見目であるとの評価もあり、自負もしている。以前馬ば鹿かにされていた素材は元のままだというのに、外見を変えただけで周りの見る目が変わったことには当初こそ複雑な思いもあったが、それでも好意を向けてもらうのがこんなにも心ここ地ち好いものだと知ると変化していくのが楽しかった。もちろん、モデルをするほどの自己主張はないが、言葉だけでもそう言ってもらえると自分の努力が無む駄だではなかったと嬉うれしくも思う。

（これも、ＫＡＩのおかげだな）

　古森のファッションの手本は、今日本で最も売れていると言ってもいいモデル、ＫＡＩだ。

　年齢も本名も非公開のＫＡＩは、ここ数年で一気にトップに躍おどり出た。町の巨きよ大だい広告や、ファッション雑誌の表紙も軒のき並なみ飾かざり、先日はついにＣＭにも出たくらいだ。

　大学時代、古森が人生で一番落ち込んだ事件があったころにちょうど出てきたＫＡＩのカリスマ的な雰ふん囲い気きは、古森の理想そのものだった。同じ男として、あんなにも色っぽく、存在感のある人間になりたい。

　ＫＡＩが出る雑誌は残らず購こう入にゆうし、そのページを暗記するまで読んだ。少しでも、ＫＡＩと同じ位置に行きたいと、使っているヘアワックスから香こう水すい、靴くつ下したや下着まで参考にした。

　そう思った人物と、今では仕事の相手として対面できる日がくるなんて。

　会社とＫＡＩが契約すると初めて聞いた時、たとえ担当になれなくても一度撮影を見てみたいと切望したが、まさかこんなにも早くその現場に立ち会うことができるなんて思ってもみなかった。

　メモを見た時の驚おどろきと感激を思い出し、古森はこみ上げる感情を拳こぶしを握にぎりしめて抑える。本当に、過去の自分に伝えてやりたい。努力は必ず報むくわれる日が来るぞ、と。

　そうしている間にも、目の前の撮影風景は目まぐるしく変化していく。カシャッ、カシャッと眩まばゆいストロボがたかれ、目の前であのＫＡＩがポーズを作る。

（うわぁ……）

　カメラの前に立つＫＡＩは、媒ばい体たいで見るのとは段違いで恰好良い。先ほどのクライアントの言葉が悪い冗談にさえ思えた。

「……」

　カメラマンは指図せず、ＫＡＩの動くままに任せている。艶つややかな黒髪をかき上げたかと思うと、アイスグレーの瞳ひとみが不意にこちらを見た。

（……え？）

　その瞬しゆん間かん、ＫＡＩが自分を認にん識しきしたような気がして、古森の胸はとくんと大きく鼓こ動どうを打った。
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「ねえ、古森くん、ＫＡＩの担当になったんでしょ？　アドレスかライン、教えてくれない？　もちろん、誰にも言わないから」

　廊ろう下かですれ違いざま腕うでを引かれ、物もの陰かげに誘さそわれたかと思えばこの話だ。この半月の間いったいどれだけ同じことを言われたかと考えると、さすがに古森も深い息を吐はきそうになる。だが、昔の苦い経験から、女性に対してはどうしても下した手てに出てしまう。

「ごめん、向こうのマネージャーから、絶対に漏らすなって言われているんだ。それに俺が知っているのはマネージャーの連れん絡らく先だけ」

「え～」

　申し訳なさを前面に出して言っても、相手は明らかな不満の声を上げた。

「それに、担当といっても俺は見てるだけで、ほとんど話したこともないよ」

　それは噓うそではない。

　ＫＡＩは驚くほどガードが固く、撮影の休きゆう憩けい時間はもちろん、着き替がえやスタジオの出入りの時もきっちりマネージャーがついていた。

　担当になった挨拶をした時も、軽く頷うなずいただけで声も掛かけてもらった覚えがない。人によってそれを不ふ遜そんと思う者もいるかもしれないが、密ひそかにＫＡＩをリスペクトしている古森は「さすが」と感心するだけだ。

「じゃあ、今度撮影を見に行く時連れて行ってよ」

「それも、ごめん。現場は最少人数しか入れないって」

「……使えないわね、古森くん」

　むっとした表情で言われても、先方の要よう請せいでは古森もどうしようもない。ただ、半月近く同じように断ってきただけに、女性社員の自分に対する目がどことなく厳しいものになってきたのは感じていた。

（……って、言ってもなぁ）

　古森自身、ＫＡＩの私生活に興味はある。だが、それを相手が嫌いやがるのに無ぶ遠えん慮りよに暴あばきたいとは思わないし、そもそも仕事相手に恋愛問題を絡からめたくはない。

　複雑な思いを抱いだいたまま、古森はまた現場に足を向けた。担当とはいっても、ＫＡＩの世話はマネージャーがしているし、古森がすることと言えばクライアントとの繫つなぎだけだ。現場へも常についていなければならないこともないのだが、古森自身がＫＡＩの服装や仕草を手本にしたくて、時間がある限りは足を運んでいた。

（……やっぱり、恰好良い……）

　カメラの前でごく自然なポージングをしているＫＡＩは、いつ見ても別世界の存在だ。女性社員たちがせめて現場についていきたいと頼たのんでくるのも無理はないと思うが、これは自分だけの特権だった。

（今日のアクセサリー、最近ＫＡＩがよく着けているブランドだよな。確か、八カ月前の雑誌で初めて着けて、たちまち売り切れになったんだよなぁ）

　ＫＡＩは有名ブランドだけではなく、無名の作家のものもよく見み出いだして身に着けている。その、良いものを見み抜ぬく力はいまだ古森には足りないものだ。

（まあ、ＫＡＩの好みと合うから助かってるけど……）

「どうも」

「え、あ、高たか槻つきさん。お疲つかれさまです」

　そんな古森に近づいてきたのは、小こ柄がらで童顔な青年だ。一見してまだ大学生のように見えるこの男───高槻八や尋ひろは、ＫＡＩがデビューしてからずっとついているマネージャーらしい。新人のモデルに専属でマネージャーがついていたと聞くだけで、ＫＡＩが特別な存在だということはひしひしと伝わってきた。

「いつもお世話になります」

　古森が頭を下げると、高槻はいやいやと大きく首を振ふる。

「こちらこそ、古森さんにスケジュール管理していただくようになって、とてもスムーズに仕事がこなせています」

「そう思ってくださるなら良かったです」

　にこにこと笑う高槻は現場の癒いやしだ。つられて笑えみを浮うかべる古森に、高槻は申し訳なさそうに眉まゆを下げる。

「ですが、すみません、今後しばらくＫＡＩの撮さつ影えいは夜か休日にしていただけますか？」

「夜か、休日ですか？」

　撮影が押してその時間になることはよくあるが、最初から指定されるというのは初めてだ。学生ならともかく、明らかに自分よりも年上だろうＫＡＩがと不思議に思うが、今一番クライアントに人気のＫＡＩを抱かかえ込むためにはそのくらいの妥だ協きようは十分許容範はん囲い内だった。

「わかりました。次の撮影からそのように手配します」

「ありがとうございます」

　高槻と向かい合い、互たがいににっこりと笑う。ＫＡＩとはまったくタイプは違ちがうが、高槻も女性にモテる要素は十分だ。ただし、モテるとは言っても小柄な高槻は、どちらかといえば可愛かわいがられる方だろう。

「あ」

　高槻から再び撮影へと視線を戻もどした時、流れるようにポーズを変えたＫＡＩの目と視線が合った。

（……恰好良いなぁ）

　今日、何度思ったかわからない感かん嘆たんの声を心の中で上げながら、古森は一心にＫＡＩを見つめていた。










　会議を終えた古森は、机の上に置かれていたメモに視線を落とし、誰だれにも見つからないよう溜ため息をついた。

（うちは男か）

　四月に入ってきた新入社員が、一カ月の研修を終えてそれぞれの部署に配属されるのが来週の月曜日からだった。

　教育係になった同期から聞いたが、ファッション業界という新しい業種のせいか、今年は派手な雰ふん囲い気きの者が多いらしい。ただ、その中で唯ゆい一いつ野や暮ぼったい男がいて、新入社員の中でも浮いているという話だ。

　その男が、古森の部署に配属されるかどうかはわからない。元々の広告代理店の仕事よりも華はなやかなファッション業界の方に多く関かかわる営業なので、あまりにも見目が悪い者は入るということはない気がする。

　ただ、過去の自分とどこか重なってしまうその男に同情はした。

　そして、可愛い新入社員の女の子が入ってくればそれなりに仲良くできたかもしれないという密かな野望が打ち砕くだかれて、内心がっかりもしていた。

「古森、二番内線っ」

「はいっ」

　どちらにせよ、古森が考えてもしかたがないことだ。

　今、古森は華やかな世界の中に自分も溶とけ込んでいると自負している。それは自分自身の努力の成果だ。

　そして月曜日。

「……鳴なる海み健けん太た郎ろうです」

「……」

（うわ……こいつか）

　目の前に立つのは、まさかなと思っていた男だった。

　身長はかなり高い方だろう。一九〇はありそうで、比ひ較かく的てき身長が高いと言われる古森が見上げるほどだ。肩かた幅はばもあり、足も長いようなのに、着ているスーツが一昔前の形のようで野暮ったい。

　そして……黒くろ髪かみはぼさぼさ、目にかかるくらい前髪は伸のびていて、おまけのように黒くろ縁ぶち眼鏡めがねを掛けていた。これでは女性にモテるかどうか以前に、ちょっと近寄り難がたい雰囲気だ。　>>>♥

「古森、お前が鳴海の教育係だ。しっかり教えろよ」

「……はい」

　どこか昔の自分を彷ほう彿ふつとさせる鳴海に同族嫌けん悪おのような感情を抱くが、社会人として無理ですという言葉は言えない。

「お疲れ」

「頑がん張ばれよ」

　同どう僚りようたちの慰なぐさめの声に苦く笑しようを漏もらし、古森は鳴海の前に立った。

「俺は古森倫也だ。今年三年目、よろしく」

「……よろしくお願いします」

　古森はぼそっと応こたえる。声自体は耳に心ここ地ち好よい低音だが、話し方でかなり損していた。

「え～と」

　とりあえず、書類整理でもしてもらおうかと、女性社員を呼ぼうとしたが、皆みな微び妙みように視線を逸そらしてそそくさとその場から離はなれていく。やはり、女性は見た目がすべてらしい。

「……こっち」

　しかたなく、新入社員用に用意したデスクに案内し、少し考えて自分のデスクから書類を持ってきた。

「資料整理。日付別に写真を分けて。終わったらこの会議内容をデータ化……って、エクセルとかワード、できるよな？」

「はい」

「じゃあ、頼む」

　とりあえず事務仕事に慣れてもらい、そのうち営業に連れて行くようにする。ただ、その際にはあの見た目をどうにかしなければならないだろう。

（変な責任、任されたな）

　それでも、人付き合いは重要だと身に染しみている古森にとって、上からの命令に逆らうことは考えられない。それに、外見は野暮ったくとも、今のところ鳴海はおとなしく指示通り動いてくれているのだ。

「……あれだけ外見に恵めぐまれているのに……」

　仕事柄、古森は身体からだのバランスを見る目は肥えている。その目で見ても、鳴海は素す晴ばらしく良い素材を持っているのに、まったく生かされていないのが悔くやしいくらいだ。

　あれくらいの身長があれば……ちょうどＫＡＩと同じくらいで、もっと彼に近づけるはずなのにと、理り不ふ尽じんな思いにさえかられる。

「古森」

「あ、はいっ」

　営業部を出た時、部長に声を掛かけられた。さきほど新入社員たちの紹しよう介かいをしてすぐに出て行ったと思ったのだが、何か話があったのだろうか。

　部長に手招きをされ、古森はトイレにまで連れて行かれる。仕事ではないのかと不思議に思った古森に、部長は声を落として言った。

「新人の鳴海のことだが」

「あ……」

　どうやら、部長の目にも鳴海の容姿は眉を顰ひそめるものだろうか。せっかく入社したばかりで目をつけられるのも可哀かわい想そうだ。

「あの、あいつの髪は明日にでも切らせて……」

「いや、駄だ目めだ」

「え？」

　意外にも強く否定され、鳴海は言葉を止めた。

「鳴海に関しては、極力何もしなくていい。もちろん、仕事を教えるのは当然だが、容姿をいじることはもちろん、残業もさせるな」

「ぶ、部長、それって俺らの仕事では無理じゃ……」

「無理でも、あいつは定時上がりだ。頼たのむぞ」

　言うだけ言うと、部長はトイレから出て行く。啞あ然ぜんとして見送った古森は鏡に映る自身の呆ほうけた顔を見るしかない。

「残業……なし？」

　広告代理店だった時もそうだが、ファッション業界にも進出した今現在、営業の人間で定時に上がれる者など皆かい無むだ。仕事の量ももちろん、相手の時間も不規則なのでしかたがないと、皆諦あきらめているのだが、鳴海だけ特別扱あつかいにしたらそれこそ軋あつ轢れきを生むのではないか。

「……俺にじゃなくて、部長からみんなに言ってくれたらいいのに……」

（……いや、そうしたらもっと特別扱いだと思われるか）

　結果的に、古森が周りと鳴海の間を取り持たなければならなくなりそうだ。

　───そう思う古森の危き惧ぐは、残念にも大当たりだった。










「古森さん、これ、お客様からのお土産みやげです。どうぞ」

「ありがとう」

　にっこり笑って受け取れば、小こ柄がらな女性社員の頰ほおが赤くなる。自分の笑え顔がおの威い力りよくを日々勉強している古森にとっては当然の結果だ。

「あ、後は……」

　そう言いながら女性社員はふと古森の背後に視線を向け、ほんの僅わずかだが眉まゆを顰めた。

　営業帰りの古森の後ろには、当然ながら鳴海がついて立っている。古森に菓か子しをくれるなら鳴海にもと思うが、女性社員にとって鳴海は避さけたくなる存在らしい。

　正式に営業部に配属されてそろそろ半月経たつと言うのにまったく野暮ったい姿は改善されず、口数も極きよく端たんに少ない鳴海はなかなか近寄り難いというのはわかる。それでも、あまりにあからさまなのは古森の方が居心地が悪かった。

　一応、自分は鳴海の教育係だ。

　他の社員ともっとコミュニケーションをとらせるために、古森自ら鳴海を前面に出そうとする。

「佐さ々さ木きさん、もう一個、貰もらってもいい？」

「え？」

「こいつ、結構甘いもの好きだから」

　笑って言えば、慌あわてて菓子を差し出してくれる。しかし、それが鳴海本人ではなく古森の方だということが、まだまだ先は遠いことを表している。

「ほら」

　振ふり返った古森は、貰った菓子を差し出した。

「……」

「食べないのか？」

「……いただきます」

「……」

　目の前に差し出された鳴海の手は大きいが指は細く、意外にも爪つめは手入れされているようで綺き麗れいだった。こんな目立たないところに気をつかうなら、早く髪を切ってほしい。

　多分、きっかけが必要なのだと思う。古森だって、あの出来事がなければいまだファッションなど気にしない己おのれの道を突つき進んでいたはずだ。

　ただ、そのきっかけを自分が作ってやるというのはなかなか難しい。

（俺の知識って、そのまんまＫＡＩだし）

　小さく息をついて軽く髪をかき上げた時だ。

「……そのカフス……」

　鳴海の声に、古森ははっと振り向く。

「なんだ？」

「その……あまり、見ない形だと……」

「そうだろっ？」

　まさか、アクセサリーにはまったく無む頓とん着ちやくだと思っていた鳴海に最初に気づいてもらえるとは思わなかった古森のテンションは急激に上がった。

　先日、ＫＡＩの撮さつ影えいの時に彼が身に着けていたこのカフスは、やはり無名デザイナーのものだった。黒くろ珊さん瑚ごで作られたそれの独特の雰ふん囲い気きが気に入り、スタッフに尋たずねてわざわざ休日に買いに行ったのだ。

「これ、来月発売の雑誌《ＫＩＮＧ》でＫＡＩが身に着けているものなんだ。光の当たり具合で表情が変わるだろ？　値段も手て頃ごろだし、雑誌が発売されたら絶対入手困難になるはずだから、その前に買いに行ったんだよ」

「はぁ……」

「九カ月前発売の《ＭＥＮ[image: ]Ｓ　Ｘ》でＫＡＩが持っていた傘かさは買いに行ったら売り切れでさ。入にゆう荷か待ちでまだ手に入らないんだぜ」

　雑誌が発売されてすぐに買いに行ったというのに、あの時は本当に悔しい思いをした。だが、それだけＫＡＩの影えい響きよう力は凄すごいのだと、自分の見る目にさらに自信がついたのも確かだ。

　ＫＡＩと仕事をするようになって、雑誌発売前に情報を知りうる立場になったのは本当に幸運だと思っている。そのおかげで、最近は売り切れ前にほとんど手に入れることができた。

「これ」

　古森はポケットから万年筆を取り出して鳴海に見せる。

「その時の写真の中でＫＡＩが使っていたやつ。写真が小さくて、なかなかメーカーがわからなくってさ、かなり探して見つけた時は思わず叫さけんで……」

　得意げに自じ慢まんしていた古森は、ふと黙だまったまま自分を見下ろしてくる鳴海の姿にあっと口を噤つぐんだ。

　カフスに目を付けてもらえた嬉うれしさに、つい熱心に話してしまった。社内でも目立つ自分がモデルをリスペクトしているなんて知られたらと今さらながら動どう揺ようして鳴海の顔を見上げたが、その顔には馬ば鹿かにしたような表情はまったく見られなかった。

「あー、いや、今のは……」

「ＫＡＩのファンなんですか？」

「……っ」

　意外に直球な質問だ。ただ、今までの話からして、ここで否定する方が恰好悪い。

　それに、ここまで自分を変えてくれたＫＡＩのことを、たとえ誤ご魔ま化かすためだとしても否定することはしたくなかった。

「まあ、な」

「……意外です」

「え？」

「古森さんは、セルフプロデュースできるタイプだと思っていました」

「……」

（俺こそ、意外だよ。お前がそんなことを言うなんて）

　見かけで判断するのは良くないが、鳴海の口から横文字が出てくるのはかなりの違い和わ感かんがある。

　しかし、古森はそこではっと気づいた。自分だけは人の中身を見ていると思っていたが、今の考えは鳴海を外見で判断している周りと一いつ緒しよだ。

　後ろめたさにぎこちなく視線を逸そらしたが、鳴海の方はまったく気にした素そ振ぶりはなかった。

「でも」

「な、なんだよ」

「……そこまで見てもらえて、ＫＡＩも嬉しいでしょうね」

　しかし、続く鳴海の言葉に古森は目を見開いた。

「そうか？」

「そうだと思いますよ」

「……そっか」

（……だったら嬉しいけど）

　撮影中のあの雰囲気からも、こちらからＫＡＩに話しかけることはとてもできない。それでも、自分の尊敬の想おもいが伝わっていたらいいなと、古森は側そばに鳴海がいることも忘れて嬉しくて笑ってしまった。










（結構、良い奴やつなんだよな、あいつ）

　古森は通勤鞄かばんを見下ろし、漏もれる笑みを押し殺すのに必死だった。

　偶ぐう然ぜん、ＫＡＩのファンだと鳴海に知られてしまった時は、社内のモテ男の地位が脅おびやかされるかもしれないと一いつ瞬しゆん思ってしまった。

　しかし、鳴海はそのことを誰だれにも言うことはなく、さらには、

『……これ、古本屋で見つけました』

　今日、鳴海が差し出してきたのは、ＫＡＩが初めて女性誌のモデルをした時の雑誌と、読者プレゼントの小冊子だった。

　当然、女性誌は買ったものの、小冊子は抽ちゆう選せんに外れてしまい、結局手に入れることはできなかったものだ。

『こ、これっ』

『良かったら、どうぞ』

　まさか、こんなレアなものが古本屋に、それもほぼ美品であったなんて信じられないが、無欲な鳴海だからこそ見つけられたのかもしれない。そして、貴重なそれを古森にくれるなんて、どれだけ鳴海は良い奴なのだろう。社会人になってからは意識的に古本屋に足を運ばなくなった古森だが、こんなお宝が眠ねむっているのなら、また休みに通うのも良いかもしれないと思ってしまった。

　ただ、古本屋に行ってしまったら、きっとまた昔の本の虫が疼うずきそうな気もするが。

　それ以降、古森の鳴海に対する目は明らかに変わった。

　相変わらず野や暮ぼったい恰かつ好こうではあるものの、仕事に対しては真しん摯しだし、古森に対して従順なのも良い。

　それに、耳に心ここ地ち好よい声も、かなりの高ポイントだった。

　しかし、そんなふうに鳴海に好感を抱いだいている者は今のところ古森以外にはいないらしく、社内では教育係の自分以外の誰かと一いつ緒しよにいる姿を見たことはない。不思議と、泰たい然ぜんとしているその態度にはまったく卑ひ屈くつな様子は見えなくて、鳴海はある種別べつ枠わくとして捉とらえられているようだった。

「そう言えば、明日、歓かん迎げい会かいだけど」

「はい」

　日々忙いそがしい部署ながら、入ってきた新入社員を歓迎する飲み会は毎年開かれる。今年は明日の金曜日で、どうしても外せない仕事に出る者以外は基本全員参加だった。どうやら鳴海もちゃんと参加するらしい。

「お前飲めるの？」

「……少しだけ」

「へえ」

（意外だな）

　どうせ下戸だと思っていたが、多少はいける口なのだろうか。明日は三十人近く参加するはずなので、鳴海も他ほかの社員と仲良くなるいい機会かもしれない。

「酔よっても面めん倒どう見ないからな？」

　冗じよう談だんで言うと、珍めずらしく鳴海の口元が綻ほころんだ。

「大だい丈じよう夫ぶです」

「本当に？」

「はい」

　これだけ言うのなら心配はないだろう。

　翌日、少し打ち合わせの時間が押して遅おくれて歓迎会のある居酒屋に着いた古森は、盛り上がる場の一番端はしでグラスを傾かたむけている鳴海の姿に溜ため息を漏らした。

（大丈夫じゃないのかよ……）

　あれは、宴えん会かいの場での人間関係が大丈夫というわけではなく、本当に酒に関してのことだけだったらしい。

　最近では仕事中なら古森以外の部内の人間とも少しは話すようになった鳴海だが、どうやらこういう場で打ち解けるのはまだできないようだ。

「遅おそいぞ、古森～」

「古森さん、やっときたー」

　口々に歓迎してくれる相手に応こたえながら、古森は鳴海の隣となりに腰こしを下ろした。

「おい、もっとこっち来いよ」

「来たばかりだから、先に腹ごしらえさせてもらう」

　古森がにっこり笑うと、相手はすぐに引いてくれる。古森はさっそく箸はしをとり、唐から揚あげを皿に載のせた。少し冷めているが、腹が減っているので美味うまい。すきっ腹に飲んでは駄だ目めだと父に煩うるさく言われているので、次は焼き鳥に手を伸のばした。

（うん、これも美味い）

　上じよう機き嫌げんに頰ほお張ばっていると、目の前に刺さし身みの載った皿が差し出される。

「……」

　振ふり向くと、鳴海がじっとこちらを見ていた。

「お前のじゃないの？」

「どうぞ食べてください」

「……遠えん慮りよしないぞ？」

　見れば、鳴海はまだ酒を飲んでいるだけで、皿には食べ物を食べた様子はない。それが単に腹が減っていないのか、それとも料理を分けてもらえなかったのかはわからないが、古森のために貴重な刺身を分けてくれたことは素す直なおに嬉しく思った。

（いい奴なんだけど）

　外見の問題はあっても、その性格は悪くないと思う。ただ、女性社員人気がないと、自然と同どう僚りようたちも声を掛かけなくなってしまう負のスパイラルだ。

「……鳴海」

「はい」

「おまえさ、もっと自分から積極的にいかないと」

「俺は、今のままでいいです」

「いいですって……」

　そうきっぱり言い切られてしまうと、モテたいあまり自分を変えてきたことが恥はずかしくなる。だが、暗い学生時代の自分と今の自分を比べれば、やはり今の方がいい。

　古森は複雑な思いを振り切るように、注つがれたビールを一気に飲み干した。

「……大丈夫ですか？」

「ああ」

　グラスが空になると、すぐに次の酒が注がれる。

「古森、冷酒もあるぞ～」

「いただきます」

　部長に言われ、冷酒も飲む。飲みやすいのでどんどん杯はいが進み、つられて気分も上じよう昇しようしていった。

　隣に座る鳴海のことは気になるが、飲み会くらい周りに合わせて楽しみたい。

　一時間ほど経たち、部長が先に帰ると、その場はさらに盛り上がってきた。その頃ころになると古森も席を移し、座の真ん中で会話を弾はずませていた。

「やっぱり、古森じゃないか？」

「ですよね～。古森さんモテるもの」

「いや、俺は……」

「そうそう。イケメンでリア充じゆうって、お前無敵じゃん」

　先せん輩ぱいにおだてられ、古森も悪い気はしない。

　古森にも苦い過去があって、そして今の自分がある。そんな自分が周りからリア充に思われるほどになれたのだということに、古森は妙みような達成感さえ覚えてしまった。

（そうだよな、俺は、ちゃんと変わってる）

　その辺りから、話は仕事からもっとプライベートな部分になってきた。その中で、どんな話の流れからそうなったのかは覚えていないが、《キスが上手うまい人はモテる》という話になり、社内では誰かとなったのだ。

　満まん場じよう一いつ致ちではないものの、古森の名前を挙げる者は多く、古森も笑ってそれを受け入れていた。しかし、内心ではかなり嬉うれしくてたまらない。

（俺がモテるかあ）

　社内ではリア充をアピールしつつ、どんな相手でも笑えみを崩くずさないようにしてきた。

　ただし、実際に社内の人間と付き合うのは怖こわいので、キスだってしたことはない。それでも、《上手そうに見える》ということは、自分の努力が実っているということだ。

「お前、まさか二ふた股またとかしてないよな？」

「していませんよ。俺は女の子に対しては誠実ですから」

「本当かぁ」

　場に笑いが漏もれ、古森も笑う。

　二股とか、言語道断だ。モテたいとは思っていても、古森は女遊びをしたいわけではない。本当に好きな人と付き合い、そして結けつ婚こんしてと、幸せな生活を夢見ているのだ。もしかしたら普ふ通つうの女の子よりも夢見がちかもしれないが、長い間暗い青春時代を送ってきた古森にとって、唯ゆい一いつの人がいれば十分だった。

「古森さん、付き合っている人は？」

「今はいないよ」

（……ずっといなかったけど）

「はいっ、私、立候補！」

「私も～」

　年上から新入社員まで手を挙げられ、周りはまた盛り上がる。

　古森もつい杯はいを重ねてしまい───。

「次、二次会行くぞ～！」

　それから二時間ほどして店を出た時、古森は常になく酔っていた。

「古森も行くだろ？」

「そうだな」

　酔ってはいるものの、まだ足元はしっかりしている。後もう一軒けんくらいは大丈夫だと思ったが、古森はふと目の端に映った姿に視線を向けた。

（あいつ……）

　二次会に行くのは十数人で、残りはそれぞれ連れ立って帰る者がいる。その中で鳴海は誰だれにも声を掛けられることなくひっそりと帰ろうとしているのだ。

　そういえば、途と中ちゆうから鳴海のことを放ってしまい、自分だけ楽しんでいた。鳴海をフォローする立場の教育係として、それはちょっとまずかったかもしれない。

　なにより、一人帰るその背中が昔の自分に重なってしまい、古森は思わず声を掛けていた。

「鳴海っ」

　意外にも、鳴海はすぐに足を止めてこちらを振り返る。その姿を見て、古森は同僚に申し訳ないと謝った。

「俺、あいつを送っていくから」

「おい……仕事以外で構うことないって」

　古森のためを思って言ってくれているのだろうが、一人帰らすことはやはりできない。

「初めての飲み会だし、あいつが慣れるためにも今回は、悪い」

「お前……人がいいなあ」

　惜おしむ声を背中にし、古森は足早に鳴海のもとに向かった。

「……良いんですか？」

　頭上から降ってくる声はいつもとまったく変わらない。古森とは違ちがい、鳴海は酔っていないようだ。これでは送ってやるという名目もおかしいが、せっかくなので少しレクチャーしたくなった。

　古森の手本はＫＡＩだが、多少は身なりについて自分なりに考えている。部長は鳴海には意見するなと言っていたが、せめて髪かみを切ったり、もっと良いスーツを着るように助言してもいいだろう。

「一応、俺はお前の教育係だからな」

　酔よいもあって、古森は少し強ごう引いんに鳴海の腕うでを引いて歩き始めた。

「お前さ、モテたいと思わないの？」

「え？」

　唐とう突とつな切り出しに、さすがに鳴海も驚おどろいた様子だ。

「その髪！　髪を切るだけでもいいんだって。女の子は清潔感に厳しいからさ、せめてその目が見えるくらい……」

　そう言いながら鳴海の長い前髪を上げた時だった。意外にも切れ長の綺き麗れいな目に、なぜかドキリとしてしまう。

（こいつ……）

　思った以上に、素材はかなりいいのかもしれない。なんだか勝手に裏切られたような思いだが、それを表に出すのは恥ずかしかった。あくまでも、古森は鳴海に教えてやる立場だ。

「さ、さっきの話、聞いていただろう？」

「……あまり」

「聞いていないのか？」

「古森さんがキスが上手いとは聞きました」

「う、うまっ」

　変なところだけ耳にしやがってと思うが、古森の気持ちは一気に浮ふ上じようする。

「そうだよ、キスが上手いとモテるんだって。お前ももっと身なりを良くして女の子と付き合うようになったら、少しは……」

「古森さん」

「……っ」

　いきなり、鳴海の顔が近づいてきた。

「な、なんだよ」

「上手いキスって、どんなものですか？」

（こ、これって……）

　どう考えても、これは実地で教えてくれと言っているのではないか。

　しかし、古森はもちろん、鳴海も今までそちら系の人間という素そ振ぶりを見せたことはない。見た目にはわからないが、鳴海ももしかしたら酔っているのかもしれないと思い、ここで真ま面じ目めに拒きよ否ひするのはなぜかおかしいような気がした。

「教えてほしいのか？」

　わざと冗じよう談だんっぽく言って流そうとしてみたが、

「はい」

　古森は生き真ま面じ目めに応こたえる。ここまで来てやはり駄だ目めとは言い難にくかった。

（……こいつ、きっと童どう貞てい……だよな）

　古森も人のことは言えないが、多分知識だけなら鳴海より上のはずだ。軽く唇くちびるを押し当てて、後は未来の彼女にしてもらえと笑って言う……これが、一番無難な気がした。

　古森自身、こんなことで鳴海のファーストキスを奪うばうことになるなんて考えもしなかったが、思えばさっさとしてしまった方が拘こだわりはなくなるような気がする。

　相手が自分なのは悪いが、ここは酒ゆえの悪ふざけと諦あきらめてもらおうと割り切った。

　だいたい、そんな雰ふん囲い気きにしたのは鳴海の方だ。

「……ったく」

　わざと大きく溜ため息をつき、古森は鳴海をビルとビルの間に引き込む。そして、壁かべに長身の身体からだを押し付けた。

「少しだけだぞ」

　目を閉じれば、男も女も唇の感かん触しよくは変わりないはずだ。そう思いながら少しだけ背せ伸のびをして唇を押し当て、すぐに身体を引き離はなした。

「……んっ」

　いや、離れようとした腰こしはいつの間にか長い腕に拘こう束そくされていて、大きな手が逃にげようとした後頭部を摑つかんだ。

（な、なんだっ？）

　拘束されただけではない。押し当てただけだった唇の間から、ぬめぬめとしたものが入り込んでくる。それが鳴海の舌だと気づくと同時に己おのれのものに絡からみ付かれ、いきなり強く吸われた。

　逃げようと舌を動かしても追ってこられ、それは傍ぼう若じやく無ぶ人じんに古森の口こう腔こう内を弄なぶる。唾だ液えきを注ぎ込まれ、飲み込むことができずにいると、それが合わさった唇の端はしから零こぼれ落ちた。

　想像していたキスより、もっと生々しいもの。初めてのそれは一気に古森の身体から力を奪い去り、その場に立っていられなくなった。　>>>♥

「……んぁ」

　足が崩くずれ落ちる寸前に唇は離れたが、鳴海にしっかりと抱だき留められてその場に尻しりもちをつくみっともない姿はさらさなかった。もっとも、今だって十分みっともなく、情けない。

「お、おま……」

（う……そ……）

　たったこれだけのことで唇が痺しびれ、言葉を出すこともままならない。羞しゆう恥ちに顔を真っ赤にする古森とは違い、鳴海はいつもと変わらない様子で尋たずねてきた。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

「……っ」

　見ればわかるだろうと怒ど鳴なりたいのに、古森はパクパクと口を動かすことしかできない。すると、何を思ったのかもう一度顔を近づけてきた鳴海が、古森の唇の端を舐なめ上げた。

「！」

　それが零れた唾液を舐め取られたのだと、僅わずかな間を置いて気づく。

「お前……っ」

「……」

「……っ」

　恥はずかしさなのか怒いかりなのか、自分でもこみ上げてくる感情の種類がわからない。唯ゆい一いつ理解できるのは、今立てないということだ。

「……鳴海っ」

「はい」

「……責任とって、俺を、送れ」

　そう言うと、鳴海が笑ったのがわかった。

「わかりました」

「……」

（……くそっ）

　腰を抱かれるようにして歩き始めた古森は騙だまされた思いだった。

　この外見だ、鳴海は絶対に童貞だと思っていたし、キスなどしたこともないと勝手に思っていた。その上で、自分が教えてやるとキスをしたのに、反対に濃のう厚こうなものをされ、腰こし砕くだけになるなんて、いったいどんな罰ばつゲームだろう。

　夜の繁はん華か街がいでは男が抱き合うように歩いていても、酔っ払ぱらいだと思われてまったく注目はされない。助かったという思いと同時に、古森は隣となりを歩く鳴海の存在を強きよう烈れつに感じていた。

　慣れたキスだった。

　もしかしたら、この男は古森の考えているような男ではないかもしれない。人との関かかわりが苦手で、特に異性とは話すこともできなかった自分と似ているなんて思うこと自体間ま違ちがいだったかも……。

「……」

　古森は鳴海の横顔を盗ぬすみ見る。

（こいつ、やっぱり……）

　もじゃもじゃ頭と黒くろ縁ぶち眼鏡めがねというファーストインパクトが強過ぎて見落としがちだが、良く見れば鳴海の容よう貌ぼうは整っている。だとしたら、自分を磨みがいて、一いつ生しよう懸けん命めい勉強してモテようとしている自分がどう見られているのか、考えると怖こわくなりそうだ。

「古森さん」

「な、なんだよっ」

　じっと見ていたのがバレたのかと声が裏返る。

「まだ終電はありますが……」

「タクシー」

「はい」

「料金はお前持ちな。お前のせいなんだから」

「……はい」

　また、笑われた。なんだか余よ裕ゆうのある大人の男といった雰ふん囲い気きにのまれそうになるのを必死で耐たえる。この男は今年の新入社員で、自分よりも年下の男だ。

（俺が、怖がることなんかないんだからな）

「……さっきの」

「え？」

「さっきのは、俺が……」

「酔よっていたからですよね？」

「……そ、そうだ」

　どうやら、鳴海もそう考えてくれるらしい。

（タクシー代、自分で払おう……）

　そこまで大人げないことはできないと思う自分は、同どう僚りようが言っていたようにお人ひと好よしかもしれない。














第二章　想定外な、奴やつ









　綺き麗れいな目だった。

　今思い出しても、古森は鳴海のあの涼すずやかな目を鮮あざやかに描えがける。どうしてあの武器を使わないのかと、古森からすれば文句を言いたいほどだが、当人には当人なりの考えがあるのかもしれなかった。

　そして、あのキスもそうだ。

　勝手に経験がないと思っていた鳴海は、多分凄すごくキスが上手うまい。経験豊富なのかどうかまではわからないが、少なくとも唇を合わせるだけのキスしか経験のない古森よりはずっと、キスをこなしてきた感じはした。

　今まで人を見下したことはないと思っていたが、そのことに気づいた時、古森は自分が無意識のうちに鳴海を下に見ていたことに気づいた。自分が教えてやらなければ何もわからない、女の子相手は絶対に経験値ゼロだと、勝手に考えていた。

　外見で判断するというよりもさらに悪いが、それが、あの歓かん迎げい会かいの夜に打ち壊こわされたのだ。

「古森さん」

「！」

　いきなり耳元で囁ささやかれ、古森はびくっと大きく肩かたを震ふるわせた。

「な、なんだよっ」

「これ、チェックしてください」

　キスのせいでどうしてもぎこちなくなる古森とは違ちがい、週明け顔を合わせてからも鳴海の態度は一いつ切さい変わらない。

「……うん、いい」

「ありがとうございます」

「……っ」

　書類を差し出すと、受け取る鳴海の指が触ふれた。

（わ、わざとか？）

　態度は変わらないが、なぜか接せつ触しよくが多くなった気がする。例えば、今のように何かを渡わたす際に指が触れたりとか、身を屈かがめるようにして耳元で話しかけてくるとか。ごく間近に顔を見るとどうしてもあのキスを思い出して強こわ張ばる古森の背中をするっと撫なでるのも、なんだか意味深で嫌いやだ。

（そうじゃなくって！）

　時間が空くから考えてしまうのだ。

　古森は無意識に距きよ離りを取りながら言った。

「明日、夜の撮さつ影えいだから」

「撮影……」

「ＫＡＩだ。お前、まだ立ち会ったことないだろう？」

　なぜか、ＫＡＩの撮影がある時にタイミング悪く部長が直接仕事を頼たのんだりして、鳴海は今まで撮影に立ち会ったことがない。そうでなくても最近ＫＡＩ側の時間制限が厳しく、古森自身も半分くらい見られなかった。

　この先鳴海がＫＡＩの担当になることはないだろうが、古森の担当先には一応すべて顔かお繫つなぎをしているので、彼だけは別ということはできない。それに、鳴海は古森がＫＡＩのファンだと知っている。ＫＡＩのどんなところがいいのか、実際に撮影を見ながらたっぷり話してやりたいという気持ちもあった。

「予定では午後八時から……」

「すみません」

「え？」

「用があるので」

「……用？」

　何を言っているのだろうか。まさか仕事を差し置いてプライベートを優先する気かと、古森は少し語気を強める。

「仕事だぞ」

「大事な用なので。……部長の許可も得ています」

　新入社員という立場なのに、教育係の古森を差し置いて部長と話が通じているらしい。古森はふと、鳴海に初めて会った時のことを思い出した。あの時も部長から、鳴海には絶対残業をさせるなと言われた。

（……もしかして……）

　鳴海は社内のお偉えら方がたの血けつ縁えん者かもしれない。そう考えれば特別扱あつかいも理解できなくはなかった。

　もちろん、面おも白しろくはないが。

「……わかった」

　多少の理り不ふ尽じんさを抱かかえながら立ち去ろうとしたが、なぜか腕うでを摑つかまれる。

「なんだ」

　用があるなら声を掛かけろと言おうとすれば、鳴海の指先が今度は唇くちびるを撫でた。無意識に薄うすく開いた古森は、はっと気づいて目の前の手を振ふり払う。鳴海は気を悪くした様子もなく、今度は顔を近づけて耳元で言った。

「一いつ緒しよにいられなくてすみません」

「……っ」

　なんだか、デートをキャンセルした男の言い方に、古森はカッと頭に血が上った。

「一人でも大だい丈じよう夫ぶだっ」

「……ＫＡＩによろしく」

　何もできない子ども扱いするなと言いたかったが、自分を見る鳴海の眼まな差ざしがなぜか柔やわらかかったのを見てしまい───。

「……詐さ欺ぎだろ、あれ」

「詐欺？」

「！」

　不思議そうに返され、古森は慌あわてて我に返った。

　ここは撮影スタジオで、今はＫＡＩの広告写真を撮とっている最中だった。見ているだけしかないとはいえ、仕事中にプライベートなことを考えてしまった。

　古森は隣となりに立ち、不思議そうな顔でこちらを見ている高槻に愛あい想そ笑いを返した。

「何でもありません」

「詐欺に慌てたんですか？」

「いえ、えっと、その、あ、本、今ちょうど読んでいる本で」

「詐欺の本を読んでいるんですか？」

　言い訳をすればするほど墓ぼ穴けつを掘ほりそうになるので、古森は曖あい昧まいに笑って誤ご魔ま化かす。

　そして、その視線をＫＡＩに向けた。今回は香こう水すいの広告だが、女性ではなく男性のＫＡＩが選ばれたのは意外だった。それだけ、女性人気を当てにした選せん択たくかもしれないが、撮影の様子を見るにそれは大正解だと思う。

（見ているだけで香かおりを感じることってあるんだな……）

　ＫＡＩが付けるには少し甘すぎるが、撮影を見ているとまるでその香水をまとった女性をＫＡＩが抱だきしめているような錯さつ覚かくに陥おちいる。本物の女性がいないのにそう見せる彼の演技力に感かん嘆たんした。

　香水の発売はまだ先だが、今から予約しておかなければならないだろう。ＫＡＩがイメージキャラクターだと公表されれば、入手困こん難なんになること必ひつ至しだ。

「ＫＡＩは、俳優デビューとかするんですか？」

　ふと思ったことを口にすると、高槻はいやいやと首を振る。

「ＫＡＩは今の仕事のペースで十分らしいので」

「……勿もつ体たいない」

「そうでしょう？　僕もそう言うんですけど」

　頑がん固こだからと言われて、ＫＡＩの性格がまったくわからない古森は自然に納なつ得とくした。

「あ、そろそろ休きゆう憩けいですね」

　カメラマンがカメラを下ろし、何事か話しかけている。それに頷うなずいたＫＡＩがそのままスタジオから出て行った。

　撮影時間が短いと有名なＫＡＩの休憩は十分かそこらだ。その間も飲み物などの世話は高槻がやるので、古森は自分もトイレにでも行っておこうかと思った。

　ちらりと腕時計に視線を落とせば、そろそろ午後十時だ。

「終電には間に合うかな」

　呟つぶやいた時、あの夜の鳴海との会話を思い出して顔が赤くなる。

「あ～、もうっ」

　気を抜ぬけばそのことばかり考えているなんて、自分こそ欲求不満の童どう貞ていそのものだ。顔を洗って気を引き締しめようとした古森は、ふと喉のどが渇かわいて自じ動どう販はん売ばい機きのスペースに足を向けた。しかし、ちょうど飲みたいものが売り切れでない。

「……しかたないな」

　建物の一階に確かあったと思い出し、古森は見知らぬ相手と出会う可能性のあるエレベーターではなく非常階段を利用する。下りていると、下から微かすかな話し声が聞こえてきた。

「……から、これ以上仕事を入れるなよ」

「勿体ないよ」

（高槻さん？）

　後の声は高槻だ。だとすると、最初の声はＫＡＩだろうか。

「ねえ、せっかく言ってくれているんだからさ、少しは貪どん欲よくに仕事したら、ＫＡＩ」

　やはり、高槻の話している相手はＫＡＩらしい。なぜ控ひかえ室しつではなく非常階段で話しているのだろうかと思いながら、古森は一いつ瞬しゆん足を止めた。だが、撮影以外のＫＡＩの姿を見たいという欲求には勝てず、そ知らぬ顔をして階段を下りる。

「あ、高槻さん」

　少々わざとらしかったが高槻の名を呼ぶと、高槻とＫＡＩがこちらを見上げた。

「こ、古森さん」

「こんなところでどう……わぁっ」

　ごく自然に会話をしようと気を張っていたせいか、古森は階段を踏ふみ外してしまう。危ないと思った瞬間、

「古森さんっ」

　声と共にしっかりと下から抱きかかえてくれたのがＫＡＩだということに驚おどろくよりも先に、古森は先ほど自分を呼んだ声が耳に残っていた。

『古森さんっ』

　初めてＫＡＩの声を聞いた驚きではない。その声が聞き覚えのあるものだからだ。体勢的に上から見下ろすようにＫＡＩの綺き麗れいな顔をまじまじと見た。いつもの古森なら恥はずかしくてとてもできないが、どうしても知りたくて顔を寄せる。

「お前……」

「……」

　ＫＡＩは顔を逸そらさず、綺麗なアイスグレーの瞳ひとみを真っ直すぐこちらに向ける。瞳の色の違ちがいはあるが、古森は確かにこの面おも影かげを知っていた。

「……鳴海、か？」

「……」

　ぼさぼさの髪かみに、黒くろ縁ぶち眼鏡めがねの鳴海。

　さらりと流れる黒髪に、綺麗なアイスグレーの瞳。

　まったく相反する印象だというのに、古森は確信していた。そして、ＫＡＩも誤魔化す気はないらしい。

「お仕事、お疲つかれさまです」

　ＫＡＩの顔でいつもの口調で言う男に、古森はただ啞あ然ぜんとするだけだった。　>>>♥










「二人でゆっくり話してください。あ、ＫＡＩ、連れん絡らくはちゃんとするように」

　信じられない出来事に古森が茫ぼう然ぜんとしている間に、ＫＡＩは残りの撮さつ影えいを済ませてしまった。撮影後控室から出てきたのは、古森が馴な染じみのある鳴海の姿だ。二人のあまりの違いを考えれば、プライベートでこの姿になれば誰だれもその正体はわからないだろう。ＫＡＩの私生活が謎なぞといわれる所以ゆえんがようやくわかった気がした。

「……どうしますか？」

「……」

　さすがにスタジオで込み入った話はできないし、それは居酒屋も同じだ。かといって、鳴海のプライベートの空間に足を踏み入れるのは怖こわい気がする。

「……俺の家に行こう」

　実家暮らしなので、家には父がいるはずだ。二人きりでないのなら少しは落ち着けるし、以前歓かん迎げい会かいの夜に送ってもらったこともあるので、鳴海も知っている場所ならいいだろう。

　案の定鳴海は同意してくれ、タクシーを止めて二人乗り込む。ここから自宅までのタクシー料金を考えると怖いが、一刻も早く家に帰りたい古森は異議を唱えなかった。

「……ただいま」

「お帰りぃ」

　二十三区外の小さな一いつ軒けん家やに帰りついた古森は、いつもと同じテンションの声に出で迎むかえられる。

「晩ばんご飯はんは食べたか？　……あれ、お客さん……ああっ、君は前に来てくれたっ？」

「夜分にすみません」

「いいよ、いいよ。ともくんも前もって言ってくれたら何か用意したのに」

「いいよ、父さんも忙いそがしいんだし」

「ご飯くらい用意できるって」

「ありがとう、でも、本当に大丈夫」

　古森の言葉に、父の一かず也やはあからさまに肩かたを落とした。

　小学校に上がる前に母を病気で亡なくして以来、古森は父と姉の三人暮らしだった。七歳年上の姉は古森が高校生の時に結けつ婚こんし、それ以来父と二人の生活だ。

　子供のためにと家でできる仕事に切り替かえて育ててくれた父のことは尊敬しているし、好きだが、少々過保護なところは困る。多分、学生時代は友人も連れてこなかった古森が、こうして会社の後こう輩はいを家に呼んだこと自体を嬉うれしく思ってくれているのだろう。

「ともくん」

「部屋に行くから。お茶もいらない」

　古森は鳴海を促うながす。鳴海はもう一度父に頭を下げ、おとなしく古森の部屋についてきた。

　六畳じようほどの部屋にはベッドと机、そして本ほん棚だなだけだ。それでも長身の鳴海が入ると妙みように狭せまく感じてしまい、しかたなく唯ゆい一いつのクッションを鳴海に譲ゆずり、古森自身はベッドに腰こし掛かけた。

「……」

　密室にはなったものの、古森は何をどう話せばいいのか、まだ頭の中が整理できていなかった。あの場では自分の部屋に連れてくるのが一番いい方法だと思ったが、いざ二人きりになるとＫＡＩだった鳴海の姿を思い浮うかべてしまい、緊きん張ちようの方が先に立つのだ。

　ちらりと視線を向けると、鳴海は律りち義ぎにも正座をしている。

「足」

「はい」

「崩くずしてくだ……せよ」

　外見は鳴海なのに、どうしてもＫＡＩに対する気持ちになってしまう。そしてふと、年上だと思っていたＫＡＩが年下、それも新卒だったのかとぼんやり考えてしまった。

　別に、鳴海が悪いことをした訳ではない。ただ単に、副業としてモデルをしていたというだけだ。

（……いや、うちの会社、副業ＯＫだったか？）

　そこまで考えて、古森は初めて部長の言った言葉に合が点てんがいく。

『鳴海に関しては、極力何もしなくていい。もちろん、仕事を教えるのは当然だが、容姿をいじることはもちろん、残業もさせるな』

　あの言葉でわかった。部長は鳴海がＫＡＩだということを知っていたのだ。

　多分、それを知るのは極ごく限られた人間だけなのだろう。

「……想像以上ですね」

「え？」

「……」

　言葉ではなく、ぐるりと部屋を見回すその仕草で、古森ははっと我に返る。

　早く事情が知りたいと思うことだけが頭の中にあって、自分の部屋のことはすっぽりと抜けてしまっていた。

　ポスターに、本棚にびっしりと収まっているファッション雑誌。目に見える小物もベッドカバーまで、すべてＫＡＩの写真に写っているものだ。それをＫＡＩ本人に見られてしまうとは、死んでしまいたくなるような猛もう烈れつな羞しゆう恥ちに襲おそわれる。

　いや、それだけではないのだ。鳴海、いやＫＡＩ本人にＫＡＩへのリスペクトぶりを熱心に聞かせてしまっていたことに今さらながら気づき、古森はかつてない動どう揺ように震ふるえる思いがした。

「……案外スタンダードな本も読むんですね」

　一人パニックになる古森とは違ちがい、鳴海はアウェイだというのに落ち着いていた。

　そんな鳴海が手にしたのは、サイドテーブルの脇わきに置いてあった宮みや沢ざわ賢けん治じの一冊だ。本好きから脱だつ却きやくしようと蔵書を処分した時にも、この本だけは手放せなかった。よく見れば、もう何十回、何百回も読んだことがわかるほど、今の部屋には不ふ釣つり合いなボロボロの本だ。

　鳴海はそれを見るともなく手に取ると、表情を変えずに古森を振ふり返った。

「できれば」

「えっ？」

　不意に切り出した鳴海に、古森は慌あわてて顔を上げた。

「秘密にしておいてもらいたいんですが」

「……ＫＡＩだってこと？」

「はい」

　鳴海のもじゃもじゃ頭を見て、ＫＡＩと繫つなげて考える人間がいるはずがない。古森は本当にたまたま、鳴海にとっては運が悪く鉢はち合あわせしてしまっただけだ。

　部長とも通じ、今最も人気のあるモデルのＫＡＩと、普ふ通つうのサラリーマンでしかない古森。誰の話を信じるかなんて、考えなくてもわかる。それなのに、鳴海は頭を下げるのだ。

　学生時代からずっとＫＡＩに憧あこがれていた古森が、彼の存在を脅おびやかすことをするなどもちろんありえない。

「ど、どうしてあんな場所で話……」

「今日のクライアント、何人か知り合いを連れてきていて。楽屋にいると押しかけられるのでしかたなく」

「そ、そうか」

　だとすると、古森がたまたまあの場所に行ってしまったせいで、ＫＡＩの正体がバレてしまったということだ。

　ＫＡＩにとって本当に不運な偶ぐう然ぜんだった。

「何か条件が必要ですか？　口止め料とか」

「い……いや、そんなのは」

　そんなことするわけがないと言っても、鳴海は信用できないだろう。

　ならば逆に、負担にならないような交こう渉しよう材料を鳴海に提案した方がいいのだろうか。金銭とか利益を介かいさない、ちょっとしたやり取りだけで信用してもらえるような……。

　鳴海が納なつ得とくする状じよう況きようをつくってやらなければならないと焦あせった古森は、咄とつ嗟さにとんでもないことを口にしてしまった。

「じゃ、じゃあ、俺のアドバイザーになってくれたらっ」

「……え？」

「あ……」

　言ってしまってからまずいと思い撤てつ回かいしようとしたが、今度はどう言っていいのか言葉が思いつかない。

　そのうち、鳴海が不意に眼鏡めがねを外し、前まえ髪がみをかき上げた。露あらわになった瞳ひとみは黒いが、その容よう貌ぼうはやはりＫＡＩだ。化け粧しようをしなくてもこの美貌なのかと驚おどろくと同時に、今まで髪形と眼鏡、そして雰ふん囲い気きだけで鳴海という人物を認にん識しきしていた自分に愕がく然ぜんとした。

　よくよく見れば、あれほどリスペクトしているＫＡＩに気づかないはずがないのだ。

「どっちの？」

「え？」

「ファッションか、キスか」

「……っ」

　瞬しゆん時じに熱くなる顔を慌てて隠かくし、古森はベッドの上で大おお袈げ裟さに身体からだを引いてしまう。すると、目の前のＫＡＩ……いや、鳴海が、意地悪く笑った。

「黙だまっている交こう換かん条件として、古森さんの無料のファッションアドバイザーになること、了りよう承しようします」

「お、お前っ、い、いやっ、ＫＡＩさんっ」

「お前でいいですよ。俺はあくまでも古森さんの後輩。古森さんは俺の教育係なんですから」

「いや、それは、そうだけど、でも」

「どんなことを知りたいんですか？」

　流し目を向けられ、古森は息がつまる。

　ダサいと思っていたスーツさえも、この瞬間最新の有名ブランドのものに見えてしまい、自分の現金な目に呆あきれてしまった。

（……本当によかったのか？）

　いくら鳴海が引き受けてくれたと言っても、弱みに付け込んだ形になったのはやはり気がひける。正体を言うつもりはないともう一度きちんと伝えた方がいいかと迷っていた古森は、不意にガタッという音が聞こえて思わず顔を上げた。

　その音の正体は考えなくてもわかる。慌ててベッドから下りて、古森は部屋のドアを開けた。

「……父さん」

「の、喉のど渇かわかないかな～って思って」

「その時は俺が取りに行くから」

　いくら父とはいえ、あまり鳴海と接せつ触しよくさせない方がいいと思ったのだが、なぜか鳴海はわざわざ立ち上がり、ドアで父と向かい合う古森の後ろに立った。

（うわ……）

　身長が高いことは知っていたが、こうして背後にピッタリと立たれると、余計に自分との身長差がわかる。その上、意外にも逞たくましい体付きをしているということも知ってしまった。あのＫＡＩがというよりも、あの鳴海がという心境だ。

「鳴海くん、だったよね？」

　不意に父が鳴海の名を呼んだので、古森は驚いて声を上げてしまった。

「なんで鳴海の名前、知ってるんだよっ？」

「なんでって、前ともくんを送ってきてくれた時聞いたから」

「俺を？」

「歓かん迎げい会かいの夜です」

　付け加える鳴海の顔をまじまじと見た古森は、あっとようやく思い出した。

　歓迎会の夜、確かに鳴海に送ってもらった。タクシーで家の前まで来て、玄げん関かん先まで半分抱だきかかえられるようにして歩いたのは覚えている。

（あの後……あれ？　俺……）

　目が覚めた時自室のベッドの上で寝ねていたので、てっきり玄関先で鳴海を帰したものと思い込んでいた。だが、今の父と鳴海の会話を聞けば、もっと長い時間男がこの家にいたということになる。

「……なんか、あった？」

　記き憶おくがなくなるまで酔よった覚えのない古森は、そう聞くのさえ怖こわかったが聞かずにいられなかった。すると、古森を見下ろした鳴海が目を細める。髪をかき上げているので、その威い力りよくは全開だ。

「どうでしょう」

「……え……」

　その言葉が、なんだかとても怖かった。








◇









（こんな顔の方が可愛かわいいのに）

　鳴海は内心ほくそ笑えみながら、目の前の綺き麗れいな顔が引き攣つっている様子を見ていた。

　会社での古森倫也の評価は、イケメンでリア充じゆう、人当たりも良い好人物だった。実際、少し甘めの顔は整っていたし、身長もまあ高い方だ。ただ、その服装や仕草が、どこかモデルのＫＡＩに似ていることに気づいた時、鳴海には薄うすいメッキの下の古森の姿が見えた気がした。

　しかし、本人から自分へのリスペクトぶりを聞かされ、そのあまりにも純じゆん粋すいな思いに柄がらにもなく嬉うれしく思えた。

　そうすると、自分に対して上から目線でアドバイスしてくる古森も可愛く思え、さらにはＫＡＩへの熱烈な賛美を聞かされて心ここ地ち好よくなり、慣れない仕事も楽しくなってきた。




　思えば、順じゆん風ぷう満まん帆ぱんな人生だった。

　中学生の時、ヘッドハンティングされた外資系の会社で実績をつくった父が社長にまで上り詰つめ、鳴海は大学生になって軽い気持ちで父の会社の広告モデルになった。その評判は意外に大きく、それ以降別の仕事の依い頼らいも舞まい込むようになった。

　初めは目新しいことばかりで楽しかった。寄ってくる女たちの中で好みの相手は選び放題でかなり好き勝手したが、次し第だいに華はなやかでも重労働なモデルの仕事に疲つかれてきた。同時に、多くの女たちに囲まれる生活にも飽あき飽きして辞やめたいと父に訴うつたえたところ、モデルの仕事を続けるのならば私生活には干かん渉しようしないと約束してくれた。

　それでも、入社する会社を父の吸収合がつ併ぺいしたところにと指定されたのは、ある程度手た綱づなは握にぎっておきたいと思ったからだろう。それならそれで構わなかった。とにかく、誰だれの視線も感じないところで生活がしたかったのだ。

　女に騒さわがれたくなくて髪形と眼鏡、そして服装を野や暮ぼったくすると、面おも白しろいくらい女は避さけて近づかなかった。モデルのＫＡＩと素材は同じなのに、纏まとっている皮で評価する周りをどこかで見下していた……そんな時だ。

　妙みように絡からんでくる先せん輩ぱいが一人いた。ここ最近、ＫＡＩとしての自分と一いつ緒しよに仕事をしていた古森だ。

　古森がＫＡＩに心しん酔すいしていることは、撮さつ影えい中の眼まな差ざしですぐにわかった。不思議なことに、いつもなら煩わずらわしく感じる視線が、古森のものは心地好くさえ思っていた。多分、その視線には生々しい欲などなく、純粋な憧あこがれだけが込められていたからかもしれない。

　そんな古森が教育係としてついた時はどんな巡めぐり合わせかと思ったが、撮影中に見る彼とはまるで違ちがい、ＫＡＩもどきの上から目線のリア充を装よそおう姿は笑いさえ誘さそった。教育係に指名され、嫌いや々いや関かかわっているという様子は見えるのに、それでもどこか人の好い気き質しつは隠しきれていなかった。時々妙に初心うぶな反応をし、威い張ばっている姿とのギャップが面白くて、わざと古森を慕したっていると見せかけ頼たよる素そ振ぶりをすると、古森は余計に構ってくれる。

　周りに避けられる鳴海をどうにかして溶とけ込ませようとしていたのは多分、本気でそう思ってくれたからだろう。

　古森との時間は楽しくて、新しん鮮せんで、だからついからかうように手を出してしまった。

　経験豊富な素振りを見せていたくせに、古森の歓かん迎げい会かいの夜の反応は童どう貞てい丸出しのものだった。軽い気持ちで濃のう厚こうなキスをしてしまったことが申し訳なくさえ思え、家まで古森を送った時だ。

「ともくんの後輩っ？　どうぞ、どうぞ上がってっ」

　一見して古森の歳としの離はなれた兄かと思ったが、彼の父親だと聞いて驚おどろいた。

　そればかりではない。家に着いた途と端たん電池が切れたかのように眠ねむってしまった古森をベッドに寝かせ、すぐに帰るつもりだったのに強ごう引いんに引き留められた。

「これ、幼よう稚ち園えんの劇で子こ豚ぶたさんをやったんだよ。でも、本人はウサギさんをしたかったらしくてね、泣いて泣いて大変だったんだ」

「これは、運動会。徒競走でこけてビリになってね。この時も大泣きだった」

「あ～、中学生の文化祭だ。合唱で、ほれ、この一番後ろの列の、これっ、この顔半分しか見えていないのがともくんだよ」

　父親はかなりの息むす子こラブらしく、相当な枚数の写真があった。それは姉の分と合わせると十数冊の厚いアルバムとして出てきたが、どのエピソードも鮮せん明めいに覚えているらしい。

　聞いているうちに微笑ほほえましくなり、つい長居をしてアルバムを見ていると、古い物の中に優やさしそうな女性の膝ひざに座って絵本を見ながら黄色いタオルと指を銜くわえている、五、六歳の古森の写真があった。

　年ねん齢れいからみると、少し幼い雰ふん囲い気きだ。

「これ、可愛いですね」

　鳴海がそう言うと、初めて父親は泣きそうな顔になる。

「このころ、母親を亡なくしてね。亡くなった妻が好きでいつも宮沢賢治を読み聞かせてあげていたから、寝る前に読んであげないと眠れなくなった時期があったなぁ」

「……そうですか」

　最近知り合ったばかりの自分が聞いてはいけない込み入った事情に、それ以上踏ふみ込むつもりはないというつもりでアルバムを閉じた。

「これで失礼しま……あ」

「どうかした？」

「ペンを落としたみたいで……取ってきていいですか？」

　古森を抱きかかえて運んだ時、胸ポケットに無造作に入れていた万年筆が落ちたらしい。

　断りを入れて再び古森の部屋に行った鳴海は、今度は部屋の電気をつけて───珍めずらしく固まってしまった。

　壁かべに貼はってある己おのれのポスターと目が合ってしまったからだ。

　よく見れば、本ほん棚だなにも覚えのあるファッション雑誌があり、部屋の全体の雰囲気もＫＡＩと共通しているものがある。古森のＫＡＩへの思いが口先だけではなく本物だったのだと改めて感じ、そこまで慕われているＫＡＩに……それが自分自身だというのに、妙な嫉しつ妬と心さえ覚えてしまった。

　ベッドの側そばに落ちていたものには、その後すぐに気づいた。それを拾い、もう一度部屋の中を見回すと柄にもなく照れた。

「……」

　ふと視線を向けた先では、古森が静かに眠っている。酒のせいで顔が赤らんでいた。

（眠れなくて……か）

　今の古森からはまったく想像がつかない話を思い返しながら、身を屈かがめてその顔を見つめた。

　どうして、そうしようと思ったのかはわからない。

「……」

　伸のばした指先で、古森の唇くちびるに触ふれてみた。うっすらと開いたそれは、ちゅっと軽く吸い付いてくる。

　柄にもなく身体からだが熱くなり、鳴海は咄とつ嗟さに手を引いた。

　これは意図的ではなく、無意識の行動だ。それはわかっていたが、鳴海はまるで誘われたように感じてしまったのだ。




「鳴海？」

　名前を呼ばれ、ゆっくりと視線を向ける。

　あの夜の無意識の媚び態たいとは違うものの、今目の前にいる顔を赤らめた古森も十分魅み力りよく的だった。

（……魅力的？）

　男相手にそう思うこと自体今まで考えていなかったが、どうも古森と会ってから鳴海の意識は目まぐるしく変化している。新しい発見も多くて、戸と惑まどいはあるもののそれはそれで面白いとさえ思った。

「だから、前送ってもらった時のことっ」

「……ああ」

「……」

「……」

「で？」

「……別に、何も」

　古森が覚えていないことを言ってもしかたがない。いや、むしろそれは自分だけの秘密だと思っていた方が楽しい。

「ねえ、お父さん」

「ともくんはすぐ寝ねたからな。アルバムを見せたくらいか」

「アルバムッ？」

　どうやらそれは古森が想像もしていなかったことらしく、焦あせったように父親に詰め寄っている。どれを見せたんだと言っているが、ほとんど目を通したので今さらという感じだ。

「あれは見せるなよっ」

「どうして？　可愛かわいいからいいじゃないか」

　目の前では親子の言い合いが続いている。

　鳴海は横を向いて小さく笑った。










　古森に正体が知られてしまったことは、マネージャーの高槻には知らせなかった。高槻から父に話が通り、最悪会社を辞やめさせられるかもしれないからだ。父と高槻は、鳴海にＫＡＩとしての活動だけをしてほしいと思っている。華はなやかな表おもて舞ぶ台たいに立つことが、鳴海にとって一番相応ふさわしいと信じているのだ。

　しかし、鳴海自身は、今のサラリーマンという生活を楽しんでいた。ＫＡＩとしても仕事をしているが、それは今の生活を守るためだ。

「あ」

「……おはようございます」

「……」

　エレベーターの中で一緒になった総務の女性社員は、あからさまに視線を逸そらして挨あい拶さつも返してこない。そればかりか、次の階を押して足早に降りていく姿を見ると、そこまでおかしな容よう貌ぼうだろうかと不思議にさえ思う。

　たかが髪かみ、そしてたかが眼鏡めがねだ。最新のスーツを着ていなくても、この身体はＫＡＩそのものなのに、何をどういう理由で嫌きらうのか。

（……この姿にして正解だったな）

　人の本音が透すけて見える。

　営業部に入っても、男性社員はさすがに普ふ通つうに挨拶をしてくれるが、女性社員は仕事を何度かした数人だけだ。

「……おはようございます」

　鳴海は頭を下げ、自身のデスクに向かう。その隣となり、古森の席にはもう当人が座っていた。

　その姿に眼鏡の奥で目を細め、ゆっくりと近づいていく。そして、身を屈めると彼の耳元で囁ささやいた。

「おはようございます」

「うわぁっ？」

　面おも白しろいように声を上げたばかりか、古森は椅い子すからずり落ちそうになる。それをさりげなく支え、鳴海は席に着いた。

「……ぅぁぅ……」

　古森は何事か唸うなっているが、その耳が真っ赤になっているのはどうやら気がついていないらしい。

「古森さん」

「……」

「古森、先せん輩ぱい」

「なんだっ」

　これ以上返事を無視するとどうなるのか想像したのだろう、古森はようやくこちらを向いてくれる。わざと口元を引き結び、眉み間けんに皺しわを寄せている顔はいつものイケメンぶりとはまるで違ちがうが、これはこれで可愛い。

「これ、今日の会議の資料です」

「あ……うん、ありがと」

　拍ひよう子し抜ぬけしたように素す直なおに礼を言って受け取った古森は、さっそくチェックすべく目を走らせている。その姿はやり手の営業マンだ。社交的だが細やかな気き遣づかいができる古森のクライアントは多く、利益も着実に出ている。本当は堅けん実じつな性格なのだろう。

「……あ、ここ、間違ってる」

「……すみません」

《あ》と《お》の違いを指し摘てきされ、すぐにパソコンを起たち上げて修正した。

　それからも古森の助言を受け、書類を完成させるとコピーしようと立ち上がりかけたが、さっとそれを取った古森が近くの女性社員に声を掛かけた。

「大おお谷たにさん、これ、三十部頼たのめる？」

「はい、いいですよ」

「ありがとう」

　にこっと笑う古森を見て、大谷が顔を赤くする。彼女が立ち去り、古森はいくつかの名めい刺しを鳴海に渡わたしてきた。

「これ、営業掛けろ。仕事なくても世間話くらいはしろよ」

「……」

「何だよ」

　じっと古森を見ていると、こちらを見ないまま声を掛けてくる。

「……いえ」

「仕事しろ」

「はい」

（……あれ、いつするんだ？）

　古森には、正体を秘密にしてくれる代だい償しようを払はらわなくてはならない。

　仕事中はもちろんファッションのことなど話す暇ひまはなく、かといって夜はモデルの仕事が詰つまって鳴海自身に時間がなかった。建前だったとしても、秘密を共有するために古森のアドバイザーはしたい。

（……ＫＡＩの仕事、減らすか）

　ただ、露ろ出しゆつを減らせばＫＡＩのファンである古森が寂さびしく思うのではないか。

　どうしようもないジレンマに、鳴海は珍めずらしく悩なやんでいた。














第三章　不可解な、奴やつ









　最近、女性社員の視線の温度が低い気がする。

　それはけして気のせいではないと、古森は貼はってあるＫＡＩのポスターを見上げながらしみじみ感じていた。

　自分の立ち位置は、身近にいるイケメンだ。気軽に声を掛けられるし、もしかしたら恋こい人びとになれるかもしれないという期待をもてる存在だと自負していた。しかし、ＫＡＩが古森の会社と契けい約やくをしてから雰ふん囲い気きが変わった。

　今のところ担当の古森しか撮さつ影えいに立ち会えないが、ＫＡＩと知り合いになれる確率はぐっと上がった。今まではまったく手の届かない存在だったのに、現実の男として見るようになれた。そうなると、ＫＡＩもどきの古森はその辺の男と同列になってしまったのだ。

　だから、ＫＡＩ本人……鳴海に、より良い男になるためのアドバイスを貰もらえれば嬉うれしいが、さすがに自分の方からグイグイいくわけにはいかない。何といっても相手は最も人気のモデルだ。

「……いや、鳴海だっけ」

　鳴海かＫＡＩか。どちらがあの男の本当の顔か、まだ知り合って間もない古森にはわからない。だからどういう態度を取っていいのかわからないのだと、また最初の悩みに戻もどってしまっていた。

「古森さん」

「うやぁっ！」

　ぼんやりポスターを見上げていた古森は、いきなり声を掛けられて心臓が止まるかと思った。慌あわてて振ふり向けば、やはりそこには鳴海がいる。

「おまっ、黙だまって後ろに立つなよっ」

「声を掛けました」

「そうだけどっ」

　そうじゃないのだと言い返したくても、ＫＡＩだと思えば気持ちが怯ひるんで口を噤つぐんでしまう。すると、なぜかしばらくじっと顔を見られてしまい、どうしようもない居たたまれなさを感じた。

「……欲しいんですか？」

　何をと言われなくても、それだけで十分わかる。

「い、いらない」

「……残念」

（残念ってなんだっ）

　担当の特権として、既すでに一枚手に入れているのをわざわざ説明したくない。

「古森さん」

「な、なんだ？」

「明日の土曜、時間空いていますか？」

「え？」

「約束の件、さっそくどうですか」

「約束って？」

「買い物、付き合います」

　そこまで言われ、ようやく古森は思い出す。どうやら鳴海は律りち義ぎに自分との約束を守ってくれようとしているらしい。言ってはみたものの、本当に付き合ってもらえるとは思わなかった古森はどうしようかと迷った。

「あ……いや、お前、忙いそがしいんじゃ……」

　ＫＡＩの担当である古森は、当然そのスケジュールも把は握あくしている。それによるとこの週末は新しいＣＭの撮影があるはずだった。古森も立ち会うつもりのそれがあるのに、わざわざ少ない時間を割さいてもらうのも悪い。

「別に、急がなくてもいいし」

「撮影、中止になりました」

　古森がそれとなく断ろうとすると、鳴海があっさり言い切った。

「噓うそだろ」

「さっき高槻から連れん絡らくがきました。古森さんにも連絡あったんじゃないんですか？」

　そう言われて慌てて携けい帯たい電でん話わを取り出すと、鳴海の言葉通り高槻からメールが来ていた。どうやらクライアント側の都合で撮影が延期したらしい。その理由まで書かれていなかったので、古森は急いで高槻に電話をした。

「……あ、お疲つかれさまです、古森です。今メールを見て……」

　高槻から詳くわしい事情を聞き、古森はようやく息をつく。本当なら間に立つ自分にクライアントから連絡がくるのが普ふ通つうだが、たまたま向こうの担当者が高槻の知り合いだったらしく、そちらに直接連絡がいったらしい。

　高槻から謝られ、こちらの方が申し訳なくなった。

「だから、日が空きました」

　古森が納なつ得とくしたのを見計らい、鳴海がもう一度言う。

「い、いや、でも、お前だって休みたいだろ？」

「いいえ」

「で、でも、周りに気づかれたらパニックになるし」

「俺はこの姿で行くつもりですが」

「……あ、そっか」

（別にＫＡＩの姿じゃなくてもいいんだ）

　野や暮ぼったい身なりの鳴海だが、その頭の中はＫＡＩでもある。アドバイスなら姿など関係ないと今さら気づいてしまった。ＫＡＩが側そばにいたら緊きん張ちようしまくるだろうが、鳴海相手なら大だい丈じよう夫ぶだと思う。

「本当にいいんだな？」

「ええ」

「じゃあ……付き合ってもらう」

　古森がそう言うと、鳴海はほんの少しだけ口元を緩ゆるめる。それがＫＡＩの微び笑しように繫つながってしまうのは、その正体を知っているからだ。

（うん……それだけだ）










　土曜日の午後一時。

　古森が待ち合わせの渋谷の駅前に来ると、既に鳴海は待っていた。長身なのですぐにわかったが、その周りは少し人ひと影かげが少ない。

（あれって、避さけられているのか？）

　鳴海は言葉通りいつも会社に来るぼさぼさの髪かみに眼鏡めがね姿で、シンプルなブルーのシャツにジーパンを穿はいていた。シンプルだからこそスタイルの良さが際きわ立だっているが、やはり初めに目に入る外見のせいか、大勢いる女の子の視線はまったくといっていいほど向けられていない。

　この男がＫＡＩだと気づけば、いったいどんな騒さわぎになるだろうか。考えただけで怖こわいなと思いながら、古森は鳴海に近づいた。

「悪い、待たせた」

「いいえ」

　古森が鳴海に声を掛かけると、明らかに周りがざわめいている。ＫＡＩ似のファッションに身を包んだ古森とのアンバランスさが目を引くのかもしれない。さりげなく周りを見、ふっと微笑ほほえんでみせる。すると、好意の滲にじむ歓かん声せいが耳に届き、満足してさらに笑えみが零こぼれた。

（ふふ、毎日鏡を見て研究した甲か斐いがあったな）

　上じよう機き嫌げんになった古森は、ふと視線を感じて隣となりを仰あおぎ見た。

「……なんだ」

「え？」

「笑ってるだろ」

「……古森さんとのデートが楽しみなので」

「デートじゃない、買い物だろ」

　鳴海は時々言葉選びを間ま違ちがえる。それがけして嫌いやではないのが悔くやしい。

「……行くぞ」

「はい」

　古森は歩き出した。その少し後ろを鳴海がついてくる。

「どこに行くんだ？」

「古森さんは、好みのブランドとかありますか？」

「好み……」

「……」

「……」

「ああ、いいです」

「……ごめん」

　改めて言われても困る質問だ。古森にとっての手本はＫＡＩなので、雑誌で彼の恰かつ好こうを見るたびに真ま似ねた。いつしかその傾けい向こうを考えるようにはなったが、今まで自分に似合うとかは考えてもいなかった。

　黙ってしまった古森の反応で答えがわかったのか、代わりに鳴海は店の名前を言う。それはＫＡＩの出ている雑誌でもよく扱あつかわれているブランド店だ。ただ、ＫＡＩ自身が着ていることはあまりなかったように思う。

「それ……」

「多分、古森さんには似合うと思います」

「……わかった」

　とにかく、任せると決めたのだ。

　古森は言われた店に足を向けるが、なぜかその道中鳴海は隣に並ばず、ずっと一定の距きよ離りを空けて後ろについてくる。一いつ緒しよに買い物をするという行こう為いから考えて違い和わ感かんがあり、しばらく歩いて古森は足を止めた。

「おい」

「はい」

「どうして後ろを歩くんだ？」

「一緒に歩いたら目立ちますよ」

　さすがにそれが、自分の方が良い男だからという意味ではないことはわかる。今の姿では悪目立ちすると言いたいのだろうが、既に仕事で常に一緒にいる古森にとって、鳴海の野や暮ぼったさにはもう慣れていた。

「別に構わないだろ」

「……」

「前と後ろじゃ話し難にくい」

　極ごく々ごく当たり前のことを言うと、なぜかしばらくしてくっと笑う気配がする。前まえ髪がみで目元がよく見えないが、どうやら笑われているらしい。

「おい」

　今の会話のどこがおかしいのかと思うが、それに答えることなく鳴海は古森の隣に並んだ。そうするとやはり背の高さと、手足の長さがよくわかる。

「行きましょうか」

「……」

　本当にわからない男だ。ＫＡＩのミステリアスさとは違った謎なぞに戸と惑まどいながら、古森は言われた店に向かった。

　土曜日の店内はそこそこ混こんでいたが、男同士なせいか鳴海の容姿に奇き異いの視線を向けてくる者はほとんどいない。鳴海もそれをわかっているのか、自由に動き、いくつかの服をピックアップしていた。

　しかし、手に取るのは古森があまり着ない甘い系統だ。

「ちょっとそれは……」

「嫌きらいですか？」

「嫌いっていうか……」

　自分の容姿がチャラいと自覚しているので、こういった甘めの服は余計に存在を軽く見せてしまう気がする。自分が好きなＫＡＩの雰ふん囲い気きとは逆をいくので、できればあまり着たくはなかった。

「古森さんは甘い顔立ちなので、ＫＡＩよりはこちらの系統の方が似合うと思います」

「……そうか？」

　疑問は残るが、相手はファッションのプロだ。目の前のもじゃもじゃ頭を見ていると信じられないが、今日は鳴海の言う通りにするつもりで来たので、渋しぶ々しぶながらそれを取って試着室に向かった。

（……これかあ）

　色も明るく鮮あざやかで、初めて着るはずだ。

　シャツと綿パンを身に着け、鏡を見た。

「……若……」

　髪もセットしていないので、一見大学生かと思うほど若く見えてしまう。合うか合わないかは別にして、違和感はないように思えた。

「古森さん？」

　外では鳴海が待っている。一応この恰好を見せなければならないので、古森は思い切って試着室の仕切りを開いた。

「……」

「どうだ」

　まじまじと、全身を鳴海の視線が這はうのを感じる。裸はだかではないのに、なんだか無む性しように恥はずかしい。

「お、おいって」

「やっぱり、似合っています」

　しばらくして、鳴海は感心したように言った。

「古森さんはＫＡＩの系統ではないですよ。こっちの方が雰囲気に合っているし、多分女性受けもいいはずです」

「……」

「気に入りませんか？」

「……なんか、軽くないか？」

　あまりに似合い過ぎて、かえって真ま面じ目めな女の子からは敬遠されそうだ。女の子にはモテたいが、遊びで済ませたいわけではない古森にとって、似合っていてもチャラい服装にはなかなか手が伸のびないのだ。

　居い心ごこ地ちが悪いようにシャツを引っ張っていると、不意に人の気配がして顔を上げる。すると、思いがけず近い距離に鳴海の顔があった。

　ここまで近いと、前髪と眼鏡めがね越ごしにその顔がよく見える。古森の目から見ても色っぽい眼まな差ざしが、真っ直すぐに自分に向けられていた。　>>>♥

「軽くないですよ。似合っている」

「そ、そうか」

「古森さんの魅み力りよくが倍増されます」

「ばっ」

　そこまで言われてはからかわれているとしか思えないが、それでも褒ほめられて悪い気はしない。それに、ＫＡＩがそう言うのだ。好みかどうかはおいて、きっとこちらの系統が自分には似合うのだろう。

「じゃ、じゃあ、買う」

「今すぐに決めなくてもいいですよ。まだ時間があるからもっと見ましょう」

「……時間、いいのか？」

「今日はずっと古森さんに付き合うつもりですから」

　その言葉の通り、鳴海はそれから三軒けんの店に同行してくれ、いくつか古森の服を選んでくれた。それは最初の店とはまた違った傾向の服だが、自分でもこの顔に似合うと認めるほど鳴海のアドバイスは的確だった。

　その上、会社にしていくネクタイも選んでもらった。普ふ段だん着ぎは会社に着ていけないので、ネクタイから雰囲気を変えたらどうかと言われたからだ。

　そうこうしているうちに夕方になり、古森は茶も飲んでいなかったことに今さらながら気づく。これでは本当に、ただ鳴海を買い物に付き合わせただけだ。

「鳴海」

　それでは申し訳なく、鳴海を誘さそったのは純じゆん粋すいに礼の気持ちからだった。

「今日の礼に、飯、奢おごる……あ、それか、月曜の昼飯でもいいけど」

　しかし、誘ってから気づいてしまった。ＫＡＩほどの男が、休日オールフリーなわけがない。もしかしたら誰だれかと約束があるんじゃないかと思った古森は、差しさわりのない平日の昼飯を奢る方が良いような気がした。

　だが。

「嬉うれしいです」

「え？」

「どこにしますか？」

「え、えっと……」

　まさかこんなに簡単にＯＫを貰もらえるとは思っておらず、誘った古森の方が慌あわててしまった。それでも、頭の中で店を考え始めると、ちょうど鳴海の携けい帯たいに電話が掛かかってきた。

　数度のコールも無視していた鳴海だが、一向に鳴りやまないそれに渋々といった様子で携帯電話を取り出す。

「……高槻からです。少し電話をしてきていいですか？」

「ああ」

「……じゃあ、その間に、着き替がえてみたらどうです？」

「え？」

「せっかく買ったんですから」

　買った当日に服を着るなんて考えてもいなかったが、鳴海が私服を見る機会などこれから先ないかもしれないので確かめてみたいのかもしれない。実を言うと、古森も買った服をどう着こなしていいのか、もう一度鳴海からアドバイスが欲しかった。

「じゃ、じゃあ、最初の店のやつ……」

「ええ。タグは切ってもらってますから」

　まさか、こういう状じよう況きようを想像していたとは思わないが、手回しの良い鳴海に内心感心した。

　二十分後に待ち合わせをする約束をして、古森は近くの百貨店のトイレに入った。やはり着慣れないが、鳴海が選んでくれたので一応自信を持つことにする。

（まだ来てないな）

　約束の場所にきたが、どうやら古森の方が早かったらしく、時間つぶしに携帯電話を取り出した。

　鳴海を連れて行くと決めた店は鉄板焼き屋だ。会社の人間とは行ったことはなく、父と姉家族で何度か訪おとずれた場所だった。

　海かい鮮せん好きな古森にとっては、とっておきの店だった。

「……」

（……ん？）

　しばらく携帯電話を見ていたが、なぜか視線を感じた。

　ＫＡＩもどきのイメチェンをしてから女の子に見られることも誘われることも多くなったが、それにしては……。

　古森は探さぐるように顔を上げてみる。すると、何人もの女の子が自分を見ていることに気づいた。古森と視線が合った子などは、声を上げて喜んでいる。携帯電話で写真を撮とろうとしている子たちまでいた。

（こ、これって……）

　普段着慣れない服はいまだ着心地が悪いが、鳴海が言った言葉は噓うそではなかったということが実感として伝わってくる。嬉しくて思わず顔が綻ほころんだ時、周りの空気がまたざわっと揺ゆれた。

「遅おくれてすみません」

「鳴海」

　掛けられた声に顔を上げると、野や暮ぼったい姿の鳴海が立っていた。

「いや、時間通りだろ」

　腕うで時ど計けいを見ると、むしろ五分ほど早い。

「結構真面目なんだな」

「そうですか？」

「そうだよ」

　鳴海の勝手なイメージ、それもＫＡＩに対してのイメージだが、「すべて俺に合わせろ」というタイプで、時間など気にしないのではないかと思っていた。しかし、今日だって時間より早い。

（ＫＡＩっていうより、鳴海がそうなのかも）

　勝手なイメージを押し付けてしまったことを内心反省しながら、古森はさっそく服の効果を報告した。

「お前のアドバイス、正確だった」

「え？」

「いつもより、女の子の視線が多い」

　あまり大きな声で言うのは恰好悪いので、古森は鳴海のすぐ近くに顔を寄せて言う。少しばかり嬉しくて顔が緩ゆるんでしまったのはしかたがない。

「そうですか、良かった」

　返ってきた鳴海の声も優やさしくて、古森は上じよう機き嫌げんでその腕を引いた。

「よし、今日は腹いっぱい食えよ」

「ご馳ち走そう様さまです」

　まるでじゃれ合うように話しながら先ほど電話をして予約した店に向かい、古森は言葉通り次々と料理を注文した。相変わらずどれも美味おいしく、海え老びの塩焼きなんか絶品だ。

「美味うまい」

　カウンター席に座り、焼くのを直接見ながら食べるのは別格で、古森はついついジョッキの数を増やしてしまった。

「……今日は、ありがとな」

　顔を見て言うのは恥はずかしいので、古森は海老の殻からを剝むきながら言う。

「俺も、楽しかったですから」

「そうか？」

「あんなふうに買い物をしたのは久しぶりです」

　人気モデルゆえ、特定のブランドを贔ひい屓きするのはまずいのだろうか。しかし、鳴海の姿で行けば、絶対にＫＡＩとばれるはずがない。

「鳴海……どうしてその恰好してるんだ？」

　鳴海とＫＡＩ。二人はあまりに違ちがい過ぎて、ただ単に変装という言葉で言い切れないような気がしてしまった。

「……古森さんとは違って、不純な動機です」

「え？　俺とって……どういうことだ？」

　しかし、鳴海は口元を僅わずかに緩めただけでそれ以上は何も言わない。聞いてはいけないことだったのかと、古森は焦あせって杯はいを進めてしまった。

　そして。

「飲んでるかぁ、鳴海ぃ」

「はい」

「飯をいっぱい食う男はモテるぞ？」

「実体験ですか？」

「そのとーり」

　酔よいが回った古森は笑い、また海老を頰ほお張ばる。今度は殻を剝かず、それごとバリバリと食べた。

「でもさ、女の子相手じゃお洒落しやれなイタリアンとかフランス料理が多くってさ。こうして手も口元も汚よごして食べるなんて、男同士じゃなきゃ無理だよ」

　そうでなくても、女の子相手では内心いつも緊きん張ちようしていた。失敗ができないと気を張っているが、鳴海相手ならばそれはない。

（不思議だよなあ）

　鳴海がＫＡＩだと知った時は驚おどろいたし、会社でも緊張していたのに、今隣となりにいる鳴海をＫＡＩと同一人物だと思っていない自分がいる。隣にいるのは後こう輩はいで、自分を慕したってくれている男なのだと自然と考えることができていた。

　多分、ずっと変わらない態度の鳴海のおかげでそう思えるのだろう。改めて礼を言うのも恥ずかしく、せっせと酒を注ついだ。

「……お前、強いな」

「そうですか？」

「酔った雰ふん囲い気き、全然ないし」

　もう中ジョッキで互たがいが五杯はいは飲み、ハイボールを二杯ずつ、続いて冷酒も三本だしてもらった。多分、古森はその三分の一くらい飲んでいるので、鳴海はそれ以上飲んでいるはずなのに、表面上も口調も、まったく酔った様子はなかった。

　古森の方は、今気持ちいいくらい酔っている。ふわふわと身体からだが揺れて、自分が接待する側なのにこれではやばいと感じるほどだ。

「古森さん？」

「ん～？」

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

　心配そうに言われるのも心ここ地ち好よい。

「大丈夫だってぇ。ふはっ、心しん配ぱい性しようだな、お前」

　笑いながら、古森はずいっと身を乗り出し、鳴海のすぐ近くまで顔を寄せた。

「……なんですか」

　何度見ても、不思議だ。知ってしまえばＫＡＩの面おも影かげは色いろ濃こいのに、ここまで別人のように過ごしている鳴海がとても凄すごい。学生時代の自分とは別人になりたいと思っている古森にとっては、その秘ひ訣けつを話してもらいたいくらいだ。

「……目」

「目？」

「色さぁ、どっちが本当？」

（どっちも、綺き麗れいだけど）

　アイスグレーのＫＡＩと、黒い瞳ひとみの鳴海。どちらが本物かと興味が出ると、目の前の黒い瞳が細められたのが見えた。

「もう少し、俺を知ったら教えてあげます」

「俺、十分お前を知ってると思うぞ？」

「もっとですよ」

　そう言って、伸のびてきた鳴海の指先が古森の唇くちびるをなぞった。

「……え」

「塩、ついてました」

「あ～……ありがと」

　指で拭ぬぐうのではなく、言葉で言ってくれたら良かったのにと酔った頭で吞のん気きに考えていた古森は、周りの客のぎょっとした雰囲気にまったく気づかなかった。










「ねえ、古森くん」

　出先から戻もどった古森は、総務課の女性社員に呼び止められた。社内でも美人と言われる彼女に、古森は反射的に愛あい想その良い顔を返す。

「なに？」

　ここ数年で培つちかった笑え顔がおは効果絶大なのか、目の前の女性社員───今こん野の映え美みの顔も綻んでいた。

「明日の撮さつ影えい、よろしくね」

「……今野さんが来るんだ？」

「ええ」

　明日の夜ＫＡＩの撮影があるが、今回はそこに総務の人間が一人、同行することになっていた。マネージャーの高槻が契けい約やくのことで少し話があると言ってきたからだ。

　鳴海には相談しなかったが、社内の人間とは極力関かかわらない方が良いだろうと判断し、特に女性社員は避さけるべきだと、同行は一人、男性社員にしてくれと頼たのんでいたはずだった。特に、今野は以前もＫＡＩの連れん絡らく先を聞いてきた中の一人だ。

（まずいんじゃ……）

　そうは思うが、どんな手を使ったのか、既すでに決定しているらしい人選を変へん更こうするのはなかなか難しいだろう。

　一応、鳴海には今野の同行は話した。

「わかりました」

　鳴海は軽くそう答えたが、きっと内心では心配しているはずだ。後は、古森自身がＫＡＩをガードするしかないと思い、その決意通りＫＡＩとの連絡役は率そつ先せんして自分がした。

　その成果で今野はＫＡＩと初めの挨あい拶さつ以上の会話はできなかった。そのことに古森は安あん堵どしたが、どうやらその行動は彼女の不興を買ってしまったらしい。

「古森さんって、意地悪なんですね」

「え？」

　撮影の翌日、唐とう突とつに新入社員の女の子に言われた。

「今野さん、ＫＡＩと会えるの楽しみにしていたのに」

「楽しみって……仕事だよ？」

「それでも、好きな人に会うのは楽しみじゃないですか。私たち、古森さんがそんなに意地悪なんて知りませんでした」

「私たちって……」

　その言葉で、古森の行動に疑問を抱いだいているのは一人ではないことはわかった。少なくとも二人以上が、今回の古森の行動を非難しているらしい。

（なんだよ、それ……）

　鳴海の姿の時はできるだけ近寄らないようにしているくせに、ＫＡＩの姿だと少しでも近くに行きたいと望むなんて勝手すぎる。もちろん、彼女たちが鳴海＝ＫＡＩだとは知らないが、それでもどこかで理り不ふ尽じんな思いがした。

　そんな気持ちのまま営業部に戻った古森は、慣れた声をすぐに聞き取る。

「これ？」

　視線を向けると、書類棚だなのところに鳴海と営業部の女性社員が立っていた。どうやら高い場所にあった書類を鳴海が取ってやったらしい。

「ありがとう。鳴海さんって背が高いんですね」

「……」

「それに、意外に声もいいし」

　珍めずらしく鳴海と会話をしている彼女……いや、この光景は初めて見るものではなかった。

　最近、営業部や総務の女子の中で、鳴海と話すことを嫌いやがらない者が増えてきた。入社して三カ月、徐じよ々じよにだが鳴海が周りに受け入れられてきたようだ。

　外見的には一歩引いてしまうところはあるものの、高身長でスタイルが良いのは隠かくせない。その上、言葉数は少ないが声の良さを知る者も現れ始めた。

　それとは別の理由を、古森はある女性社員から聞いた。

『鳴海さん、痴ち漢かんを捕つかまえたらしいんですよ』

　出勤時、会社の女性社員が痴漢に遭あっていたところを鳴海が助けたらしい。本人が言うには視界が高いから見えただけと言ったらしいが女子のネットワークは広く、そこから噂うわさが広まって鳴海の株はずいぶん上がったようだった。

「……」

「古森さん」

　女性社員と向かい合っていた鳴海は、すぐに古森の姿に気づく。その目が自分に向けられたことが、なんだか嬉うれしかった。

（……嬉しい？）

　そう思ってしまった自分に愕がく然ぜんとした。それは、正しい感情なのだろうか。

　秘密の共有のせいで鳴海を特別な存在だと思っているところはあるが、だからといって独り占じめしようとか考えるのはおかしい。

「古森さん？」

　立ち尽つくす古森を不ふ審しんに思ったのか、鳴海が近づいてきた。そして、大きな手で頰ほおから髪かみをさらりと撫なでてくる。ごく自然な行動なのに、古森の身体からだは不自然に強こわ張ばった。

「……俺」

「どうしました？」

「……なんでもない」

　鳴海から離はなれてデスクに戻ったが、書類を広げても頭の中に入ってこない。隣となりに戻ってきた鳴海の視線を感じるが、そちらを振ふり向くのも怖こわい。

「古森さん」

「……」

「古森さん」

「なん、だ」

　わざと忙いそがしいふうを装よそおえば、鳴海は遠えん慮りよがちに話しかけてくる。

「今夜、飲みに行きませんか？」

「……今夜はパス」

「そうですか」

　それ以上強ごう引いんに押してこないところが鳴海らしい。

　鳴海とは、ファッションのアドバイスと称しようしてあれから二回、買い物に付き合ってもらった。そのたびに、お礼と称して、古森が食事を奢おごったりもした。

（あ……一度、映画にも付き合ってもらったっけ）

　どうしても見たい映画があるという話をした時、たまたま鳴海も見たかったと言われ、会社帰りにナイトショーを見に行った。その時、椅い子すの肘ひじ掛かけで手が重なったが、強引に外すのも意識しすぎているかと思い、そのままにしておいた。

「……あれ？」

（なんかこれって……デートみたいじゃないか？）

　相手が女の子ではないだけで、していることはデートとあまり変わりがないことを改めて自覚し、古森はさらに混乱してしまった。

（いやいやいや、それはないだろ）

　あくまで、古森のために付き合ってくれている鳴海に悪い。いや、そもそも鳴海はＫＡＩで、古森のように女の子に不自由しているはずがなかった。

　考えれば考えるほどまとまらず、そのモヤモヤを家まで持ち帰ってしまった。

「お帰り～」

「……ただいま」

「どうした？　元気がないぞ？」

　相変わらず父は古森の異変にすぐに気づく。しかし、こんな胸の内を口にできるはずがなかった。

「なんでもない」

　古森はすぐに部屋に戻もどろうとするが、珍しく父ががっしりと腕うでをとって離してくれない。

「ともくん、悩なやみは口にするだけで軽くなるぞ？」

「いや、だから悩みなんかじゃないって」

　ただ単に、自分の行動理由が意味不明なだけだ。

「ともくん……」

「……ごめん、父さん。でも、本当に悩みなんかじゃないって。ちょっとモヤモヤしているだけ」

「モヤモヤ？　何のモヤモヤだ？」

　言こと葉ば尻じりを鋭するどく突つかれ、古森は口ごもった。話すつもりはないが、このまま黙だまっていたら解放はされない気がする。

「だから、本当にちょっとしたモヤモヤだから」

「ちょっとしたモヤモヤ？」

「あー」

　これは、少しでも口にしてしまった古森の負けだ。事、子供に関してはしつこく心しん配ぱい性しような父を振り切ることはできず、かといって鳴海との関係を悩んでいるのだとも言えなくて、古森は鳴海を女の子に置き換かえて話した。

　最近、よくプライベートで会うこと。

　会社で、相手の評価が上がってきたというのに、素す直なおに喜んでやれないこと。

　妙みようにスキンシップが増え、嫌ではないが戸と惑まどっていること。

　鳴海ではなく架か空くうの人物に置き換えたせいか、古森も冷静に事実を見ることができた。そして、冷静に見た結果はと言えば。

「それって、恋こいだな！」

「！」

　一いつ瞬しゆん、自分の心の声が出てきたかと思い、焦あせった。

「と、父さん」

「そうか、ともくんも恋をする年とし頃ごろか」

　嬉うれしげに言う父は、古森をまだ中学生くらいに思っている節がある。いや、そんなことよりも、今の自分と鳴海の関係が《恋》という言葉で片付けられるはずがない。

　大体、知り合ってまだ三カ月ほど、ＫＡＩと仕事をするようになっても四カ月も経たたないくらいで、そんな短い間に恋をするなどありえない。

「父さん、今のは」

「そうか、そうか。明日は赤飯炊たくかな」

「だから、違ちがうって！」

　必死に否定する古森の声は、どうやら父には届かなかった。














第四章　意地悪な、奴やつ









　最近、古森の様子がおかしい。

　じっとこちらを見ていると思ったら、目を合わせた途と端たん逸そらされてしまう。

　昼食は一いつ緒しよに取ってくれるが、夕飯を誘さそっても断られる。

　最近自分に慣れてきたと思ったのに、これでは余計に距きよ離りが広がってしまったようだ。

（……何かあったのか……）

　これと言って、理由は思い当たらなかった。確かに最近わざと距離を縮めたり、接せつ触しよくしたりした。もちろん、セクハラにならないよう、古森の反応を見ながらだ。

　自分の一挙一動に表情を変える古森が可愛かわいくてついしてしまったが、もしかしたらそれが気に入らなかったのだろうか。

「あ、鳴海さん」

　コピー室から出た鳴海は、小こ柄がらな女性社員に呼び止められた。

「はい」

「これ、課長に渡わたしておいてくれますか？」

　手渡された書類を黙って受け取る。以前は、それですぐに相手は立ち去っていた。

　しかし、今は目の前からなかなか動かない。そればかりかじっと顔を見つめられてしまい、鳴海はそれとなく顔を背そむけた。

「じゃあ」

「あ、あの」

「……」

「今度、私たちの仲間で飲み会があるんですが、一緒に行きませんか？」

（……珍めずらしい）

　飲み会に誘われるのは初めてだ。しかし、当然のことながら参加するつもりはない。

「すみません、酒は苦手なので」

　飲み会と言ってもらって助かった。これが食事なら、どう断るのか少し悩んでしまったかもしれない。

　それにしてもと、鳴海は己おのれの姿を見下ろした。最近、少しスーツを良いものに変えた。それは、一緒に営業に行く古森に恥はじをかかせないよう、最低限のマナーのつもりだったが、女性社員の中には目め敏ざとく気づく者がいたのかもしれない。

　髪かみも眼鏡めがねも、入社当時から変わらないつもりだったが、古森を見るために顔を上げることも多くなって、知らず素す顔がおをのぞかせた可能性もあった。

　まだ鳴海＝ＫＡＩだと知っている者は、社内でも社長と営業部長、そして古森しかいない。知られてしまったら最後、多分会社は辞やめなければならなくなる。せっかく古森という人間と知り合えたのに、まるっきり縁えんが切れてしまうのは嫌いやだ。

「……」

　そこまで考えた鳴海は、己の考えの根こん拠きよがすべて古森発だということに苦く笑しようを漏もらした。自分では結構ドライな性格だと思っていたのに、案外執しゆう着ちやくすると激しいらしい。

　今時ゲイは珍しくなく、綺き麗れいな顔の古森はそんな関係を想像させることも容易たやすい。本人は男らしいと思っているようだが、知れば知るほど可愛い性格なのだ。

「あ、鳴海っ」

　営業部に戻ると、最近では珍しく古森の方から声を掛かけてきた。

「この資料、どこにある？」

「それは……はい」

「うん、ありがとう」

　してもらったことに素直に礼を言う古森は、差し出した書類を一心に見ている。伏ふせた睫まつ毛げは長く、妙に艶つやっぽい。小さく動いている唇くちびるにキスしたことがあるなと考えていると、古森は唐とう突とつに椅い子すから立ち上がった。

「外回り、行くぞ」

「はい」

　先せん輩ぱい風かぜを吹ふかせる古森は恰好良いが、鳴海の目には可愛く映る。

「古森さん」

「ん？」

　振ふり向かないままの後頭部に指を伸のばし、さらっと撫なでた。その瞬しゆん間かん、驚おどろくスピードで振り向いた古森が、見る間に顔を真っ赤にしていく。

「な、なにするんだよっ」

「……ゴミがついていたので」

　平然と噓うそをつくと、まだ警けい戒かいしながらもありがとうと言われる。礼を言われるのは申し訳ないが、耳たぶまで赤くなった姿を見ることができて良かった。

（とりあえず、気をつけるしかないな）

　古森との時間を大切にするためにも、今以上に用心しなければならないだろう。それはそれで面めん倒どうだが、古森のためならばしかたがないと思えた。
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「はい」

　目の前にコーヒーが出された。

「……ありがとう」

　午後八時。古森にとっては珍しくない残業だが、そこに鳴海がいるのは初めてかもしれない。

　部長から絶対に残業させるなと言われていたので、今まではどんなに忙いそがしくても帰していた。それが、今日は強ごう引いんに居座っているのだ。

「……いいのか？」

「え？」

　鳴海が何も言わないので、古森の方から尋たずねるしかない。

「仕事」

「ああ、大だい丈じよう夫ぶです」

「でも……」

「今のところ、暇ひまなんで」

「……」

（噓だろ……）

　世間でのＫＡＩの人気は衰おとろえていない。そればかりか、露ろ出しゆつが少なくなってきた今、過熱気味だと言ってもいい。

　しかし、それを言っても、言うことを聞いてくれなそうだ。鳴海は一見従順に見えても、頑がん固こなところがあるのを知っているからだ。

「最近、買い物に誘ってくれませんね」

「え……あ、だって、この前結構買ったし」

　ジャケットが一枚にシャツが三枚、そして綿パンは一枚。古森にとってはかなりの散財だったが、良いものを買ったので後こう悔かいはない。もちろん、着回しをするには足りないことはわかっている。できれば鳴海にもっとアドバイスしてもらいたい。

　しかし、父のせいで鳴海への気持ちが恋こいかもしれないと気づいた今、二人きりで過ごすのは心臓が持たなかった。そうでなくても、鳴海はＫＡＩなのだ。いくら鳴海は鳴海だと思っていても、頭の片かた隅すみにはその意識が残っている。

　前からＫＡＩに憧あこがれていたが、それと男同士、それも有名モデルとの恋なんて、あまりにもハードルが高すぎた。

「靴くつ」

「靴？」

「お洒落しやれは靴からって言いませんか？」

「う……」

　靴も、欲しいと言えば欲しいが……また鳴海を引っ張り出してもいいのだろうか。

「でも……」

「今週の日曜は撮さつ影えいが入っていますが、土曜日は暇なんです」

「……それなら、身体からだ休めた方が良いんじゃないか？」

　会社での仕事だけでなく、モデル業もこなしている鳴海が体調を壊こわしたら大変だ。

　ようやく見つけた正当な理由だが、鳴海はあっさりと切り捨てた。

「良い気分転てん換かんになりますから」

　あくまでも古森のためではなく、自分のために。そう言われれば嫌だと言うことはできなかった。

（……で、これってどうなんだよ……）

　目の前で鳴海は跪ひざまずき、古森の靴の試着を手伝ってくれている。鳴海の膝ひざの上に足をのっけた状態の古森は、周りの視線が痛かった。明らかに店員ではない男に靴を履はかせてもらっているなんて、どんな傍ぼう若じやく無ぶ人じんな人間だと見られているのか考えるのが怖こわい。

「どうです？」

「……ちょうどいい」

　土曜日、会うなり靴屋に連れて行かれた古森は、これで十二足目の試着だ。サイズは同じでもメーカーごとに履き心ごこ地ちはまるで違ちがい、確かに一人で選ぶとなると迷いまくったことだろう。

「色も、これが一番似合います」

「そっか」

「靴下も買いに行きましょうね」

　当然のように言われ、古森は思わずふっと笑ってしまった。

「古森さん？」

「そうだな」

（こんなんじゃ、鳴海に悪い）

　周りの視線ばかり気にして買い物に身が入らない状態は、せっかく忙しい時間を割さいて付き合ってくれる鳴海に悪い。もちろん、まだ複雑な感情を抱かかえてはいたが、ここは割り切らなければ男じゃないだろう。

「行くぞ、鳴海」

「はい」

　思い切って靴をカードで買い、その勢いで誘さそう。それに喜々として付き添そってくれた靴下屋では、買った靴に合わせて二足ほど選んでもらった。

　靴下くらい自分で履けるとさすがに言い張ったのだが、鳴海はここでもわざわざ靴下と靴を履かせてくれる。素す足あしに触ふれられた時は緊きん張ちようしたが、極力焦あせりを抑おさえた。

「本当に、こんなところで良かったのか？」

「ええ」

　夕食前に軽くお茶を飲もうと言ったが、鳴海が選んだのはファストフードだ。当然奢おごる気満々だった古森は拍ひよう子し抜ぬけしたが、見た限り鳴海は楽しそうだった。

「……まさか、初めてじゃないよな？」

「ええ、でも、こうして気楽に食べるのは初めてかもしれません」

（ファストフードって、そもそも気楽に食べるもんだろ？　……あ、そうか）

　古森はちらりと目の前の鳴海を見た。

　今でこそ社内ではＫＡＩとバレないためにこんな恰かつ好こうをしているのだろうが、社会人になる前の鳴海は素顔だったに違いない。それならば当然モテモテで、どこに行くにも女の子たちの視線を集めまくったことだろう。

（……あれ？）

　当たり前の想像なのに、なぜか胸がちくりと痛む。

「味は昔と変わりませんね」

　そう言いながらアイスコーヒーを飲む仕草は色気がある。現に、今までは笑いを含ふくんだ視線を向けられていたのが、明らかに質が変わったと肌はだで感じた。

　まさかここでＫＡＩだとバレることはないだろうが、早めに人の少ない場所に行った方が良いかもしれない。

「あ」

「どうしました？」

　今日夕食に選んだのは回る寿す司し屋やだ。ネタが新しん鮮せんで女性客も多いその店に連れて行くのはちょっとやばいかもしれない。しかし、夕方の今どこも予約するには遅おそいだろうし、飛び込みできる店は味がわからないので不安だ。

「飯……」

「ええ、楽しみです」

「……」

（やばい。期待値が高すぎる……）

　どうしようか徐じよ々じよに焦りを感じ始めた時、そう言えばと鳴海が切り出した。

「テレビであのデパ地下がリニューアルしたって言ってました。美味うまそうなデリカの店が多いらしいですよ」

　鳴海の視線の先には、古森も知っている有名百貨店があった。そう言えば全館リニューアルしたとニュースで言っていたような気がする。

「……それ買って、うちで飲むか？」

　何気なく言った古森の言葉は、即そく座ざに同意された。










　狭せまいテーブルの上には、色とりどりの美味おいしそうな惣そう菜ざいが並んでいる。皿に移さず、パックのままなのは男所帯のあるあるだ。

「美味そうだなぁ」

　一番幸運な相しよう伴ばんにあずかる父は、満面の笑えみを鳴海に向けた。

「ありがとう、鳴海くん。君のおかげで私も今日はご馳ち走そうだ」

「喜んでもらえたら嬉うれしいです」

　まだ三度目だというのに父と鳴海はすっかり打ち解けている。

（……気づいていないんだろうな）

　以前、ＫＡＩのＣＭを見た父は、「カッコいいね」と感かん嘆たんしていた。だが、若い女性でもあるまいし、ＫＡＩをずっとチェックしているというわけはないだろう。目の前にいるのは息むす子この後こう輩はいと思いこみ、だからこそ、鳴海も安心した表情をしているのだ。

「ほれ」

　缶かんビールを渡わたし、自分もプルトップを開ける。シュワッとした喉のど越ごしに、無意識の声が漏もれた。

「は～、うま」

「ええ」

「やっぱり、家で飲むのが一番楽だな」

　社会人デビューしてから、上司や先輩の誘いは極力断らなかった。もちろん女の子からの誘いも二つ返事で受けて、入社一年目の週末と給料はほぼ飲んで消えたと言ってもいい。

　元々は地味な性格で、飲むことも楽しいとは言えなかった。それが、ＫＡＩのおかげで変われた。

（……こいつのおかげだよなぁ）

　そして、変わろうと思った大学時代のあの出来事も、今となっては良い思い出なのかもしれない。

「この浅あさ漬づけ、今日の朝漬けたんだ」

「ちょうどいいです、美味い」

「あ、じゃあ、この蓮はすのキンピラは？　ともくんが好きなんだよ」

「ピリッと唐とう辛がら子しが利きいていいですね」

「父さん、ともくんって……」

　いい加減、倫也と呼んでほしいと思ったが、父と鳴海が声を合わせて訴うつたえた。

「可愛かわいいからいいだろ」

「可愛いからいいです」

「いや……」

　二十五になる男に可愛いという形容詞はさすがにない。せめて恰好良いと言ってほしいが、目の前にＫＡＩがいるのだ、それも無む謀ぼうだろう。

　もう抵てい抗こうしない方が良いかもしれないと思い、食べて飲む。男三人だけの小さな宴えん会かいは、あっという間に時間が過ぎていった。

「あ～、良いもの見せようか」

　酔よった父が上じよう機き嫌げんに言い、立ち上がったかと思うと手に分厚いアルバムを持ってきた。どうやらまた息むす子こ自じ慢まんをするらしい。もう孫もいるのでそちらを可愛がればいいと思うが、「孫は孫、息子は息子」と言い張る父はある意味無敵だ。

「あ、これ良いですね」

「だろう？」

「この泣き顔も可愛い」

　その上、鳴海はおだて上手と言うのか、父をどんどんのせていく。すると、次々と写真に関するエピソードが披ひ露ろうされ、古森は次し第だいに聞き流す術すべを覚えていた。

　写真の中の自分は今の鳴海より野や暮ぼったいが、なんだかそれを誤ご魔ま化かす気にはなれなかった。それに、多分鳴海は古森のメッキに気づいている。気づいていて、そのメッキをより強くしようと手伝ってくれているのだ。

（写真で笑われるくらいいいか）

　だが。

「あ、これ、成人式の写真だ」

　不意に聞こえた言葉に、古森は慌あわてて顔を上げた。

「成人式ですか」

　友人とも写っていない、父と姉と一いつ緒しよの写真。

「これ、彼女ですか？」

「！」

　しかし、どうやらその中に一枚、古森の最も思い出したくない過去が残っていたらしい。

（全部捨てたはずなのにっ？）

　焦あせって覗のぞき込むと、そこには記き憶おくにある野暮ったい自分と、晴れ着姿の女の子が一人、写っていた。

「父さん……」

「一枚だけ、破られてないものがあったから。これもともくんの歴史だしな」

「……」

「古森さん？」

「あー……うん」

（消してしまいたい歴史だけどな）

　学生時代の古森はいわゆる本の虫だった。多分、幼いころ亡なくなった母の絵本の読み聞かせの影えい響きようが大きかったかもしれない。

　どんなジャンルもこだわりはなかったが夏なつ目め漱そう石せきが特に好きで、何度同じ本を読んでもまったく飽あきたことはなかった。

　中休みは教室で、放課後は外で遊ぶよりも学校や町の図書館で過ごしていた古森には友達らしい友達はいなかったものの、それを寂さびしいともつらいとも思わなかった。

　そんな古森が、己おのれが周りから浮ういていると感じ始めたのは高校に進学した頃ころだ。

　その頃になると周囲は女の子の話題が多く、派手なファッションに身を包む同級生も増えた。髪かみは目に入る長さになったら切るくらいで染めることもなく、家でも外でもジャージで過ごす古森には、そんな周りの会話はまったくわからず、高校から大学に進学しても、本と共に過ごす日々が続いていた。

　そんな変わりない生活に僅わずかな風穴が空いたのは、大学二年生、十九歳の時。古森は一人の女の子と知り合った。

　同級生で、明るい笑顔の子で、本の虫であった古森にも躊躇ためらいなく声を掛かけてくれた。

『銀河鉄道の夜、私も好きなの』

　そう言ってにっこり笑った彼女の顔を、古森はその時初めて見た。

　その後も、学校の図書館にいると隣となりに座り、あれこれと本について質問された。彼女は知らないことも多かったが、一度話すと止まらない古森の話にもうんうんと聞き入ってくれた。

　やがて、国文科の彼女に頼たのまれて一緒に勉強をしたり、町の図書館に行ったりしているうちに、古森は本ではわからない新しい驚おどろきや楽しさを教えてくれる彼女に、ほのかな好意を抱いだくようになった。

　不思議と、それまで古森を遠巻きにしていた見知らぬ同級生たちも応おう援えんしてくれて、古森の中でどんどんその子への感情が大きくなっていった。

　もちろん、自分の容姿を自覚している古森は、表立って行動に移せなかった。それでも、友達として付き合ってくれる彼女に対し、精せい一いつ杯ぱい誠実であろうとしたのだ───あの日までは。

『古森くん？　どうして私があんな奴やつと？　あいつ、教授の受けがいいし、一緒にいると私まで得なの。それに、多分頼めば卒論も書いてくれそうだしね。本なんて、粗あら筋すじだけ読めば十分じゃん。知ってる？　あいつ、埃ほこり臭くさいの。多分いつも古臭い本、読んでるからよ』

　なめらかな口調で言う彼女が、自分の知る人間とはまったく別人に思えた。

『俺達さあ、お前が可哀かわい想そうで』

　彼女が友人とお茶をしているカフェに連れてきた同級生たちは半笑いだった。そこで初めて、古森は自分がからかわれていたのだと知った。

　恋こい人びとになれるとは思わなかった。ただ無色な大学生活の中で、ふんわりと暖かな色の彼女と、少しでも接する時間があればよかった。

「……古森さん……」

　鳴海の声が驚きを滲にじませていた。

　父が無言でティッシュを差し出してくれて、ようやく古森は自分が泣いていることを知った。

　良い思い出なんて自分を誤魔化していた。もう五年も前のことなのに、あの出来事は深く心に影かげを落としていたのだと、今さらながら思い返して自じ嘲ちようする。

「古森さん」

　伸のびてきた鳴海の指が頰ほおを撫なでた。

　その途と端たん、なぜかボロボロと涙なみだが零こぼれる。それは自分では止められなかった。　>>>♥

「お……れ、泣き上戸、だし」

「ええ」

「これは、酒、酒が」

「飲み過ぎたんですね」

　何度も頷うなずき、古森はティッシュを目に押し当てた。

　本が好きじゃなかったら、ずっと一人でいなかったかもしれない。

　本が好きでなかったら、あの日図書館で彼女に会うことはなく、こんなにも寂しく、悲しい思いはしなかったかもしれない。

　本以外に初めて目を向けた相手からあっさりと本を否定され、古森は猛もう烈れつに自分自身を変えたくなった。そして───見つけたのだ、眩まぶしい存在を。

　良くも悪くも、自分を変えるためにあの出来事は必要だったと思いたい。そのおかげでＫＡＩを見つけたし、変われた。

　そして、今ここには鳴海がいる。

「……酒ぇ」

「はい」

「う……うっく」

　差し出された缶かんビールを一気に飲んだが、咳せき込んで半分噴ふき出してしまった。










　鳴海の前で子供のように泣いてしまった。

　あの日の自分を思い出しては内心身もだえするが、鳴海が一いつ切さい何も聞いてこないのでかろうじて平静を装よそおっていた。

「合コン？」

「ああ」

　昼休み、別部署にいる同期入社の友人が声を掛けてきた。

「相手は社長秘書と受付嬢じよう。かなりいい子ばっか揃そろえてるから、頼む、メンツに入れていいだろう？」

「合コンか……」

　そう言えば、ここ最近合コンには行っていない。仕事の多た忙ぼうはもちろん、鳴海と出かけることが楽しくて、あまりガツガツと女の子探しをしていなかった。

　自分が変わりたいと思ったのは、唯ゆい一いつ無二の恋人を探すためだ。せっかく鳴海のおかげで以前よりも自然体でいられるようになり、その成果を試ためしてみたいと思った。いや、鳴海のことばかり考えている自分の気持ちを見直したかった。

「……わかった、行く」

「おし。連れん絡らくは後でするから」

　上じよう機き嫌げんで立ち去る友人を見送り、古森は深い息をつく。

「……良かったんだよな、これで」

　女の子にモテる自分になることが、そもそも自分を変えた動機だった。今は少しばかりＫＡＩに気持ちを傾かたむけているが、本当なら彼は手の届かない憧あこがれの存在で、生々しい感情を向ける相手ではない。

「……服……どうするかな」

　最近、私服は鳴海が選んでくれたものを軸じくに着まわしていたが、それは普ふ段だん着ぎといった感じで勝負服ではなかった。それならば以前も合コンで着ていったことのある服をと考えるが、それはＫＡＩを参考にしたもので、どこか躊躇いがある。

　週末まで後三日だ。それまでに残業を切り上げて服を買いに行くしかない。鳴海のおかげで、少しは自分に似合う服というものがわかってきたので、買い物も大だい丈じよう夫ぶのはずだ。

（確か、明後日あさつてならどうにか……）

　合コンの前日というのが少し問題だが、とりあえずはそこで時間をつくろう。

　そう自分自身を納なつ得とくさせた古森だったが、数時間後の友人のメールを見た途端、隣に座る鳴海に向かって叫さけんでしまった。

「お前も合コンにいくのかっ？」

　ほとんどの人間は出で払はらっていたものの、それでも営業部にはちらほら人ひと影かげがあった。その視線が一いつ斉せいに自分たちに向けられてしまい、古森は瞬しゆん時じに固まってしまう。だが、当の鳴海はまったく頓とん着ちやくした様子はなく、平然と頷いた。

「はい」

「お前、林はやしと知り合いだったのか？」

「いいえ。さっき廊ろう下かで会って、人数合わせに来ないかって」

「さっきって、おま、お前……いいのか？」

　今さらながら声を潜ひそめたが、先ほど鳴海が人数合わせと言った時から視線は逸そらされていたので、こちらを注視している者はいなかった。

　それよりも、万が一飲み会で鳴海がＫＡＩとバレたらどうするのだろうか。本人が否定しても、女の子は意外に鋭するどい。そこから騒さわぎになってＫＡＩが、いや、鳴海の立場が危あやうくなってしまったらと思うと気が気ではない。

「大丈夫です」

「でも」

「俺も心配ですし」

「え？」

　鳴海が何を言おうとしているのかわからず聞き返したが、その答えは言ってくれなかった。

　とにかく、気が変わるように何度も説得をしてみたが聞き入れてもらえず、反対に、

「飲ませてもらうだけです」

　と、古森の心配を笑う。

　そうこうしているうちに、あっという間に合コン当日になってしまった。

「今日は頼たのむなっ」

　古森の心痛の原因をつくった林は、上機嫌で古森の肩かたを叩たたいてくる。その様子を見ると、今にも出かかった文句を飲み込むしかなかった。

　合コンは五対五で林の言っていた通り、相手はなかなかの美女揃いだった。上品な彼女たちはいつもの姿のまま参加した鳴海を小こ馬ば鹿かにもせず、場は賑にぎやかに進行していく。

「古森さんて、草食系？」

「え？」

　唐とう突とつに話しかけられ、古森は慌あわてて返事をした。確か受付嬢をしていると言っていた子だ。

「俺？」

「ガツガツしていなくて、柔やわらかな雰ふん囲い気きで。私、結構好きなんですよね」

「……あ、ありがとう」

　可愛かわいらしい笑え顔がおはとても自然だった。しかし、古森の膝ひざに乗っているこの手は、自然とは言い難にくいのではないか。外見はとても可愛いのに、どうやら彼女は積極的なタイプらしい。

（ど、どうする……）

　これまでの合コンで古森が良いなと思うのは、可愛くておとなしい子ばかりだった。古森の方から積極的に話しかけ、相手が顔を赤らめる様子を見て満足していた。女の子にはモテたいものの、女たらしになりたいわけではない古森にとって、こんなふうにガツガツこられるとどう対応していいのかわからない。

　無意識に視線を泳がせた先では鳴海が別の子と話しているのを見てしまい、助けを求めようとした言葉は口の中で消えてしまった。自分で勝手に合コンに出ることを決めたくせに、鳴海が見知らぬ女の子と話していることに勝手に傷ついている自分がいる。その上、助けを求めるなんて情けな過ぎた。

　二人はどんな話をしているのだろうか。

　あの子は、鳴海の外見など気にしないのだろうか。

　ＫＡＩの姿だったとしても一いつ緒しよにいても見み劣おとりしない相手に勝手に劣れつ等とう感を覚え、古森は目の前で話しかけてくれる子の言葉がさっぱり頭の中に残らなかった。

　もはやモヤモヤは、飲んで解消するしかない。古森は勧すすめられるまま、つい杯はいを重ねてしまった。

　そして、二時間ほどの合コンが終わった。

「古森、お前どうする？　二次会しようかって話なんだけど」

　どうやら今回の合コンは成功だったらしく、みんな次の店に行くことが決まったらしい。だが、落ち込んだ気持ちでこれ以上愛あい想そ笑いはできそうになく、なんだか酔よいも回っていることもあって、古森はごめんと謝罪した。

「俺、用があるし、帰るから」

「え～」

「古森さん、私と帰りましょうよ」

「……は？」

　飲み会中、ずっと古森の横にいた子が腕うでを摑つかんでくる。柔らかな胸を押し付けて、上うわ目め遣づかいでしなだれかかってきた。

「古森さんのこと気に入っちゃった。この後二人で、もっと楽しいことしません？」

　あからさまなお誘さそいに、動どう揺ようで頭がぐるぐるする。可愛い女の子からこんな好意を向けられるのは望んでいた展開なはずなのに、なぜか古森の頭の芯しんは急速に冷静になっていった。

　なんと言って断ろうか考えあぐねていると、反対側から腕を引っ張られて女の子が離はなれていく。

「あ……」

「ちょっと」

「俺も帰ります」

「……っ」

　淡たん々たんと言ったのは鳴海だった。

「君も帰るの？　いいじゃん、もっと」

「すみません」

　鳴海は古森の腕から手を離さないまま林に頭を下げ、そのまま歩き始めた。

「鳴海……」

　どうしてと、問いかける言葉は喉のどの奥につまってしまった。一緒に帰ると言った鳴海の言葉に驚おどろきはしたものの、確かに嬉うれしいと思う自分がいたからだ。

　繁はん華か街がいの喧けん騒そうの中、珍めずらしく先に歩く鳴海の後をふらつきそうになりながら追う。

「……鳴海」

「……」

「鳴海……」

　幾いく度どか声を掛かけ、ようやく鳴海が立ち止まった。振ふり向いた眼まな差ざしはもじゃもじゃの髪かみで隠かくれて見えないが、口元が笑みの形になっているのはわかった。

「用があるって、本当ですか？」

　切り出したのは、鳴海の方が先だった。

「違ちがうなら、少し付き合ってもらいたいんですが」

「え……？」

「モテるためのレクチャー、服だけじゃないんですよ」

　不思議な言葉を言った鳴海が腕を摑む。咄とつ嗟さに振りほどこうとしたが、意外にも強い力はそれを許してはくれなかった。

　半分引きずられるようにして歩く古森を、通り過ぎる者が何人も振り返る。古森も身長は低い方ではなく、鳴海はかなり高いため、一見揉もめているように見えて目立っているのだろう。抑おさえ込んでいた人見知りの顔が出てきてしまい、古森は抵てい抗こうを止やめておとなしくした。

「連れん絡らくしてください」

　そんな古森の内心の動どう揺ようなど知ってか知らずか、鳴海はまた変なことを言い出した。

「連絡って……林にか？」

　やっぱり二次会に出たいと連絡しろということなのだろうかと戸と惑まどっていると、鳴海は低く笑った。馬ば鹿かにされたような気がして古森はむっと眉まゆを顰ひそめるが、次の鳴海の言葉にそんな気持ちは吹ふき飛んでしまった。

「何を言っているんですか。古森さんのお父さんにです」

「はぁ？　父さんに？」

「ええ。この後俺の家に行くので、もしかしたら帰れないかもしれないと」

　普ふ通つうに言われたので、一いつ瞬しゆん古森は聞き流しそうになった。しかし、後からジワリとその意味が頭の中に伝わってくる。ただの後こう輩はいならば家に遊びに行くということもあるかもしれない。だが、さすがに今の状じよう況きようで、吞のん気きについていくなんてできるはずがなかった。

「お前の家……って、おい、ちょっと、俺はそんなつもり……」

「俺が連れて行きたいんです」

「いやいやいやっ。そ、それって個人情報になっちゃうからっ」

　鳴海はただの後輩ではなく、ＫＡＩという有名モデルだ。マネージャーの高槻があれだけ厳しく管理しているのに、こんなイレギュラーで古森が自宅を知ってしまうのはまずいだろう。

「俺、帰るからっ」

　古森は強ごう引いんに鳴海の腕を外そうとするが勢いが良すぎたのか足が縺もつれ、鳴海の身体からだにぱっと抱だきついてしまった。

「うわぁっ」

　すぐに身体を離そうとすると、今度は後ろに大きく身体が傾かたむく。そんな古森の腰こしを、鳴海がしっかりと抱きかかえた。

「何をしているんですか」

「……悪い」

　気づくと、自分たちの周りは人が遠巻きになっていた。

　一人で勝手に混乱し、余計に悪目立ちしたことが恥はずかしく、古森は小さな声で謝罪する。しかし、鳴海の方はまったく気にもしていないらしい。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

「……う、うん」

「じゃあ、行きましょう」

　まだ行くと言っていないのに、どうやら鳴海の自宅に向かうことは決定しているようだ。ここでごねるのはあまりにも大人げないと思い、古森は重い足取りで男の後を歩く。

　飲み会の帰りに家に連れて行かれるなんて、なんだかお持ち帰りされる気分だ。

（……え？）

　男同士なのにそんな発想になること自体おかしい。鳴海はきっと、古森の酔いを醒さまそうとしてくれているだけだ。

（そうだよ、それが普通だって）

　男同士、緊きん張ちようする方が変だと自身に言い聞かせながらも、古森はとうに酔いが醒めてきていた。














第五章　色悪な、奴やつ









　結局、地下鉄ではなくタクシーで向かった鳴海の自宅は、いわゆるタワーマンションというものではなかった。だが、繁華街に近いというのにかなりの広さがあり、ガードマンとコンシェルジュまでいたことに茫ぼう然ぜんとしてしまい、背後でドアが閉まる音で古森はようやく我に返った。

「どうぞ」

「う、うん」

　廊ろう下かからずっとフラットな玄げん関かんの端はしで靴くつを脱ぬぎ、用意されたスリッパを履はいた。

（すご……）

　白い壁かべに、チョコレート色の扉とびらが並び、その奥に広いリビングダイニングがある。いったい何畳じようなのかと庶しよ民みん的なことを考えながら視線を巡めぐらせたが、高そうなソファに腰を掛ける勇気はなかった。

「……座ったらいいのに」

　キッチンで何かしていたらしい鳴海が手に持ってきたのはワインボトルとグラスだ。

「……まだ飲むのか？」

「それほど飲んでいませんから」

　言葉の通り酔よった様子はない鳴海に促うながされ、古森はソファの端に浅く腰を下ろした。ここに来るまでにかなり酔いは醒めたが、まだ少しふわふわとしている感じだ。

「連絡しました？」

「え？」

「お父さんに」

「い、いや、すぐに帰るから」

　鳴海が自分をここに連れてきた目的を聞いてすぐに帰るつもりの古森は、差し出されたグラスにも手を出さなかった。すると、鳴海はもう一つのグラスにワインを注つぎ始める。酔わなければ言えないようなことなのだろうかとずっとその顔を見上げていた古森は、

（え……）

　綺き麗れいにグラスを持つ鳴海の手を目で追い、それが自分の方へと傾けられるのにも咄嗟に反応ができなかった。

「……すみません、手が滑すべりました」

「あ……」

　グラスから垂らされたワインが、古森のスーツとシャツを赤く汚よごしている。

「お、お前」

　どう見ても故意だとしか思えないが、突とつ然ぜんのことに何もできない古森は鳴海に腕うでを摑つかまれ、そのままバスルームに押し込められた。

　ガラス張りのバスルームはワインレッドのタイルで統一されている。ホテルのようにお洒落しやれで綺麗なそこを呆ほうけて見ていた古森は、鳴海にスーツを脱がされ始めて慌あわてて身を引いた。

「風か邪ぜひきますから」

「風邪って、お前がワインを零こぼすからっ」

「すみません」

「……」

「脱がせましょうか？」

「一人でできるっ」

　どう考えたって、赤く汚したスーツで帰れるはずがない。まったく悪びれもしない鳴海には言いたいことはあったが、ひとまず冷えてしまった身体を温め、洗せん濯たく機きを借りて、スーツを綺麗にしてから文句を言うしかない。

　鳴海を脱だつ衣い所から追い出した古森は、シャツの釦ぼたんを外し始めた。酔いは醒めたと思っていたが、指の感覚が少し鈍にぶいのか時間が掛かった。

　冷えたワインのせいかもしれないと思い、古森はバスルームに入るとすぐにシャワーを浴び、既すでになみなみと溜ためられていた湯に身を沈しずめた。

「……はぁ～」

（何してるんだ……俺）

　初めて来た鳴海の家で、風ふ呂ろまで借りている自分の現状がまだ信じられない。

　とにかく、このままでは鳴海のペースなのでさっさと帰ろうと思った時、いきなり脱衣所の扉が開いた。

「……」

　バスルームの扉は閉めているとはいえ、ガラス張りの中は丸見えだ。古森は咄とつ嗟さに湯船の中で身を小さくしたが、鳴海の方はまったく気にした様子もなく籠かごの中に脱いだ古森の服を抱かかえ、代わりに側そばの棚たなからバスタオルとバスローブを取り出して置いた。

　そのまま脱衣所から出ようとするのを見て、ようやく古森は声を掛かける。

「俺の服っ、どうするんだよっ？」

「クリーニングに出します。明日の朝にはできて持ってくるはずですから」

「クリーニングって、下着までっ？」

「頼たのんだ方が早いじゃないですか」

　ごく自然に言い返されてしまい、古森は二の句が継つげなかった。育ちの違ちがいをまざまざと見せつけられた気がして、文句も言えなくなってしまう。

　すると、そんな古森の顔を見てどう思ったのか、手にしていた服をそのまま床ゆかに下ろした鳴海が、自らもスーツを脱ぎ始めてしまった。

「お、おいっ」

　中から非難するように声を掛けても、鳴海の手は止まらない。酔っていないと言っていた言葉の通り素す早ばやく服を脱ぎ捨てた鳴海がこちらを向いて、古森は目を瞠みはってしまった。

「す……ご……」

　手足が長いことは知っていた。撮さつ影えい中胸をはだけることもあって、胸むな板いたも厚いことは知っている。しかし、生身をこの目で見た衝しよう撃げきは言葉にならない。それほど、鳴海の身体からだは素晴らしかった。

（恰好良い……）

　しなやかな筋肉に包まれた上半身は当然、締しまった腰の位置は高い。これは雑誌でも撮影中でも見られなかった姿だ。そして───。

「う……」

（そ、そこも、大きいのか……）

　自分も持っている男の証あかし。まだ勃たっていないというのに、既に古森の臨戦態勢時と同じくらい、鳴海のものは立派だ。カリが張って色も濃こく、色悪という言葉が相応ふさわしい凶きよう暴ぼうな持ち物だった。

　ガラスのドアを開けて中に入ってきた鳴海はシャワーを浴びる。濡ぬれた髪かみをかき上げた時、ＫＡＩの顔が現れた。均整の取れた身体に、整った容よう貌ぼう。そこにいるのはまさしく、カリスマモデル、ＫＡＩだ。

「……」

　思わず見み惚とれていると、こちらを見下ろした鳴海がふっと目を細めた。

「勃っていますね」

「……え？」

「俺の身体、気に入ったんですか？」

　男二人がようやく入れる湯船の中に強ごう引いんに身体を入れてきた鳴海が、古森の腰こしを持って身体を持ち上げ、そのまま伸のばした自身の膝ひざの上に下ろす。古森はみっともなく両足を開いた恰好で鳴海と向き合う形になった。狼狽うろたえて揺ゆらす視線が下りた時初めて、古森は自分のペニスが半勃ちになっていることに気づく。

「こ、これはっ」

　鳴海の身体を見て欲情したなどと思いたくはないが、男の反応は隠かくしようもないほど正直だ。慌てて両手で隠そうとすると、目の前の綺麗な顔が無む邪じや気きに綻ほころんだ。

「ＫＡＩが好きなんですね」

「す、好きとか、ただ、参考に……」

「ＫＡＩになりたいんですか？」

「なりたいとか、俺は……」

「それとも、ＫＡＩに抱だかれたい？」

　引き寄せられ、耳元で囁ささやかれる言葉は聞いたことがないほど甘くて、古森はぷるっと身体を震ふるわせた。　>>>♥

「あ……んっ」

　下か肢しが揺れたせいか互たがいのものが一いつ瞬しゆん擦こすり合ってしまい、その途と端たん古森の口からは信じられない声が出てしまう。

（い、今の……俺？）

　自分の反応に戸と惑まどう古森の背中をするっと撫なでた大きな手に強引に抱き寄せられ、今度はまるで唆そそのかすように囁かれた。

「モテるのに必要なのは、ファッションだけじゃないんですよ？」

「そ、それって……」

　鳴海の顔が胸に近づき、いきなり乳ち首くびを銜くわえられた。当然、そんな場所を触さわられるのは初めてで逃にげようとするが、狭せまい湯船の中、しかもしっかりと腰を抱かれているので身動きが取れない。

「な、鳴海っ」

　そのまま口の中で舌を使って転がされる乳首は、初めはくすぐったさと小さな痛みしか感じなかったのに、徐じよ々じよに変な感覚が下肢を襲おそってきた。

（お、男なのにっ？）

　こんな場面は当然男がリードしなければならないが、互いが男の場合はどうなるのだろうか。綺き麗れいな女性に囲まれている有名モデルは、年下のくせにどう見たって経験豊富だ。きっと狼狽える古森を見て内心笑っているのだろう。

　それに、古森自身、男に触ふれられて気持ちが悪くなるのが当然なのに、恥はずかしさはあっても強きよう烈れつに嫌いやだと思えないのが不思議でたまらない。

「……あっ」

　ようやく、乳首から口を離はなした鳴海が首筋に吸い付いてくる。ちくりとした痛みに震えると、まるで宥なだめるように背中を撫でられた。

「ベッドテクニックの自信、ありますか？」

「……っ」

　瞬時に赤くなった古森の反応で答えはわかったのだろう。背中から降りた手が尻しりの丸みを撫で、摑まれた。

「勉強、したくありませんか？」

　それは、今の古森には抗あらがいがたい甘い誘ゆう惑わくだった。










　濡れた身体を拭ふかれ、バスローブを羽織らされた古森は、そのまま鳴海に抱き上げられて寝しん室しつに連れて行かれた。いくら細身とはいえ、古森も成人の男だ。それなのに、まったく苦もなく運ばれてしまったことが情けなかった。

　寝室はダークブラウンの壁かべに囲まれ、大きな窓とキングサイズのベッドしかない。その上に丁てい寧ねいに降ろされた古森は、乱れたバスローブの裾すそを慌あわてて直した。下着を穿はいていないので、下肢が丸見えになったら恥ずかしい。

　緊きん張ちようする古森のためか明かりは落としてくれたが、それでも真っ暗くら闇やみではない。その中で古森は、上から伸し掛かってくる鳴海を見上げた。

「あ、あの……」

「どうしました？」

「……その、やっぱり……」

　いまだ童どう貞ていの古森にとって、初めてのセックスを失敗したくないという思いは大きい。特に、女の子にモテるよう振ふる舞まってきた自分が呆あきれられるなんてことは絶対に避さけたく、できれば前もって勉強したいとは思っていた。

　ただ、そういった店に行く勇気はなく、一夜限りの遊びは性格上できなくて今まで時間が過ぎてしまったが、それでも初めてのセックスの相手が男なんて想像もしていなかった。

　ＫＡＩには憧あこがれているし、惹ひかれているというのも事実だ。だからといって、セックスしたいと思うかどうかと考えれば、素直に頷うなずくのは躊躇ためらわれた。

　元々は人見知りで、ぐずぐずした性格の自分が、割り切った関係を結べるとは思えない。

　それに、自分よりもはるかに逞たくましく、男らしい鳴海の裸ら身しんに引け目を感じてしまい、いっそのこと逃げた方が楽のように考えてしまった。

　古森は拒きよ否ひしようと肘ひじで身体を起こしかけたが、その前に鳴海が顔を寄せてきてキスされてしまった。

「んむっ」

　重なった唇くちびるからは、すぐに舌が入り込んでくる。逃げる古森の舌を追ってくる鳴海のものは、唾だ液えきさえすべて舐なめ取る勢いだ。歯列に舌を這はわされ背筋に震えがくると、いつの間にかバスローブの中に入り込んできた手が腹から臍へそへと撫で下りてきた。

「んんっ」

（は、早い、って）

　もっと会話をし、それから抱き合って、そしてキスを……古森なりに考えていた段階は鳴海の行こう為いですべて吹ふっ飛び、頭の中は真っ白になる。知識だけは詰つめ込んでいたつもりだったが、それはあくまでも文字や絵からで、こんなにも生々しく、肉感的なものとは思ってもいなかった。

　せめてアダルトビデオでも見ておけばよかったと、こんな時なのに考える。レンタルビデオで借りるのも恥ずかしく、パソコンで見るのはウイルスが怖こわくて避けていたが、今こんな恥ずかしい思いをするのなら、まったくの赤の他人である店員相手の方がよほどましだった。

「……ふはっ」

　ようやくキスを解かれ、古森は喘あえぐように息をした。その荒あらさは次し第だいに収まってきたが、そうすると今度は自分を見下ろしてくる鳴海の視線が気になってしかたがなかった。

　キスの名残なごりか、鳴海の唇は濡ぬれている。その唇がゆっくり弧この形になり、

「倫也」

　古森の名前を呼んだ。

「……って、名前でしたね」

　名前を呼ばれただけで特別な関係になった気がするなんて、どれだけ初心うぶなんだよと自分に突つっ込みたくなる。それでも、目の前のＫＡＩの顔の鳴海に名前を呼ばれると、なんだか自分が特別な存在になったように思えて動どう悸きが激しくなった。

「……名前を呼ぶのも、相手が喜びますよ」

「そ、それって、お前の経験談、とか」

「……一いつ般ぱん的に、です」

（……噓うそだ）

　絶対に経験がないと、相手の反応までわからないはずだ。

　今の今まで自分が特別だと思っていた古森は、唐とう突とつに現実に返った。

（……別に、それが当たり前、だし）

　鳴海はあくまで古森にレクチャーをしているだけで、そこに別の感情があるわけではない。それも、鳴海がＫＡＩだという秘密の口止めのためで、けして古森のためではないのだ。

「……っ」

　そう思うとなぜか胸が苦しくなるが、ここまできて止やめるとは古森の方からは言い出せなかった。たとえ鳴海にとってこれがレクチャーの一つだとしても、自分にとっては大切な時間になるはずだ。

　あれだけ憧れたＫＡＩとの……いや、鳴海との……。

　現金だが、そう考えるとようやく古森は割り切ることができた。

　古森は鳴海の首に手を伸のばすと、勢いよく唇を押し当てる。鳴海が驚おどろいた気配がしたが、もうキスは習ったので自分からもできた。

　すると、今度はまるで競きそうように鳴海の手が乳首を摘つまみ、揉もむように押してくる。むず痒がゆくてじんじんした。

「んっ」

　弧を描えがくように胸全体に触れられて声を上げると、唇を離した鳴海が囁く。

「ここ、女の子には優やさしく触れてあげてください」

「わ……かっ……んっ」

「でも、古森さんみたいに感じやすい人ばかりじゃないかもしれませんが」

　感じやすいと言われて動どう揺ようすると、鳴海が頰ほおを撫でてくれる。

「感じやすいのは悪いことじゃない。……可愛かわいいです」

「お、俺は男だっ、ぞっ」

「男でも、可愛いものは可愛い」

　言葉の通り、鳴海はまるで愛あい撫ぶするかのように古森の身体からだの所々に唇を押し当て、その場所を教えるように少し強く吸われた。首筋から胸、そして腹へと移るそれに、下か肢しを見られてしまう恥ずかしさで思わず身を捩よじって避けようとする。

「さっき、女の子の胸が触れた時、古森さんの顔真っ赤で、とても可愛かった」

「か、可愛いっ？　ば、馬ば鹿か言うなっ」

　自分はあくまでも恰好良い男を目指しているし、いかにも男という外見の自分が可愛く見えるはずがない。古森は文句を言おうとしたが、肌はだに触れる鳴海の息に肌がざわめいて、また意識は混乱してしまった。

「あんな可愛い顔、他ほかの奴やつに見せたくなかった」

「……んっ」

「可愛い古森さんを見ていいのは、俺だけなのに……」

　下毛のすぐ近くの柔やわらかな肌を吸われ、古森は悲鳴のように鳴海の名を呼ぶ。

「な、鳴海っ」

　すると、鳴海はあっさり顔を上げてしまった。

「……な……る、み？」

「……古森さんは、俺を鳴海って呼んでくれるんですね」

「だって……お前、鳴海だろ」

「ええ、確かに」

　鳴海が何を言いたいのか古森にはわからなかったが、どうやらその言葉は鳴海にとっては嬉うれしいものだったらしい。抱だきしめてくる腕うでの強さに、思わず喘いでしまった。

「ここ、元気ですね」

　背中にあったはずの手が前に回ってきたかと思うと、いきなりペニスを摑つかまれた。その時になってようやく、下着を着けていなかったことを思い出して古森は動揺した。キスや、胸への愛撫までは男女も変わらないが、これは男にしかないものだ。

　同時に、腿ももに鳴海のものが当たり、互たがいが男同士だと唐突に思い知らされた。

「そ、そこは、いいからっ」

「感じやすいのも良いですが、我が慢まんできる方がモテますよ」

「も、モテる、とか、俺っ」

「そのために、ＫＡＩを真ま似ねたんじゃないですか？」

　違ちがうとは言い切れない古森に笑いかけた鳴海は、目を合わせたままいきなり古森のペニスを銜くわえた。

「うぁっ、やっ、ま、待てっ」

　手で触ふれられるのも恥はずかしいのに、口でされるなんて卒そつ倒とうしてしまう。古森は焦あせって鳴海の髪かみに手を伸ばしたが、手て触ざわりの良いその髪を引っ張ることができず、しがみつくしかない。

「ひ……はっ、あぅっ」

　口いっぱい頰ほお張ばられたものに舌が絡からみ、たっぷりと唾液がまとわりつく。竿さおを舐め上げられ、先せん端たんを吸われて、そうでなくてもとっくに勃たち上がっていたものは、見る間に熱を蓄たくわえた。　>>>♥

「もっ、もっ」

　初めて口でされた愛撫に耐たい性せいなどあるはずもなく、古森は高まる熱を鳴海の口の中に出さないようにするのでいっぱいいっぱいだ。

「んっ、んーっ」

　内腿が引き攣つり、痙けい攣れんする。足の指先まで力が入り、もう我慢ができないところまできた途と端たん、ペニスを覆おおっていた熱い粘ねん膜まくが去り、根元を強く握にぎられた。

「な、なんで……」

　経験したことのない放出をどこかで期待していた古森は、鳴海の唐突な行動にただ茫ぼう然ぜんとする。すると、鳴海は軽く先端部分にキスをして笑った。

「あんまり早かったら楽しめませんよ？」

「だ、だって」

「我慢を覚えれば、もっと気持ちが良いのに」

「え……」

　今でさえこれまでにない熱さを抱かかえているのに、我慢したらもっと気持ちが良くなるのだろうか。それが鳴海の甘かん言げんかもしれないのに、古森の耳には不思議とすんなりと届く。

　そんな古森の気持ちが見えているかのように、鳴海はもう片方の手でその下の双そう玉ぎよくも手のひらで揉み込んだ。

「う……ぁ……」

「でも、古森さんは、こんなことをする子なんか選ばないでしょうね」

「な……に？」

　鳴海の声が遠い。

「ああ……古森さんが好きなのは、ＫＡＩ、だった」

「お前……鳴海……」

「そうですよ。今、あなたを抱だいているのは俺です」

（だ……く？）

　女の子を抱くためのレクチャーを受けているはずなのに、いつの間にか鳴海に抱かれている自分がいる。それがどういう意味なのか、今の古森は考えることができない。ただ鳴海から離はなれたくなくて必死に腕にしがみついていると、鳴海が困ったような笑えみを浮うかべた。

「ここまでする気、なかったのに……」

　小さな呟つぶやきは古森の耳に届かず、もう一度と促うながすように顔を上げる。

「……」

「……な、るみ」

「その顔……誰だれも見たことがないんですよね」

　今の自分の顔などわからない古森は放り出された熱をどうにかしたくて、ペニスを握る鳴海の腕に手を重ね、強請ねだるように爪つめで引っ搔かく。すると、自分を見下ろす鳴海の目の中に、熱い熱が生まれたのが見えた。

「ああ……もう」

　一気に空気が淫いん靡びになり、鳴海が纏まとう雰ふん囲い気きが変わる。肌を滑すべる眼まな差ざしも甘苦しく、古森はそれまでの愛撫が子供じみたじゃれあいと同じだったと思い知った。

　これからが本当のセックスだ。いや、男同士でどこまでできるのかわからない古森は、鳴海の次の行動を心を震ふるわせながら待った。

「……ああ、あった」

　鳴海は手を伸ばしてベッドヘッドを探さぐっていたが、しばらくして何かを取り出した。どうやらクリームのようだ。

「それ……」

「一応、モデルだから手入れをしておかないと……」

　言い訳っぽいことを言いながら指先でそれを一すくいし、鳴海の手は躊躇ためらいなく双玉の奥、尻しりの狭はざ間まへとそれを塗ぬり付け始めた。

「んっ」

　冷たい感かん触しよくに声が漏もれたが、鳴海は手を止めない。やがてクリームは体温で溶とけ、古森の尻をべっとりと濡ぬらしていった。

（そこ……って……）

　経験がなくても知識だけはある古森は、ようやく鳴海の目的がわかった。男女間でも尻の穴を使ったセックスはある。鳴海はペニスの愛撫だけでは終わらず、古森の尻にあの大きなものを入れようとしているのだ。

（あ、あんなのっ、入るわけない、だろっ）

　バスルームで目にした鳴海のペニスは怖こわいほどで、とても自分の中に入るとは思えない。そもそも、そこまでの覚かく悟ごがあったかと言えば自信がない古森は、無意識に身体が逃にげようとした。

　しかし、もう片方の手でしっかりと腰こしを抱えられているので、後ろに逃げることはもちろん、身体を捩ることもできそうにない。

「な、鳴海っ」

　上うわ擦ずった声で鳴海の名前を呼ぶと、頰ほおを寄せられ、キスされた。そのことにホッとしていると、まるで隙すきを狙ねらったかのように尻に何かが入り込んでくる。痛みは一いつ瞬しゆんで、次には腹いっぱいに感じる圧あつ迫ぱく感かんが襲おそってきた。

「痛いですか？」

　鳴海の問いに、古森は答えることができない。苦痛を感じるほどの痛みはないのだが、それを言うと自分の身体がおかしいのではないかという不安があった。

　自じ慰いはしたことがあっても、当然こんな場所を触さわったことはない。それが、いくらクリームを使ったとはいえ簡単に指を飲み込んだという事実の方が衝しよう撃げき的だった。

（な、鳴海の、指っ）

　それは、ＫＡＩの指でもある。その指があんな場所に入っていることを一瞬想像してしまった。

「……締しまりましたよ」

「う……そ、だっ」

「本当」

　違うと言おうとすると身体からだに力が入って、かえって締め付けてしまうのが古森にもわかった。

　恥ずかしくて顔を逸そらしたいのに、身体の中を指が探るように動くたびに、無意識に顎あごを上げて快感を逃がそうとした。

「息を吐はいて」

「い、息？」

「ええ、楽になりますから」

　言葉の通り、震えながら息をつくと、さらにそこが押し広げられる感覚が襲う。

「う……ぁあっ」

　二本目の指が入ってきたことが、一本目よりもショックだった。

　自分の中に二本も指が入ってしまったことに愕がく然ぜんとした古森は、その後何度もクリームを足され、中をぐちゃぐちゃに弄なぶられてもなされるがままだった。不思議と痛みはなく、圧迫感だけが強くなっていくそれに、自分がどんどん変えられてしまっていく気がする。

「お、俺っ」

　中の、浅いところを指先で押さえられた時だ。

「あぁっ！」

　信じられない快感に、身体が飛び跳はねる。

「……ここか」

　何度も同じ場所を擦こすられ、引っ搔かれて、古森は唾だ液えきを飲み込むこともままならず、だらしなく唇くちびるの端はしから零こぼしてしまう。それを舐なめ上げ、キスをしてきた鳴海が、

「……すみません」

　何かを囁ささやいた後、いきなり中の指が引き抜ぬかれた。

「え……」

　高まった熱を途中で放置されたようで、古森は無意識のうちに非難めいた声を漏らす。その頰にもう一度キスした鳴海が大きく足を抱え上げた。

　そこまで来たら、さすがに古森も次に何をされるのか想像がついた。恐きよう怖ふと、戸と惑まどいと、なぜか期待感に頭の中がごちゃごちゃになった。

　くちゅりという淫みだらな音と共に、尻の穴が押し広げられるのがわかる。

（い……た……っ）

　指とは違ちがう、鳴海のあれが入ってくるのだ。そこが裂さけても驚おどろかないし、この恥はずかしさとじれったさが続くのなら一気に入れてしまえと言いたいが、鳴海はかなり慎しん重ちように、ほんの少しずつしか動かない。

　見下ろしてくる鳴海の目の中には、確かな欲情の熱が湛たたえられていた。綺き麗れいな顔には汗あせが滲にじみ、艶つややかな黒くろ髪かみも古森がくしゃくしゃにしてしまった。生々しい行こう為いをしているというのにそれでも鳴海は恰好良く、古森は悔くやしくておかしくて、思わず笑ってしまった。

「んっ！」

　その拍ひよう子しに、ぐっと深く中に押し入ってきたものが、先ほど強きよう烈れつに感じた場所を擦りあげる。痛みはまだあるというのに、それは確かに古森を快楽へと導いた。

「あっ、あっ」

「古森、さんっ」

「んぁっ、あんっ」

　痛みから逃のがれるために、古森は必死に快感を得ようとする。目の前の、自分を苛さいなむ男の背中を強く抱だきしめ、苦しさに喘あえいだ。

「独どく占せん欲よくなんて……俺にはないと、思っていたのに……っ」

　まるで悔しさを覚えているかのような鳴海の言葉の意味は頭の中に入ってこないが、自分を一心に貪むさぼる鳴海の姿に心が満たされる。

　視界は滲む涙なみだのせいで曇くもってきたが、それでも鳴海の表情はわかる気がした。

（俺……セックス、してるんだ）

　初めてのセックスが男なんて、とんでもない経験だろう。その上相手は憧あこがれだったＫＡＩで、会社の後こう輩はいの鳴海なのだ。女ならラッキーだと思うかもしれないが、古森にとっては大切で綺麗なものを自分が引きずり下ろしたようで胸が痛い。

　それでも、ＫＡＩが、いや、鳴海がこんなにも愛いとおしく、大切に抱いてくれていることを嬉うれしく思わないではいられなかった。

「古森さん……っ」

　名前を呼ばれながら深いキスをされた。舌を絡からめ合いながら、下か肢しもしっかりと合わさっている。古森のペニスは挿そう入にゆうの衝撃に萎なえてしまっていたが、今はまたゆるりと勃たち上がり、鳴海の腹に強請ねだるように擦りついていた。

　実際のセックスは想像していたような綺麗なものではなく、色んな体液に塗まみれた欲そのものの行為だった。それを教えてくれたのは、年下の後輩で、自分と同じ男の鳴海だ。

　身体の中を擦られ、揺ゆさぶられながら、キャパシティーを超こえた古森の意識はそこで途切れてしまった。
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「……やり過ぎた」

　ようやく古森の身体を解放した鳴海は、そう自じ嘲ちようするように呟つぶやいた。

　初めは勝手に合コンに行くと決めた古森に、少し意地悪をしたいと思ってしまった。自分を、ＫＡＩのことを好きなくせに、まだ女を探しているのかと、勝手に裏切られた気持ちになったのだ。

　そのくせ、合コンで古森を狙っている女を見て、どうしようもない嫉しつ妬とと独占欲を覚えた。自分をここまで追い込む古森に少しばかり意地悪をしたくなったとしてもしかたがないはずだ。

　それが、風ふ呂ろでの古森の姿が、いつも会社で見るさわやかで凜り々りしい姿とまるで違う可愛かわいい姿が、強烈に欲を刺し激げきした。

　それでも最初はじゃれるだけのつもりだったが、初めての経験に震ふるえながらも艶っぽさを増す姿に煽あおられてしまい、結局最後まで抱いてしまった。

「……」

　涙と汗と、唾液で汚よごれた古森の顔に唇を寄せる。

　この腕うでの中にいた古森は、とても魅み力りよく的な存在だった。自分と同じ身体なのに、ペニスに触ふれることも、ない胸を愛あい撫ぶすることも楽しくて、自分とのセックスを気持ちよく思ってもらうため、今までになく奉ほう仕ししたくらいだ。

　古森に対しては最初、ＫＡＩのファンだという認にん識しきだった。それが、秘密を知られたことで半分同志のような感情になり、ずっと側そばにいるうちに可愛いと思うようになった。

　外見は女にも好かれる今時のイケメンなのに、妙みように責任感が強くて真ま面じ目めだ。

　その一方で、自信なげで虚きよ栄えいを張っているところも見えて、なぜなのかともっと知りたくなった。そして、知れば知るほど古森は純じゆん粋すいで、今まで周りにいなかった存在としてすんなりと鳴海の心の中に住みついた。

　多分、その時点で古森に惹ひかれていたのだろうと、今ならわかる。そうでなければ、いくら可愛いと思っていても、男相手にセックスをしようとは思わないはずだ。

　知ってしまった身体は甘く、今この瞬しゆん間かんも鳴海を惑わせる。本当ならばまだ何度でも抱きたかったが、さすがに初めての古森に無理はさせられなかった。

　外見とは違い奥手らしい古森のモテるためのアドバイザーのつもりだったが、こんなにも可愛く育てた古森を今さら他ほかの人間にやる気はない。

「……どうなるかな」

　今夜こうしてセックスして、明日からの自分たちの関係がどう変わってしまうのか、さすがの鳴海も先が読めない。それでも、諦あきらめることなどしたことのない鳴海は、この関係をどこか楽観視していた。
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「ま、まだ残っている」

　洗面所の鏡を覗のぞき、古森は一人で赤面していた。

　首筋や胸むな元もとに散らされた、薄うす赤あかい痕あと。初めはどんな虫に刺さされたのかと焦あせったのだが、触さわっても痛くも痒かゆくもなく、同時に鳴海との行為を思い出して、それが有名な愛撫の痕だということに気づいた。

　鳴海は故意か偶ぐう然ぜんか、シャツの襟えりもとにぎりぎり隠かくれる場所につけていたので、あの夜から数日間、毎朝いつもの二倍の時間を掛かけて身み支じ度たくをしていた。

「……よし」

　ちゃんと隠れていることを確認した古森はトイレから出て営業部に戻もどる。すると、先ほどまで部長に呼ばれていた鳴海が席に戻っていた。

「……」

　鳴海の姿を見ると、まだ落ち着かない気分になる。この男とセックスしたのだと、まだ身体からだに残る痕が疼うずくような気がするのだ。

「古森さん」

「な、なんだ」

「部長から企き画かく書しよを預かりました」

「あ……ありがと」

　動どう揺ようを隠しきれない古森とは違い、鳴海は今までとまったく態度は変わらない。特に無視されることもなく、本当にいつも通りだった。

　あの日の翌日は身体を心配してくれたし、わざわざ車で家まで送ってくれた。その時の鳴海の雰ふん囲い気きはいつもと違ちがい甘いものだったのに、日常に戻るとそれがまるで夢だったかのように思えた。

（……やっぱり、経験豊富なんだな）

　初めてのセックスに混乱している自分とは違い、鳴海にとってあの夜のセックスはいくつもの夜の中の一つだったのだろう。わかっているつもりだったが自分たちの間の感覚の違いに、どこか寂さびしいという気持ちがあった。

（駄だ目めだ、仕事しなきゃ）

　古森は軽く頭かぶりを振ふり、渡わたされた書類に目を通す。私情に振り回されるなんて、恰好良い男ではない。

　だが。

「……ここ」

「！」

　いきなり鳴海が身を乗り出し、古森の顔のすぐ横にまで近づいてきた。

「参考資料を別のものにした方が良いそうです」

　話す鳴海の吐と息いきが頰ほおに当たり、古森は動揺した。

「こ、ここか？」

「……ここです」

　少し笑う気配がして、鳴海の指先が古森の指先に重なる。

「わかったっ」

　慌あわてて手を引いた古森は、裏返りそうになる声を極力抑おさえ、触れた指を何度も擦こすりながらわざと大きな声で言った。

「ここ、今から見直すっ」

「手伝いましょうか？」

「お前も仕事があるだろう。大だい丈じよう夫ぶだから」

（むしろ、ちょっと離はなれてろって）

　恋こい人びと同士ではない相手とセックスをした時、それが会社の人間という状じよう況きようで自分がどんな態度を取ればいいのかわからない。

「じゃあ、いつでも声を掛けてください」

「ああ」

　ちらりと視線を向けると、鳴海もこちらを見ていた。眼鏡めがねの奥の目と合い、優やさしく細められるのが見える。

（こ、これが、大人の関係ってやつなのか？）

　割り切ることが正しいのだろうが、自分の性格的にはちょっと無理な気がする。だからといって、これ以上鳴海と近づいても良いものかどうか、深い人間関係を築くのが初めての古森にとっては難しい問題だ。

「……それよりも、お前、さっきの電話。もうちょっと愛あい想そを良くしろ」

　そんな自分の気持ちを制せい御ぎよできなくて、つい鳴海には気持ちとは反対の強い態度を取ってしまうのだ。

「はい、すみません」

　素す直なおに謝罪する鳴海に罪悪感を持ち、居たたまれなくて古森は立ち上がった。

「資料室、行ってくる」

「俺が」

「いいからっ」

　少し強く拒きよ否ひして歩き始めた古森は、こちらを見る女性社員の視線がいつもと違うことに気づいた。

（え……？）

　今までならば野や暮ぼったい鳴海がどんなに強く当たられていても無視するか、半笑いの表情さえ浮うかべている者もいたのに、今は皆みな古森の方にそんな目を向けているように感じる。もしかしたら今の当たりはきつかったかもしれないと、古森はいつもの柔やわらかな笑えみを浮かべて一人の女性社員に話しかけた。

「あいつも、もっとしっかりしてくれるといいんだけどね」

「……」

「久く保ぼ田たさん？」

　久保田の顔は曇くもっていて、何か言いたげだ。その表情が気になって、古森が身を屈かがめて顔を覗き込んだ。

「どうしたの？」

　すると、久保田は素早く周りを見渡し、古森を部屋の外へ連れ出した。

「久保田さん？」

　久保田は黙だまったまま非常階段まで行くと、いきなり振り返ってポケットから携けい帯たい電でん話わを取り出す。無言で操作をする久保田に戸と惑まどったままでいた古森だが、やがてその面前に差し出された携帯電話の画面を見て目を瞠みはった。

「これ、本当に古森さんですか？」

「……」

　画面にあったのは、成人式の自分の姿だった。真っ赤な顔をして好意を持っていた子と並んで写っている、野暮ったくて情けない昔の自分だ。

「他にも、いくつもあります。最初はみんな、古森さんとは違うって言ってたんですけど、音声データまであって……」

「……これ……」

「総務の今野さんから、女子社員みんなに送られてきました。……古森さん、これって、古森さん本人なんですか？」

　どこか不安げなその言葉に、古森は愕がく然ぜんとした。














第六章　頼たよりな、奴やつ









　古森は俯うつむいたままエレベーターに乗り込んだ。

　本当は会社を休んでしまいたいくらいだったが、それはできないという責任感だけで出社している状態で、今の古森のメンタルはボロボロだった。

　昨日、古森の反応が思った以上に大きかったことに反対に驚おどろいたらしい久保田が、こっそりと社内メールを見せてくれた。社内には全社員用と、男性用、女性用など、いくつかの区分が設けられてメーリングリストが設定されていた。

　その中の女性社員用のメーリングリストに、古森の過去の話と写真が一いつ斉せいメールで送られてきたらしい。

　写真は成人式のものと、中学、高校のアルバム、そして大学時代のものがあった。客観的に見て今の鳴海の野暮ったさよりもましだろうが、どの写真も隅すみっこで、卑ひ屈くつな笑みを浮かべているものだった。

　添てん付ぷされていた音声データは携帯電話か何かで録とったのか雑音が酷ひどいが明らかに古森の声で、半分まくしたてるように好きな純文学の話を十五分も話しているものだ。その頃ころの自分の声を聞いたのは初めてだが、早口で熱がこもった話し方はいかにもオタクっぽい。

　メールの内容は、あの大きな失しつ恋れん話と、ボッチだったことの細かなエピソードだ。

　一応、コンプライアンスを意識してか、ここまで変われた古森は凄すごいと最終的に賛美や肯こう定ていの言葉で結ばれていたが、今の古森とはまるで違うそれのインパクトは大きいらしく、裏切られたと思う者も多いらしい。

　同時に、あんなにもモテない男が無理に頑がん張ばってイケメンを装よそおっている。

　それがおかしいと馬ば鹿かにしている者もいると聞いて、古森は目の前が真っ暗になった。

　今野がどういうつもりでこんなメールを送ったのか、どこから手に入れたかなんて、もはや関係なかった。消したかった過去が明らかになってしまった時点で、古森は過去の自分に戻もどってしまったのだ。

「あ」

　エレベーターを出た時、ちょうど顔を合わせた女性社員が笑った。その笑みが自分を馬鹿にしているものに見えてしまい、古森は顔を逸そらして足早に営業部に戻った。

（どうして今頃……）

　あんなにも頑張って自分を変えたのに、たった一日ですべてが崩くずれてしまうこともあるのだ。それが、鳴海に強く当たってしまった報むくいだと、ずしりと心に伸のし掛かかった。

「あ、古森」

「……はい」

　先せん輩ぱいに呼び止められて足を止めると、ファッション雑誌を見せられる。

「このメーカーにアポしてくれないか？　デザイナーが女性でさ、お前みたいな良い男の方が話が通り易やすそうだし」

　いつもなら快かい諾だくしているところだが、こちらを見る女性社員の視線が気になって簡単に頷うなずけない。

「古森？」

「……わかりました」

　古森の過去は、男性社員にはまだ回っていないらしい。過去のこともあり、容姿で人を判断してきたつもりはないが、それでも自分を煙けむたく思っている者が一人もいないとは言えなかった。知られてしまったら……どうなるだろうか、想像するだけで怖こわい。

　誰だれが知っているのか。

　この人も、まさか。

　何気ない言葉や視線がすべて自分を非難しているように感じる。この卑屈さは過去にも覚えがあり、駄だ目めだと自分ではわかっていたが、染しみついたものはなかなか消えることはないらしかった。

「古森さん？」

　無言のまま席に着くと、鳴海が気づかわしげに声を掛けてきた。

「体調、悪いんですか？」

「……いや」

「顔色、真っ青です」

「本当に、なんでもないから」

　つい数日前までは、鳴海との関係をどうしようかなんて吞のん気きに考えていたことが噓うそのようだ。

　古森が拒きよ絶ぜつしていることを感じ取ったのか、鳴海はそれ以上何も言わなかった。だが、今夜は久しぶりにＫＡＩの撮さつ影えいに立ち会わなければならず、そこでもまた、顔を合わせなくてはならない。

　落ち着かない古森がコーヒーでも飲もうかと再び立ち上がり、部屋を出た時だった。

「古森さん」

　声を掛けてきたのは総務課の今野だった。途と端たんに緊きん張ちようする古森に、今野はにっこり笑いかけてきた。

「今夜、ＫＡＩの撮影があるんですよね？」

「あ……あ」

「私も同行していいですよね？」

「……いや、それは……」

　すると、今野はいきなり古森の腕うでを摑つかんだ。そして、人ひと影かげのない死角まで引っ張っていくと、先ほどまでの笑みが噓のようにきつい眼まな差ざしを向けてくる。

「これ」

　そう言って今野が差し出した携けい帯たい電でん話わの画面に映っていたのは、久保田が見せてくれたものと同じ写真だ。

　弾はじかれたように顔を上げると、してやったりというふうに今野が言った。

「私、古森さんの同級生と知り合いなんです。初めはあまりにも違ちがい過ぎて同どう姓せい同名かと思っていたけど、写真を見て驚きました。ずいぶん頑張ったんですね」

　頑張ったという言葉に嘲ちよう笑しようが含ふくまれているようで、強く握にぎりしめる拳こぶしが震ふるえるのを必死に抑おさえる。しかし、その恐きよう怖ふに負け、今野の要求に応こたえることはしたくなかった。ＫＡＩの撮影は憧あこがれの相手ということもあるが、古森にとっては大切な仕事の一つだからだ。

　自分のために、ＫＡＩのメンタルを刺し激げきしたくない。

「……悪いけど、ＫＡＩはあまり人がいるのを好まないんだ」

「……」

「ごめんね」

　強こわ張ばった笑みを向けると、今野はわざとらしい大きな溜ため息をついた。

「……古森さんて、本当に融ゆう通ずうが利ききませんよね」

「……」

「だから、賭かけの対象にされて笑われたんじゃないですか」

　最後の言葉は声を潜ひそめられていたが、古森の耳にはしっかりと届いた。

「とにかく、いい返事待っていますから」

　今野はもう一度息をつくと踵きびすを返したが、古森の緊張はなかなか解けない。

　しばらく廊ろう下かに立ち尽つくしていたが、やがてようやく身体からだを動かし、コーヒーも買わずに席に戻った。

「……何かありましたか？」

「……なんでもない」

　きっと、みっともない顔色をしているのだろうが、自分の不ふ甲が斐いなさを説明する気にはなれなかった。たとえ鳴海がアルバムを見ていて、過去の古森の姿を実際に知っているとしても、そのことでいまだ感情を波立たせていると知られたくはなかった。そんな情けない自分を、鳴海には知られたくない。

（同級生とか……マジかよ）

　あまりな偶ぐう然ぜんに笑いも出なかった。

　古森が今野にＫＡＩを紹しよう介かいしていたら、彼女もここまでしようとは思わなかったかもしれない。古森に腹を立て、愚ぐ痴ちを言って、そこで共通の名前だと気づいて……いくつもの偶然が重なった結果としか思えないが、古森にとってそれは悪夢としか思えない偶然だった。










　鳴海とセックスしてから半月経たった。

　そして、古森の過去の写真と話が噂うわさになって十日だ。

　当初のインパクトは薄うすくなってきたのか、あからさまな嘲笑の視線を感じることはあまりないが、過去を知られた結果、今の自分を維い持じするのはなかなか難しかった。

　誰にでも愛あい想そよく、社交的になったと思っていたが、それは性格自体が変わったわけではなく、コントロールができるようになったというだけだ。そのコントロールが崩れればまた元の自分に戻るだけ……古森は諦あきらめの境地になっていた。

　その日、鳴海は休きゆう暇かをとっており、気をつかう相手が身近にいないせいか朝から思い切り暗い雰ふん囲い気きを纏まとっていた。

「古森っ」

　そんな空気が変わったのは昼過ぎ、昼食を食べる気力もなく、近くの小さな公園で缶かんコーヒーだけを飲んで戻ってきた古森は、慌あわてたような部長に呼び止められた。

「知っていたかっ？」

「え？」

「ＫＡＩが来るっ」

「……は？」

　部長の言っている意味がわからず、思わず呆ほうけた返事をしたが、そんな古森に部長は焦あせりのあまり早口に言った。

「オフィスでの撮影に、うちの会社を使うそうだ。さっきマネージャーの高槻さんから連れん絡らくがあったんだが、お前、本当に知らなかったのか？」

　その言葉に慌てて携けい帯たい電でん話わを取り出し、その時になって初めて充じゆう電でんが切れていたことに気づいた。いつもならそんな初歩的な失敗などしないのに、どうやら本当に今の自分はふ抜ぬけてしまっている。

　慌てて予備の急速充電器を使ってメールを開けば、今しがた部長に聞いた件が書かれていた。

　到とう着ちやくの時間は午後一時、もう五分もない。

　踵を返して裏口に向かうと、まるでタイミングを計ったように何台もの車が細い道に横づけになった。

「突とつ然ぜんすみません」

　二台目のワンボックスから一番に降りてきた高槻が、申し訳なさそうに頭を下げる。古森も慌てて連絡が取れなかったことを謝罪した。

「こちらこそ、充電が切れていたことに気づかなくて、申し訳ありませんでした。でも、どうして急にオフィスで撮影なんて……」

「カメラマンがリアルを追求するタイプで。急なことで企き業ぎようの許可を取るのも大変だと、御おん社しやの仕事ではないんですが一応社長にご相談したところ、快く引き受けてくださって感謝しています。確かに、セットよりもよりリアルになるのは確実ですが、結構大所帯になってしまうのでご迷めい惑わくをおかけすると諫いさめはしたんですよ？　でも、案外頑がん固こで……」

　高槻の言葉が終わる前に、後部座席のドアが開いた。

「あ……」

　現れた鳴海、いや、ＫＡＩは古森の姿を見て目を細める。

「世話になります」

「あ……はい」

　陽ひの光の下で見るＫＡＩの姿は、眩まぶしいほどだった。まだメイクも服も整えていないというのに、素すで綺き麗れいな人間というものは存在するのだ。

　何度も撮影に立ち会った古森が見み惚とれるほどなので、突然のＫＡＩの来社に社内は色めき立った。昼休みが終わって仕事中だというのに、辺りはたちまち人だかりになる。

「すみませんっ」

　この状態では落ち込んでもいられず、古森は先になってＫＡＩ一行を誘ゆう導どうした。

　部長が先に広報課と総務に話をつけていてくれたおかげで、会議室の一室をＫＡＩの控ひかえ室しつとして使うことができた。

　手て際ぎわよく段取りをしていくスタッフを見つめ、次に古森はメイクを始めるＫＡＩを見る。

　鏡越ごしに目が合い、その目元が柔やわらかく撓たわんだのがわかった。

　久しぶりにＫＡＩを目の前にし、古森の緊張は高まる。すると、なにやらスタッフがざわめき始めた。それは次し第だいに大きなものになり、やがて高槻が呼ばれて部屋から出て行く。

（……何があったんだ？）

　その理由は、すぐさま部屋に戻もどってきた高槻によって教えられた。

「モデルがキャンセルになりました」

「……え？」

「ＫＡＩの相手役が仕事をブッキングしたらしく、今沖縄にいるらしくて。待ち合わせ時間になっても来ないから、向こうの会社も連絡して今わかったらしいんです。代わりのモデルを急きょ手配するって言っているけれど、今回のコンセプトとＫＡＩとの並びで決めたモデルだし、今さら代わりなんて言われても困りますよ。本当に仕事としての自覚があるんでしょうか、まったく」

　淡たん々たんとした口調ながら、高槻がかなり焦っているのはわかる。カメラマンとモデル、そして納期を合わせての今日のスケジュールなのに、それがずれてしまうと大きく日程が変わると同時に、それだけ金も掛かかってしまうのだ。

　自分の会社の仕事ではないだけに、古森もどう動けばいいのか迷っていると、ふとＫＡＩの視線が自分に向けられているのに気づいた。

「か、ＫＡＩ？」

　そのアイスグレーの瞳ひとみに射い貫ぬかれ、古森が眉まゆを顰ひそめるのと同時に、

「代わりのモデル、いるだろ、ここに」

「ＫＡＩ」

「え？」

　ＫＡＩ、高槻、古森の三人の声が重なり、やがてＫＡＩと高槻の視線が古森に向けられた。

「……え？」










「無理っ、絶対に無理だから！」

　古森はずっと訴うつたえたが、ＫＡＩと高槻の間で話はどんどん進んでしまった。

「少し身長は足りないけど十分美形だし、ＫＡＩとは違ちがった雰囲気だからそのコントラストも面おも白しろいですよ。カメラマンのＯＫだってすぐに出ましたし」

「え……」

　強ごう引いんに座らされ、メイクをされていた古森は、感心したように言う高槻を鏡越しに見上げた。

　ＫＡＩを手本にしてきたという自覚があった古森にとって、高槻のその言葉は意外だった。明らかに変わったのは私服で、会社に着てくるスーツは以前と変わっていないからだ。雰囲気はＫＡＩもどきのままじゃないかと戸と惑まどう古森に、既すでに着き替がえたＫＡＩが笑いかけてくる。

　モデルＫＡＩの、魅み惑わく的な笑みだ。

「変わったんですよ、あなたは」

「鳴……ＫＡＩ、さん」

　スタッフの手前、慌てて名前を言い換かえた古森に、後ろに立ったＫＡＩが鏡越しにじっと目を見つめてくる。普ふ段だんの鳴海とは違うアイスグレーの瞳に、自分の姿が映っていた。

「俺は、昔のあなたも可愛かわいいと思いますけどね」

「ばっ、馬ば鹿か……いえ、あの」

　口ごもる古森の耳元をさらりと撫なで、ＫＡＩはその場を離はなれた。

（……変わった、けど……）

　ＫＡＩの言葉は嬉うれしいが、その変化がただのメッキでは意味がない。

　複雑な思いを抱いだいたまま、古森は目まぐるしい変身をさせられた。メイクをし、髪かみ形がたを変えられ、最新の有名ブランドのスーツを着せられる。

　そうして完成した自分は鏡で見てもまるで別人だ。いや、容よう貌ぼうが変化するわけではないが、明らかに何段も上の、特別な人間になっていた。

「どうですか？」

　驚おどろきに固まったままでいると、高槻がにこにこ笑いながら聞いてくる。

「……ヘアメイクさんって、凄すごいんですね」

　茫ぼう然ぜんと呟つぶやくと、道具の整理をしていたスタッフが笑った。

「元が良いからですよ」

「い、いいえ、俺は……」

「謙けん遜そんすることなんか全然ありませんって。いつもの古森さんも素敵ですが、今目の前にいるあなたも凄くカッコいいです」

「高槻さん……」

　それが世辞だとしても、弱った古森の心にはじんわりと沁しみた。

「スタンバイお願いします」

「古森さん、お願いします」

　周りがざわつき始め、古森は居たたまれない気分のまま立ち上がった。できるならこの場から逃にげたいが、それでは高槻にも、そして古森を推すい薦せんしたＫＡＩにも迷惑になる。それが古森に無断の話だったとしても、今さら後には引けない状じよう況きようだ。

　スタッフに促うながされた古森は、ドアの前で待っていた鳴海、いや、ＫＡＩを見上げた。ＫＡＩは古森の腰こしを抱だくようにし、自らドアを開ける。

「！」

　その途と端たん、歓かん声せいが聞こえた。規制をしているとはいえ、見物人すべてを抑おさえることはできないらしい。数十人はいるだろうほとんどの見物人は女性社員で、彼女たちは最初に姿を見せたＫＡＩに騒さわぎ、続いて出た古森を見て驚きの声を上げている。

　その中には今野の姿もあった。

「あれ、古森さんじゃない？」

「営業の……」

「マジ？」

　そこかしこで自分の話をしているのが聞こえたが、古森は必死で顔を上げ続けた。ここで俯うつむくと自分の負けな気がする。それだけは嫌いやだった。

「こちらに来てくださいっ」

　慣れたオフィスの中、営業部で、廊ろう下かで、エレベーターの中で、ＫＡＩにリードされながら写真を撮とられた。初めはどうしてもぎこちなかったが、絶えず身体からだに触ふれるＫＡＩのおかげで、少しずつ落ち着くことができた。

　そうすると、次第にシャッター音が小さくなり、まるで本当にＫＡＩとここで仕事をしているような錯さつ覚かくに陥おちいってくる。　>>>♥

「……お前って」

　古森は身を屈かがめて自分の肩かたに頭を寄せるＫＡＩに囁ささやいた。

「凄い奴やつだな」

　圧あつ倒とう的な存在感と色気。見ている時も凄いと思っていたが、実際に一いつ緒しよに撮られる立場になると、ＫＡＩがどれほど特別な存在かというのが痛いほど伝わる。そして、そんな彼の隣となりに立てる幸運を、ちゃんと受け止めたいとも思えてきた。

「じゃあ、休きゆう憩けいで」

　一時間ほど経たち、撮さつ影えいはいったん休憩になった。素人しろうとの古森の集中力が切れない時間を想定してくれたらしい。

　知らず肩の力を抜ぬいて息をついた古森が、ＫＡＩと共に控室になっている会議室に向かおうとした時だ。

「ＫＡＩさん！」

　ＫＡＩの名を叫さけんで駆かけ寄ってきたのは今野だった。彼女はちらりと古森を見たが、すぐにＫＡＩへと満面の笑えみを向ける。

「以前、一緒に仕事をした今野映美です」

「……」

「これ」

　差し出したのは名めい刺しだ。今野はそれを直接ＫＡＩに渡わたそうとしたが、ＫＡＩは視線も向けないまま、古森の肩を抱くようにして歩き始めた。

　その鮮あざやかな無視に、周りから笑みが漏もれる。ただし、それは古森に対するものではなく今野に向けたものだったようで、彼女の顔は羞しゆう恥ちに赤く変化した。

（これって……）

　あからさま過ぎるＫＡＩの態度だ。ＫＡＩとしては普段からあまり人と関かかわらないようにしているらしいが、それにしても衆しゆう人じん環かん視しの中でのこれはさすがに今野が可哀かわい想そうに思えた。

　このままではと、古森が思わずその名を呼んだ時だ。

「今野さん」

「……古森さん、良かったですね」

「え？」

　今野の視線はＫＡＩから自分へと向けられる。明らかに険を含ふくんだそれに言葉が詰つまると、今野は硬かたい声で言い捨てた。

「ああ、綺き麗れいなメッキを塗ぬるのは慣れているんでしたっけ」

「……」

（これは……くるな）

　ただの八つ当たりだとわかっていても、面と向かってメッキと言われるとずしんと心に釘くぎが刺ささる。それでも古森が顔を伏ふせないでいられたのは、隣に立つ存在のおかげだった。

　その上、ＫＡＩはこう言ってくれたのだ。

「君がメッキと思っているのは、本当にメッキだと思うのか？」

「か、ＫＡＩ」

「行こう」

　古森の肩を抱くようにして、ＫＡＩは今野の隣を通り抜ける。すれ違いざま見た今野の顔は真っ青だった。

「おい」

「いいんです」

「いいって、でもっ」

「あれくらいで落ち込むなら、人の粗あら探さがしなんて止やめればいいんです」

　古森の代わりに強く憤いきどおっているその横顔を見ているうちに、古森は笑いたいような、泣きたいような、複雑な感情に捕とらわれていた。過去をすっぱりと断たち切ることはまだできないが、ほんの少しだけ、黒塗りだったそれに色がついた気がする。

　ただ、それを素す直なおにＫＡＩには言えなかった。

「……お前……ファン減るぞ」

　照れ隠かくしに思わずそう言うと、振ふり返ったＫＡＩが魅み惑わく的に笑った。

「一番熱ねつ烈れつなファンがいますから」

　それが誰だれを指しているのか、もちろん古森がわからないはずがない。

「お前……ったく」

　古森は文句を言いかけ、失敗して笑ってしまった。










　イレギュラーだった古森出演のファッション雑誌が発売された。

　そうでなくても通勤時や社内でも目立つ存在だったのが、発売以来、明らかに向けられる視線が多くなった気がする。

　どうやらロビーでの撮影が外から撮られてＳＮＳで流れたらしく、古森の存在はちょっとした有名人になっている。古森は消さなければと慌あわてたが、鳴海や高槻は情報も宣伝だからと、ある程度は目をつぶると聞いた。

　個人情報が漏れてしまうのは怖こわいが、時間が経てば風化すると古森も諦あきらめるしかない。

　中には果か敢かんにも声を掛かけてくる者や、写真を撮りたいという者までも現れる。そうなると、社内の女性社員に蔓まん延えんしていた古森の暗い過去話など、あっという間に消え去ってしまった。

「モテて困る」

「……いいですね」

「そこは、俺のおかげですって言うところじゃないか？」

　営業に向かう車中、鳴海と二人きりになった古森の口からは自然に軽口が出た。

「まあ、俺の実力もあるだろうけど」

「ええ」

　生き真ま面じ目めに応こたえる鳴海にくすぐったい気分になるが、古森はよく短期間で自分が持ち直したなと考えていた。以前の自分だったら、あの後数カ月、いや、年単位で落ち込んでいたことは確実だ。それがなかったのはＫＡＩの、鳴海のおかげだった。

　落ち込んでいた理由を鳴海に話した覚えはない。それなのに、社員の前で自分が一番輝かがやいている姿を見せつけさせてくれた。

（……知ってたんだろうな）

　古森が自分の過去を恥はじていること、それを知られることを恐おそれていることに、鳴海はいつの間にか気づいていたのだろう。そして、鳴海ができる一番最高の場面を作ってくれた。

「今日も、サインとか頼たのまれてさ」

「サインですか」

「そんなのないから、名前だけ書いた」

　手帳にしっかりとフルネームを書いた時の相手の顔を思い浮うかべ、我が慢まんできずに噴ふき出してしまった。

「可愛かわいい子だったんですか？」

　古森の反応に鳴海が聞いてくる。

「いや、男子大学生」

「……男子」

「あのファッション雑誌、男も結構買うんだな」

　ＫＡＩの人気は女性がほとんどと思い込んでいたが、考えれば大学生の時に古森自身雑誌を見てファンになったくらいだ。自分よりも大おお柄がらの、スポーツをやっていそうな学生に呼び止められた時は驚おどろいたが、後から考えるとなるほどと思ってしまった。

「……失敗したな」

「え？」

　笑いながら振り向いた古森を、信号待ちで車を止めた鳴海がじっと見つめてくる。

「これ以上、古森さんのファンを増やしたくないです」

「ばっ、馬ば鹿かだろ、お前」

（急に、そんな顔するなっ）

　忘れていたわけではない。ただ、自分の過去でいっぱいいっぱいだったために自分と鳴海の関係を考えないようにしていたが、周りが落ち着いてしまうと考えずにはいられなかった。

　セックスまでした鳴海と、この先どんなふうに向き合えばいいのか。鳴海の態度が変わらないだけに、その距きよ離りを測りかねてしまう。

　古森は、けして遊びでセックスなどできない。でも、鳴海は───。

「……すみません」

　古森が口を開く前に鳴海はそう言い、車を走らせる。

「俺……」

「また、飲みに行きませんか？」

「の、飲みに？」

「ちゃんと、話をしたいので」

「……ああ」

　酒の力を借りたら、もっと素す直なおに自分の気持ちを言えるだろうか。せめて、迷っているという気持ちを伝えることができるだろうか。

　膝ひざの上で強く手を握にぎりしめた時、不意に鳴海が言った。

「そう言えば、明日からしばらく秘書課に手伝いに行くことになったので」

「秘書課？　聞いてないぞ」

　そういった連れん絡らくはまず、教育係の自分にあるべきだろうと不思議に思うと、鳴海は苦く笑しようして説明してくれる。

「社長から直接頼まれたんです。大切な取引先なので是ぜ非ひにって」

「是非にって、どうして……」

　いくら社長が鳴海の正体を知っていても、会社にいる姿はどう見たって野や暮ぼったい男だ。その男を指名するなんてどういう理由か、次の言葉でようやくわかった。

「俺、フランス語話せるんで」

「フランス語……」

「出向は数日らしいので、それまで……寂さびしくても我慢してくださいね」

「馬鹿！」

　反射的に怒ど鳴なってしまった古森を鳴海は珍めずらしく声を上げて笑ったが、それが自分たちの大きな転機になるとは、古森もまだこの時は知らなかった。










　鳴海が言った通り、翌日会社には綺麗な金きん髪ぱつの女性と数人の大柄な外国人男性がやってきた。女性はフランスの取引先の社長令れい嬢じようで役員らしい。

　そんな話を部長から聞いた古森は、じっとその集団を見ていた。

（……全然、負けてないな）

　高身長の鳴海は一行の中でも埋まい没ぼつしていない。個性的な面々が揃そろっているせいか、ぼさぼさの髪かみも黒くろ縁ぶち眼鏡めがねも、どこかお洒落しやれに見えてしまうのは古森だけではなかったようだ。

「鳴海さんって、結構いい線いってますよね」

　メール事件以来、なぜか親しく会話する仲になった久保田が自じ慢まん気げに話しかけてきた。

　元々、鳴海に対してそこまで嫌けん悪お感かんのなかった彼女の声がどこか好意を滲にじませていることに気づき、古森はぎこちなく笑った。

「あいつ、背は高いしね」

「それに、よく見ると顔も整っていません？」

「見たの？」

　会社の人間に素顔を見せたのかと動どう揺ようしたが、久保田はいいえと首を振る。

「見たっていうか、鼻筋とか口元とか見るとわかりますよ。コンタクトとかしたらいいのに」

　やはり女性は目め敏ざとい。見えているパーツで後を補完するなど、古森にはとてもできないことだ。

「……みんなそう思ってるのかな？」

「ん～、ちらほら、気になってるって言っている子はいますよ。でも、大だい丈じよう夫ぶ。我が社のプリンスは古森さんだから」

「プリンスって、なんだ、それ」

　古森は笑ったが、その頭の中には様々な思いが渦うず巻まいている。

　今回は単にきっかけに過ぎず、この先鳴海の良さを知る者は必ず出てくるだろう。人当たりはぶっきらぼうでも誰にでも平等だし、仕事はきっちりこなしている。容姿などは自分がどうにかすればいいと思っている者もいるはずだ。

　そもそもＫＡＩでもあるあの男が、その魅み力りよくを完全に消してしまうのはなかなか難しいだろう。

　鳴海の秘密を知っているということで、古森は今特別な立場になっている。だが、普ふ通つうに考えれば、男同士という不毛な関係などよりも、可愛くて優やさしい女の子を好きになるはずだ。

（……だよ、な）

　毎日一いつ緒しよにいたのに、数日間離はなれるというだけで不安になるなんて情けない。いや、そもそも不安になるほどの関係なのか。

　考え込んでいた古森は、動揺を押し隠かくして笑いかけた。

「あいつも、そんなふうに思ってもらえて嬉うれしいと思うよ」

「それなら嬉しいけど」

　恥ずかしそうに笑う久保田は、古森の目から見ても可愛かった。可愛くて、控ひかえめで、古森の理想とする恋こい人びとに近いような気もしてしまうほどだ。しかし、だからといって久保田と付き合おうとは思わなかった。彼女が自分に興味がないということもあるが、古森自身誰だれかとそういった関係になることを今は考えられなかった。

（俺は……だって、俺は鳴海と……）

　性別はもちろん、始まり方も理想とするものとはまったく違ちがうのに、古森は鳴海のこと以外考えることができない。

（戻もどってきたら……ちゃんと話せるかな）

　秘書課の手伝いが終わって鳴海が戻ってきた時、ちゃんと向き合って話したかった。

　そう考えるものの、古森の中にある不安は消え去ってくれない。

「でも、ミス・ジャネットみたいな綺き麗れいな人といると、彼女のこと好きになったりしませんか？」

「……どうだろう」

　まるで自分の中の不安を言葉にされたようで、古森の笑えみは強こわ張ばる。今現在の古森の大きな不安の素もとが、まさしく鳴海が接待をしている相手のことだからだ。

　取引先の社長令嬢というミス・ジャネットは若く、とても綺麗な女性だった。外国人らしく見た目ではなく中身を重視しているのか、初めから鳴海に好意的だったようで、プライベートな買い物にも付き合わせたらしいと部長から聞いた。

　見た目パーフェクトなうえ、地位もある彼女に、鳴海が惹ひかれないという絶対の自信は持てなかった。

（い、いや、俺と鳴海は……）

　そもそも、そういうことを考える関係ではないはずだった。

「鳴海さんは打算で女選びしてほしくないなあ」

　久保田の言葉に内心深く同意し、勝手に彼女をライバル視している自分に動揺してしまう。将来鳴海を好きになる子のことを考えるよりも前の大きな問題はまさしくそれで、古森はどう気持ちを持っていったらいいのかわからなかった。








◇









　ミス・ジャネットを滞たい在ざい先のホテルに送り届けた鳴海は、エレベーターの中で深い息を吐はいた。

「……ったく」

（勘かん弁べんしろよ、こんな仕事）

　営業の人間が秘書課の仕事のヘルプをするのはそれほど珍しいこととは思わないが、今回の場合社長の思おも惑わくが深く関かかわっている気がする。

　今回の取引相手は中ちゆう堅けんのブランドで、まだ日本にあまり知られていない。ただ、オーナー一族にはかなりの資産があるらしく、社長は提てい携けいと称しようしてその金を引き出したいというのが本当の狙ねらいだろう。

　別にそれは上層部の考えなので構わないが、そこに自分を利用しようとしているのは困る。

『ＫＡＩ？』

　一度だけパリコレにも出たことのある鳴海を、あの社長令嬢は見たらしい。一見して別人を装よそおっていたのだが、さすがにデザイナーを兼けん務むしている彼女は鳴海の真の姿を見み抜ぬいてしまった。───そこまでも良い。

　ただ、彼女がベッドに誘さそってくるのは頭が痛かった。

　鳴海は自分自身が女に対してある種のフェロモンを出していることを自覚している。以前はそれを利用して遊んでいたし、今ではコントロールもできているはずだ。

　今回も、極力社長令嬢と接しないようにしてきたつもりだったが、ＫＡＩとばれてしまったことにより強ごう引いんに様々な場所に連れ回される結果になってしまった。

　これでも、鳴海は今の仕事が気に入っている。なにより、古森が教育係として側そばにいてくれるのだ。早く営業に戻りたいのに、ミス・ジャネットが離してくれない。

　その上、今日はあからさまにセックスしたいと言われてしまった。それとなく断ったつもりだが、明日はまたどうなるか。

「……」

　地ち下か駐ちゆう車しや場じように戻った鳴海は、車に乗り込んで携けい帯たい電でん話わを取り出した。疲つかれた時に聞きたいのは古森の声だ。

　しかし、時刻は午後十時を回り、少しだけ電話をするのを躊躇ためらってしまう。寝ねていることはないだろうが、もしも他ほかの人間と飲みにでも行っていたら、自分のことを差し置いてでも嫌いや味みを言ってしまいそうだ。

　古森とセックスして、半月ほど。古森の混乱を考え、自分からは動かずに古森が答えを出すのを待った。

　この業界にいるせいか、鳴海自身はゲイに偏へん見けんはない。

　今まで誘われたこともあったが、断ったのは単に相手に興味がなかったからだ。

　しかし、古森は違う。性別など関係なく、鳴海が欲しいと思った人間だ。

　初めてのセックスに戸と惑まどい、男同士という関係に悩なやんでいる古森の表情は憂うれいをおび、さわやかなイケメンだった彼の容よう貌ぼうに艶つややかさを加えた。最近、女性社員はもちろん、男たちの中にも古森に怪あやしげな視線を向ける者が増えた気がする。

　その良い証しよう拠こが、サインを頼たのまれたというあの出来事だ。いくら雑誌に載のったからといって、名前も知られていない古森に直接声を掛かけることはなかなかない。しかも、それが容姿に目敏い女ではなく、男子学生だということに鳴海は引っ掛かっていた。

　モデルをするには多少身長が足りないものの、古森は誰が見ても甘く整った容姿をしているが、一度抱だいてそう見えるのか、どうも色気を増している気がするのだ。けして女のようではないのに、男と言い切るのも躊躇われる。

　そんな不思議な雰ふん囲い気きを持つようになった古森を、長く放っておくのは心配だ。

　そこまで考えた鳴海はメールを送ってみた。

《今日もお疲れさまです》

　飾かざる言葉は、直接顔を見て言いたいのでごくシンプルにしたが、これを古森が見てくれると想像するだけで疲れが取れる気がする。

「……帰るか」

　ミス・ジャネットの帰国は明後日あさつてだ。

　それまでもう少しの我が慢まんだとエンジンを掛けようとした時、メールの着信音が鳴った。どうせ高槻からかとさらなる溜ため息を嚙かみ殺しながら携帯電話を開いた鳴海は、

「え……？」

　らしくもない、すっとんきょうな声を上げてしまった。

《お前も、お疲れ》

　まだメールを送って一分も経っていないのに、古森はすぐ返事をくれた。そっけない文章が余計に古森らしく、鳴海の頰ほおには自然に笑みが浮うかんでしまう。

　古森はどんな顔をして、この返信をしてくれたのだろうか。

　きっと顔を赤くしながら同じこの画面を見ているのかと思うと胸が熱くなり、抱だきしめたくてしかたがない。

　すぐにその返信を打ちたかったが、古森は多分ここで終わるつもりのはずだ。

　意地っ張りで、男としてのプライドが高い古森は、女め々めしい姿を見せたくはないだろう、特に鳴海には。

「あと二日だ」

　ミス・ジャネットは、二日後には必ず帰国する。その後、ちゃんと古森と向き合いたい。

　その間は自分も我慢しなければなと思いながら、鳴海は携帯電話を助手席に放り投げた。














第七章　愛いとしい、奴やつ









　その日はアポもなく、古森は朝から溜まった書類を片付けていた。

　今日でミス・ジャネット一行は帰国する。鳴海はわざわざ空港まで見送りに行っているらしい。

《今日もお疲れさまです》

　ミス・ジャネットのことが気になり、いつも側にいた鳴海の姿がないことに不安だった古森だが、二日前に短いメールを貰もらってからは少し落ち着いた。

　あんなに華はなやかな女性が側にいても、鳴海は古森のことを忘れていなかった。それを知っただけでも十分だと思う自分を女々しく思うものの、心の安あん寧ねいは仕事面にも良い影えい響きようを及およぼしていた。

「古森っ」

　昼ひる休きゆう憩けいが終わった時、鳴海は部長に呼び止められた。

「今から羽はね田だに行けるか？」

「羽田？」

「今ミス・ジャネットを見送りに鳴海が行っているんだが……」

　そこから、部長は古森の耳元で小声で言う。

「高槻さんから連れん絡らくがあって、急きょ来日したデザイナーがＫＡＩに会いたいらしい。電話をしても、電源を切っていて繫つながらないそうだ。ミス・ジャネット側とは繫がるが、ＫＡＩの正体をあまり広めたくはないしな」

「じゃあ、俺が鳴海を迎むかえに？」

「高槻さんは先に打ち合わせをしているらしい。悪いな、古森」

「わかりました」

　鳴海の事情を知っている古森以外、この役目はできないとわかるので頷うなずいた。

　ただ、平静を装よそおいはしたが、まさか今日鳴海に会うとは思ってもおらず、内心動どう揺ようしているのは隠かくせない。別にプライベートで会うわけではなく、その後すぐに高槻のいるところへ送らなければならないが、二人きりになった時どんな話をしたらいいのだろうかと目まぐるしく考えた。

（あいつ……どんな顔をするだろう……）

　様々なシチュエーションを考えながら、車は羽田空港に着いてしまった。一行はプライベートジェットで帰国するらしく、鳴海は部長から教えられた搭とう乗じよう口へと急ぐ。

　鳴海の姿はすぐにわかった。会社の人間が周りにいないせいか、どちらかといえばＫＡＩっぽい顔を見せているのでとても目立つ。

「……」

　それだけではない、美男美女の鳴海とミス・ジャネットは外国人客が多いロビーの中でも視線を集めていて、古森はとてもそこへ割って入る勇気はなかった。

　声を掛けることができないままでいると、アナウンスが流れる。すると、彼女の手が鳴海の首に回り、離れていてもわかるほどの熱ねつ烈れつなキスを仕し掛かけた。

「！」

　鳴海の手はミス・ジャネットの腰こしにある。それは彼女がそれ以上近づかないように留とどめているようにも、優やさしく支えているようにも見えてしまった。古森ならば絶対に動揺するだろうが、鳴海はあんな美女にキスをされても平然としている。

　彼女は一度顔を離して肩かたを竦すくめ、今度は頰に唇くちびるを寄せてから手を振ふって歩いていった。鳴海はその後ろ姿を見送り、姿が見えなくなると同時に親指で唇を拭ぬぐいながらこちらを振り返った。

　その瞬しゆん間かん、視線が合う。

「……古森さん……」

　古森の姿を見た鳴海の顔は間ま抜ぬけで、どこか年相応の幼いものに見えた。

「どうしたんですか、こんなところで」

　大おお股またで近づいてきた鳴海が見下ろしてくる。その頰には、まだ赤いキスマークがついていた。

「……」

（俺の……なのに……）

「古森さん？」

「……」

「こ……」

　黙だまり込む古森の顔を覗のぞき込んできた鳴海に、古森は自分からキスをする。

　すぐに唇を離はなすと、驚おどろいた表情の鳴海に背を向けた。

「……高槻さんがお前と連絡が取れないって。すぐに送っていくから」

　自分がしたことが信じられない。こんな、誰だれが見ているとも限らない場所でキスしてしまうなんて、普ふ段だんの自分からはとても考えられないことだ。頰が熱いし、胸の鼓こ動どうも速くなるが、それでも後こう悔かいはしていなかった。

「古森さんっ」

　驚きから醒さめたのか、鳴海はすぐに駆かけ寄ってきて古森の腕うでを摑つかむ。

「やり捨てですか」

「ば……っ」

　何を言うんだと反射的に振り向くと、思いがけず真しん剣けんな表情の鳴海が自分を見下ろしていた。

「寂さびしかったですか？」

「そ、そんなことない」

「俺は、寂しかった」

「……っ」

　腕を摑んだ手がそのまま下がり、古森の手を強く摑む。その手は予想外に熱く、鳴海も感情が高まっているのだと伝わってきた。

「俺たち、まだ何も話していません」

「……」

「古森さん」

「お、お前だって」

「俺？」

「お前だって……何も言わなかった」

　好きとも言われずセックスをして、その後何もない状態がどんなに不安だったか鳴海はわからないだろう。いくらスキンシップが多くなったとしても、言葉がなければ相手の気持ちは想像するしかないのだ。

　元々ネガティブだった古森が悪い方に考えるのも当然だ。

　しかし、それを鳴海にぶつけるのが筋すじ違ちがいだということもわかってはいるのだ。鳴海が何も言わないと言いながら、古森だって何も伝えていない。

「古森さん」

「……俺……」

　上手な誘さそい文句を目まぐるしく考えるが、恋れん愛あい経験が皆かい無むな古森は結局ストレートに言うしか思いつかなかった。

「お前と、もう一度セックスがしたい」

　自分の気持ちを自覚した上でもう一度抱だかれたら、その時こそ鳴海にちゃんと伝えられると思う。

　駐ちゆう車しや場じように向かう古森には、後ろからついてくる鳴海の顔を見ることができない。しかし、繫ぐ手にしっかりと力が込められたのはわかった。

「古森さんて」

「なんだよっ」

「……男前ですね」

　言葉は少し笑えみを含ふくんでいたが、馬ば鹿かにしているようには聞こえなかった。










「本当にありがとうございました」

「いいえ」

　指定されたホテルに車を着けた時、地下駐車場では高槻が待っていた。古森がおよその到とう着ちやく時間を告げたので、わざわざ出で迎むかえに来てくれたようだ。

「本当に、連絡がつかないなんて……」

「仕事中だった」

「それでも、電源くらいは入れていてもいいだろう？　もしもの時があったらどうするんだよ。それに、頰ほおに何つけてるの？　早く取りなさい」

　その時になって、頰のキスマークのことを言っていないことに気づいて古森は焦あせったが、鳴海はああと、ごく自然に高槻の差し出したハンカチで拭ぬぐった。

「ＫＡＩ、ちゃんと聞いている？」

　いつも柔にゆう和わな高槻が、珍めずらしく怒おこって鳴海に注意している。その言葉はもっともなので、古森も鳴海の味方をせず黙っていた。

　すると、そんな古森の横顔をちらりと見た鳴海が、目を細めて嘯うそぶく。

「次からは、古森さんがいるから」

「え？」

「一いつ緒しよにいるから、俺に連絡がつかない時は古森さんに連絡して」

（お、お前っ）

　事情を知らない高槻に変な疑ぎ惑わくを持たれたらどうするのだと睨にらむが、本人はそ知らぬ顔をしている。

　心配だった高槻の反応も、意外にもそうだねと頷いていた。

「古森さんがいれば安心だ」

「た、高槻さんっ」

「今日は本当にありがとうございました。今度食事をご馳ち走そうさせてください」

「い、いいえ、お気き遣づかいなく」

「古森さんには俺がちゃんと礼をするから。ほら、先に行って」

　高槻の背を押した鳴海は、所在無げに立ち尽つくす古森の手を取り、その手のひらにポケットから取りだしたものを載のせた。

「……鍵かぎ？」

「今夜、部屋で待っていてください」

「な、鳴海」

「暗証番号は……」

　鳴海は戸と惑まどう古森に早口に伝えた。

「また後で」

　古森の返事を聞かないまま、鳴海はエレベーターホールに行ってしまった。握にぎらされた鍵を見下ろした古森は、その意味を考えてじわじわと顔が熱くなってくる。

　鍵を預かるなんて、まるで普ふ通つうの恋こい人びと同士のようだ。鳴海がそんなに深く考えていなかったとしても古森にとっては特別で、その日は午後からずっと落ち着かない気分だった。

「古森、飲みに行くか？」

　就業時間を終え、バタバタと片付けていた古森は同どう僚りように話しかけられた。

「あ、ごめん、約束があって」

「何だよ、女か？」

「……さあね」

　古森は曖あい昧まいに笑って答え、会社を出た。そして、そのまま直接鳴海の家に行こうとしたがふと考える。

「……料理とか、した方がいいのか……？」

　小説では、恋人のために料理をして待っているという場面は結構あった。ただし、家事は父がしてくれているので、古森は料理がまったくできない。一応綺き麗れい好ずきな方なので掃そう除じならば多少自信があったが、だからといってまだ一度しか行っていない鳴海の部屋を掃除などできないし、そもそもあの部屋はモデルルームみたいに綺麗だった。

　それならば、何か食べ物と酒を買って行ったらいいのだろうか。

　デパ地下に行こうとした古森は、自分が浮うかれているのに気づいて恥はずかしくなった。

　鳴海が家に誘ってくれたことが、自覚している以上に嬉うれしいらしい。

（ま、まだ、俺たち何も……）

　軽く頭かぶりを振ふり、古森は小さく咳せきばらいをして向きを変えた。お洒落しやれなデリカを買っていくなんて、自分がどれほどウキウキしているのか鳴海に知られてしまう。恥ずかしい思いをするくらいなら、いつもの自分でいた方が良い。

　マンションに向かう途と中ちゆうでコンビニに寄り、簡単なつまみと酒を買って持っていった。

　教えてもらった暗証番号と鍵を使い、部屋の中に入る。またここに来るなんて、正直考えたことはなかった。

　時間は午後八時を過ぎている。終業時間を過ぎた頃ころに鳴海からはメールが入り、午後八時には帰宅できるとあった。もう待つ間もなく、鳴海は帰ってくる。

（ど、どうするか……）

　スーツの上着を脱ぬがず、ネクタイもしっかりと締しめた状態でソファの端はしに腰こしを下ろした古森は、落ち着かない気分になってまた立ち上がった。待つのがこんなにも心細いとは今まで考えもしなかった。

　やはり一度出て、鳴海が帰宅してから訪ねた方がいいのではないかとさえ思ってしまい、まだ部屋に入って五分も経たっていないというのに、古森は置いた鞄かばんを持って玄げん関かんに向かおうとした、その時だ。

　慌あわただしい気配が玄関の方からして、足音がしたかと思うとリビングのドアが勢いよく開いた。

「古森さん」

　息は弾はずんでいなかったが、鳴海が急いで帰ってきたことはよく伝わる。鳴海の姿ではなく、ＫＡＩのまま帰ってきているからだ。その上、古森の姿を見た途と端たん、嬉しそうに口元が綻ほころんだのが見えてしまい、古森自身恥ずかしいが待っていて良かったと思った。

「わ、悪い、勝手に入って……」

「俺が言ったんですから」

「そ、そうだっけ。あ、仕事、お疲つかれ。酒、買ってきたんだけど……」

　その言葉にキッチンへ目を向けた鳴海がふっと笑う。

「飲みますか？」

「う……ん」

　今から飲めば、大事な話はできなくなるかもしれない。初めは、酔よいに任せて言えば羞しゆう恥ちも抑おさえられると思っていたが、それでは自分の気持ちがちゃんと伝わらないような気がしてきた。

　昔から、ちゃんと考えてはいたのだ。本当に好きな相手ができた時、男らしく告白をしよう。その上で振られたとしても後こう悔かいはない。相手が鳴海でも、そんな自分の覚かく悟ごは変わらない。

「その前に、聞いてくれ」

「……はい」

　立ったままの鳴海の前に立ち、古森は身体からだの横の両手を強く握った。

　人を好きになったのは、これで二人目だ。いや、大学時代のあの子に対して思ったのは憧あこがれが大きかったかもしれないし、なにより告白はしていない。

　する前に、手て酷ひどく振られたと、勝手に話を聞いて、勝手に落ち込んでいた。

　あの時の自分はその悔くやしさをぶつけるよりも、自分を変えたいという方へと意識が行った。いつしか変わる自分が楽しくて、彼女の存在は忘れた……いや、忘れようと思った。

　でも、鳴海は違ちがう。鳴海のことはきっと忘れられないし、ありのままの自分を見てほしい。

「俺……お前が好き……だと、思う」

　決心したくせに、最後で逃にげてしまったのは情けない。

「古森さ……」

「わかってるっ。お前が、男よりも女がいいって思っても、当たり前だって思っている。俺だって、別に男が好きってわけじゃないし」

　セックスしたから好きになったなんて軽すぎるが、それでもしかたがない。

「お前が秘書課に手伝いに行っている間、色んなことを考えた。それで、言わなければ絶対に後悔すると思ったんだ」

「……」

「お前にも言った通り、俺はＫＡＩのコピーをすることで今の居場所をつくった。自分の力じゃないし、今だって人の顔色を見てしまう卑ひ屈くつな気持ちがある」

「古森さん」

「でも、覚悟は、できてる。振るならきっぱりと頼たのむ」

　案外優やさしい鳴海が言葉を選ぶ可能性もある。しかし、きちんと振ってもらわなければ前に進むことはできない。

　覚悟を決めて顔を上げた古森は、珍しく苦く笑しようをした鳴海の顔を見た。

「……鳴海？」

「古森さんは十分男らしいし、綺麗ですよ」

「……お世辞はいい」

「お世辞なんかじゃなくって、いつ見てもそう思っています。今の古森さんはもちろん、昔の、一いつ生しよう懸けん命めい生きているあなたも可愛かわいかった」

「……昔？」

　鳴海の言葉に引っ掛かかりを感じて問いかけると、おもむろに携けい帯たい電でん話わを取り出した鳴海が画像を開いて見せてきた。

「こ、これっ！」

　不思議に思いながら覗のぞき込んだ古森は、画面に次々と映る自分の昔の写真に声が裏返った。変な泣き顔や、卑屈な笑えみを浮かべた自分。そんな見てもしかたがない写真を、そもそもどうして鳴海が持っているのか。

「お父さんから送ってもらいました」

「父さんがっ？」

　いったいいつアドレスを交こう換かんしたのかと問い詰つめたいが、今は写真を消すのが先だ。

　以前にも家に来た時に父が強ごう引いんに写真を見せていたが、それを画像として持たれるのはとんでもなく恥ずかしい。

　咄とつ嗟さに伸のばした手で携帯電話を取ろうとした古森を、それよりも早く鳴海が抱だきしめる。鳴海ではなくＫＡＩの纏まとう香こう水すいの香かおりに包まれ、古森は急激に胸の鼓こ動どうが速くなった。

「俺こそ、すみません。先にセックスだけして、古森さんに嫌きらわれてもおかしくなかった」

「べ、別に、女じゃないんだし、そのくらいっ」

「それでも、二人の初めてはちゃんとしたかったと、俺も後から思いました」

「鳴海……」

（そ、れって……）

　鳴海の一言一言が、古森の期待値を上げていく。もしかしたらと、自分のいい方ばかりに思考が流れてしまう。

　しかし、簡単に受け入れられないのは、昔の傷が思った以上に深いからだ。

　ぎこちなく俯うつむく古森の髪かみを宥なだめるように撫なでながら、鳴海は甘い声ではっきりと言った。

「俺も、あなたが好きです」

「……っ」

「俺以外の人間があなたに近づくのが我が慢まんできないほど、自分だけのものにしてしまいたいと思っています。あなたが好きなのがＫＡＩでも構わない。俺は……」

「馬ば鹿かっ」

　鳴海の言葉を途中で遮さえぎり、古森は容よう赦しやのない拳こぶしを腹に入れる。低く呻うめいたものの、表面的にはまったくダメージを受けていない様子の鳴海に少し腹が立ちながらも、古森はこれだけはとはっきり告げた。

「俺はっ、ＫＡＩに憧れてはいるけど、好きになったのはお前だっ、鳴海！」

　ＫＡＩとセックスしたいなんて、今でも考えられない。

「古森さん……」

「嬉うれしそうに笑うなっ、反省しろっ」

　古森の気持ちをミーハーなものと一いつ緒しよに考えていた鳴海に腹が立ってしまったが、再び強く抱きしめてくる腕うでの強さにそれは長引かない。むしろ、鳴海に好きだと言ってもらったことがじわじわと心に浸しん透とうしてきて、嬉しさを誤ご魔ま化かすために自分からも強く鳴海を抱きしめた。










　互たがいが互いの想おもいを伝え合って、ようやく両想いになった。そうなるとすることは一つと思ってしまうのが下世話だが、古森は一応覚悟はしていた。

　しかし、リビングで強引に古森の上着を脱がせネクタイを解ほどいた鳴海に抱き上げられた時、さすがに早すぎるのではないかと焦あせってしまう。

「お、おい」

「はい」

「あの、シャワー、俺、その」

　一度セックスを経験した古森は、自分の身体のどこを鳴海に触さわられるかをもう知っている。いくら好きだと言ってもらっても、シャワーも浴びていない状態の身体を抱かれるのはさすがに躊躇ためらいがあった。

　余よ裕ゆうのある鳴海はそう言えばすぐに受け入れてくれると思っていたが、意外にも鳴海はいいえと否定してくる。

「あ、あのなぁ」

「気にしないでいいですから」

「お前がしなくても、俺が気にするんだよっ。だ、大体、セックスする前って風ふ呂ろに入るのが普ふ通つうだろ」

　だから離はなせと抱き上げられている状じよう況きようで言い放ったが、鳴海は楽しげに目を細めるだけだ。

「本当に、古森さんって可愛いですね」

「はぁ？　いったいどこでそんな話に……」

「どうせ、夢中になったら互いの体液でドロドロになるんですよ？　それに、俺は古森さんのそのままの匂においが好きなんで、シャワーで流したくないです」

「お、おまっ、お前～」

　二歳も年下とは思えない慣れた発言に言い返すこともできず、口をパクパクさせているうちにベッドルームに運ばれる。ベッドに下ろされ、そのまま鳴海も伸のし上がってきて、古森は急に不安になった。

　あれから何度もあの時のことを思い出すが、自分は何もできなかった。今だって経験値はまったく上がっておらず、また鳴海に奉ほう仕ししてもらうだけになってしまうかもしれない。

（俺だって……）

　鳴海を気持ちよくさせたい……そう思う古森は、勇気を出して下から鳴海のシャツに手を伸ばした。

　古森の決死の覚かく悟ごをどう思っているのか、鳴海は楽しそうに見下ろしている。だが、その目の中には既すでに欲情の光が宿っており、少しでも気を抜ぬくとそのまま食われてしまいそうだ。

　多分、自分も同じような目をして鳴海を見つめているのだろう。古森は羞しゆう恥ちを押し殺して鳴海の服を脱ぬがせた。

（……綺き麗れいだ……）

　鳴海の身体からだはやはり鍛きたえられて美しく、同じ男として見み惚とれるほど素す晴ばらしい。この身体に抱かれるのかと思うと身体の中心が疼うずいてしまい、古森は無意識のうちに両足をもぞっと擦こすり合わせた。ここで勃たたせてしまうのはまだ早い。

（今日こそ、俺も……）

　以前の記き憶おくをたどり、鳴海の身体の線を手で撫でおろして、そっと胸に唇くちびるを押し当てた。自分がされて感じたように乳ち首くびにも舌を絡からめるが、思ったような反応は返ってこない。おかしいなと思いながら反対の胸にも吸い付いたが、微かすかに笑う気配がしただけだった。

「ご……めん」

　自分が下手へたすぎるのかと落ち込むが、鳴海は宥めるように頰ほおにくちづけてくる。

「すみません、くすぐったくて」

「くすぐったいだけか？」

「古森さんは感じるんですよね？」

「んっ」

　言葉と同時に、いつの間にかはだけられていたシャツの間から覗いていた乳首に吸い付かれ、古森は声を上げてのけ反ってしまった。鳴海が無反応だっただけに、こんなにも感じてしまう自分の身体がおかしいのかと不安になる。

　しかし、背中を撫でられ、舌で優しく乳首を捏こねられていくにつれ、不安は徐じよ々じよに小さくなった。

「可愛い……古森さん」

　本当に優しく鳴海が言うので、声を押し殺す方こそに罪悪感を覚える。こんな、男そのものの身体を可愛いと言ってくれる鳴海に応こたえたいと思った。

　古森は鳴海の頭を抱きしめ、自身の胸むな元もとに引き寄せる。その髪を撫で、耳元にキスを落とすと、まるで応えるように甘痛く乳首を嚙かまれた。

「は……あっ」

　鳴海の手は古森のベルトを外し、器用に下か肢しも脱がしていく。下着の中にするりと手が入ってきてペニスを直接握にぎってきた時、既に濡ぬれていることがその淫みだらな水音でわかった。多分、下着にも沁しみているはずだ。我慢できない自分が情けないが、触ふれる鳴海の手が気持ちいいから悪い。

「んぁっ」

　先走りの液を塗ぬり付けられながら竿さおを擦られ、古森は一気に高まった。鳴海も意地悪くせき止めてはこなかったので、固く目を閉じたまま彼の手の中に射精してしまう。その気持ち良さに目を閉じて喘あえいでいると、笑みを含ふくんだ声で囁ささやかれた。

「可愛い」

「……っ」

　どこを見られているのか想像してしまい、古森は目を開けることができなかった。そればかりではない、イッたばかりのものがまた力を持ち始めているのがわかってしまい、焦りながら身体を捩よじって隠かくそうとする。だが、その前に鳴海の腕が伸のびてきて、古森の身体は鳴海の腰こしを跨またぐように向かい合わせに抱き起こされてしまった。

「……っ」

　鳴海の膝ひざの上に乗っているので、少しだけ自分の方が視線が上になる。十センチもない間近にある綺麗な顔の瞳ひとみは、ＫＡＩと同じアイスグレーだった。

「……それ……」

「生まれつきなんです。あなたの好きな、ＫＡＩと同じでしょう？」

　珍めずらしいその色は確かにＫＡＩの代名詞だったが、今の古森にはＫＡＩと鳴海を混同することはなかった。それなのに、言葉とは裏腹に鳴海の瞳はどこか不安げに揺ゆれている。いつもは自信たっぷりな男の、そんな弱い姿が可愛かわいくてしかたがなかった。

「……こんなこと、するのはお前だけだ、鳴海」

「古森さん……」

「ＫＡＩのことは好きだ。俺に自信をつけてくれて、こうしてお前に出会わせてくれた。だから、感謝するけど……でも、鳴海」

　次の言葉は、鳴海のキスで塞ふさがれた。

「……ふ」

　身体の奥深くで繫つながったこともあるのに、触れ合うだけのキスが照れる。

「もう一度」

「……」

　促うながされ、唇を押し当てた。

「……すぐに離すんですか？」

「……馬ば鹿か」

「今度はもっと、味わわせて」

　重なったそこから互いの舌を競きそい合って吸い、唾だ液えきを絡める。ざらついた感かん触しよくに背中に震ふるえが走り、口中に溢あふれるものを必死に飲み込んだ。古森がそれに夢中になっている間、いつの間にか再びベッドに倒たおされていて、鳴海は古森の尻しりの狭はざ間まに濡れた手を滑すべらせ、揉もむように解ほぐし始めた。当然そこは固く閉とざされており、爪つめ先さきも入る余地はない。

「ふ……んぅ」

　表面を撫なでるそれはくすぐったく、穴が収縮するのが自分でわかる。まるで古森の方から鳴海を欲ほつしているようで、気を紛まぎらわそうとしても次から次へと襲おそってくる快楽の波に動くこともままならない。

「今日は……」

「ひゃぅっ」

　少しして、とろりとした液体がペニスに垂らされた。いったいなんだと焦あせるが、それは双そう玉ぎよくから尻の狭間へと流れていき、静かな部屋の中でくちゅくちゅとした淫らな音が響ひびいた。

「な……に？」

　身体が熱い。まるで下肢から溶とけていくようだ。

「大だい丈じよう夫ぶ、ローションですから」

「ロー……」

「じっくりあなたを愛するために、浮うかれながら用意しました」

（鳴海が……浮かれてる？）

　普ふ段だんから感情の起き伏ふくがあまりないと思っていたが、古森とこんなことをするために前もって準備をしていた鳴海の気持ちを考えると嬉うれしくなる。古森がずっと悶もん々もんとしていたように、鳴海も同じように色々考えていたのだ。

　そう思うと、恥はずかしさばかりが先に立つ自分に活を入れたくなった。

　古森は意を決して、閉じたくなる足をゆっくり広げ、鳴海の手が動きやすいような体勢にした。

　古森のその様子に、鳴海がさらに促してくる。

「もっと、広げられる？」

「う……こう、か？」

　言われるがまま膝を持ち、えいと広げてみせた。この恰かつ好こうでは緩ゆるく勃ち上がったペニスも、震える双玉も、その奥の濡れた尻の穴も丸見えだ。古森にとっては一番恥ずかしい姿に、鳴海は褒ほめるようにその手にキスをしてくれ、顔を埋うずめていきなりペニスを銜くわえた。

「んあっ」

　ぬめった口こう腔こう内で勃ちあがったペニスが、鳴海の喉のどを突ついてしまう。以前は卒そつ倒とうしそうに恥ずかしい行こう為いとしか思えなかったが、今はそれが愛されていると強く感じた。むしろ、古森も鳴海を感じさせたいが、今は与あたえられる快感を受け止めるだけで精せい一いつ杯ぱいだ。

「んんっ」

　古森の声に甘さが含まれたのを確かく認にんしたのか、優やさしく動いていた指先がいきなり尻の中に挿そう入にゆうされた。驚おどろくことに、痛みはなかった。それよりも違い和わ感かんが大きく、古森は咄とつ嗟さに鳴海の手首を摑つかんでしまう。

　だが、押し留とどめるほど強い力は入らず、中の指は探さぐるように内ない壁へきを弄なぶり始めた。

（く……そっ）

　気持ちが良くてたまらない。的確に気持ちが良い場所を探られ、先せん端たんを強く吸われたと同時に目の裏がチカチカして、古森は二度目の射精をしてしまった。

　とてつもない快感はゆっくりと身体からだ中に染しみわたり、やがて弛し緩かんした身体がベッドに沈しずんだ。甘だるい身体は動かすのも億おつ劫くうだが、これでは自分ばかりが良い思いをして終わってしまう。そうでなくても、鳴海の口の中に出してしまい、申し訳なくてたまらないのだ。

「……お、れも」

　古森は身を起こそうとするが鳴海はそれを遮さえぎり、内うち腿ももに手をやってさらに大きく足を割り開く。精液に濡れて萎なえたものが自分の目にも映り、古森は瞬しゆん時じに身体が熱くなった。

「お、俺だって、なにか……」

「俺に、ください」

「鳴海……」

「今すぐ、あなたをください。あなたの中に早く入りたい」

　魅み惑わく的な低い声はいつも通り落ち着いて聞こえたが、その目には焦りのような熱が見える。言葉以上に急せいている鳴海の姿が少しだけ古森に余よ裕ゆうを生ませ、思い切って足を開いた。

「い、いぞ」

　古森の覚かく悟ごに鳴海が笑えみ、指が引き抜ぬかれる。まだ一本しか入っていなかったが、きっと鳴海も我が慢まんできないのだと、次に襲ってくる衝しよう撃げきに備えた。

「ん……んーっ」

　にちゃっという音と共に、狭せまい場所が強ごう引いんに押し広げられていくのが生々しい感触でわかる。二度目なので少しは慣れたのではないかと思っていたが、驚くほど痛い。先ほどまでの快感はすっかり消え、そこが裂さけてしまうのではないかと怖こわくなり、古森の目尻には涙なみだが浮かんだ。

「古森さん、古森さん」

　だが、そんな古森の顔中にキスの雨を降らせ、何度も何度も名前を呼んでくれる鳴海の必死な顔が見えて、不思議とその痛みは甘いものに変化する。互たがいに必死なのだと思えて、古森も鳴海を受け入れようと、身体から力を抜くように浅い呼吸を繰くり返した。

「古森さん」

「な……る、みっ」

「……好きです」

「……お……れも……ぉっ」

　引き攣つるような痛みと共に、ようやく鳴海のペニスをすべて受け入れることができた。汗あせや涙や唾液で顔がぐちゃぐちゃになり、イケメンだなんて誰だれが見ても言えない顔なのに、鳴海は何度も可愛いと、好きだと繰り返し伝えてくれる。

　女の子にモテる自分というのもいいが、こんなにも恰好良い男に必死に求められている自分というのも悪くない。

「あっ、あっ、んっ」

　一度すべてを収め、時間を掛かけて馴な染じんだと思えば、鳴海が大きく腰を使い始めた。内壁を抉えぐるように何度も擦こすられ、同時にペニスを扱しごかれて、古森は喘ぎ声しか出せなくなる。

「あっ、やぁっ、あっ」

　痛みは、いつの間にか快感にすり替かわっていた。好きな相手と隙すき間まなく抱だき合い、ドロドロに溶けていくのがよくわかる。

（く……そっ、気持ち、いっ）

　男同士の、それも自分が受け身になるセックスが、こんなにも気持ちが良くなるとは想定外だ。身体の全部で鳴海を感じ、古森は自分からも強く鳴海を抱きしめる。

「倫也……っ」

「ば……かっ」

　こんな時に名前を出すのは反則だ。古森は抗こう議ぎの意味も込めて身体の中の鳴海をきつく締しめ付ける。

「……っつ」

　すぐ耳元で甘い吐と息いきがしたかと思うと、痛いほど強く腰こしを摑まれ、さらに激しく腰を打ち付けられた。もう奥まで届いたと思っていたのに、この瞬間まだ奥があったのかと思い知った。

　もっと、もっと鳴海が欲しい。

　下か肢しが痺しびれ、揺ゆさぶられるままでいた古森は、力の入らない手を持ち上げて鳴海の頰ほおに触ふれた。

「な……るみっ」

　憧あこがれて、こんな人間になりたいと思っていたＫＡＩ。

　生意気で、慇いん懃ぎん無礼で、強引だけど優しい鳴海。

　この二人が同一人物で本当に良かった。そして、受け入れようと思った自分の決意が間ま違ちがいではなかったと確信した。　>>>♥

「んぁっ、あーっ」

　隙間なく密着した腰、その最さい奥おうに、熱い飛沫しぶきが放たれたのがわかる。温かいものが内壁隅すみ々ずみに染みわたり、知らず満足した声が漏もれた。

　鳴海もちゃんとイッてくれた。自分の身体に欲情し、快感を得てくれたのだと知って、古森の目から今度は嬉し涙が溢あふれていた。

「倫也さん」

「……」

　鳴海がそんな古森の顔をじっと見ている。身体の中にある鳴海のものは放出したばかりだというのに萎えておらず、まだぴくぴくと生きよく脈動していた。

　言葉がなくても、その視線だけで言いたいことが伝わった気がした。

「……俺、も」

　ようやく手に入れた男を、まだ離はなしたくはない。

「まだ……」

　吐息混じりに告げた言葉と共に重なってきた唇くちびると、再び律動をし始めた下肢の動きに、古森はくぐもった喘あえぎ声を上げた。










（若いって……凄すごいな……）

　たった二歳しか違ちがわないのに、鳴海の性欲は半はん端ぱなかった。普ふ段だんクールな人間ほど性欲は絶ぜつ倫りんなんだなと、古森はベッドに座り込んだままぼんやりと考えていた。

「眠ねむくないですか？」

「……大だい丈じよう夫ぶだ」

　あれから二回、鳴海を受け入れた。本当のことを言えば鳴海はまだできそうだったが、慣れない古森がギブアップしてようやく離してもらったのだ。

　そして、中に出してしまった責任だからとバスルームでもっと恥はずかしい後始末をしてもらい、髪かみも洗ってくれて、今はそれを乾かわかしてもらっている。何から何まで甲か斐い甲が斐いしく世話をされると男としてのプライドが疼うずかないわけではないが、相手が完かん璧ぺきな男だったらしかたがないと諦あきらめもできた。

「……」

　鳴海は見るからに上じよう機き嫌げんだ。こんな顔は、今までに見たことはなかったかもしれない。

（……まあ、いいか）

　結局、好きになったのだからしかたがない。

　こんな穏おだやかな時間が幸せだなと思っていた古森は、ふと何か忘れているような気がした。

「……」

「どうしました？」

　古森の顔を覗のぞき込み、耳元に唇を押し当てながら鳴海が尋たずねてくる。

「痛みがありますか？」

「いや……大丈夫」

　痛みというより鈍どん痛つうはあるが、前回よりは酷ひどくないと思う。それに、これは自分たちが繫つながった証あかしだと思えば我慢できないことはなかった。

「それなら良かった。今日はこのままうちに泊とまっていってください。会社に着ていくスーツは何か貸しますから……」

「あーっ」

　その言葉にようやく忘れていたことを思いだし、古森は転げるように寝しん室しつから飛び出る。下半身は鈍にぶく痛み、変によろけてしまったが、一刻も早くリビングに行きたかった。

「古森さんっ？」

　古森のその行動に、鳴海も慌あわてて後を追ってくる。説明は後だと、古森はリビングに脱ぬぎ捨てた自分のスーツのポケットに手を突つっ込み、携けい帯たい電でん話わを取り出した。

「……あー、やっぱり……」

　その着信とメールの数を見て、大きな溜ため息をついた。

「誰です？」

　覗き込んだ鳴海の声が少し硬かたいのは、もしかしたらやきもちを焼いているのかもしれない。

　別に誤ご魔ま化かす必要もないので、古森はすぐに答えた。

「父さん」

「お父さん？」

「お前んちに寄るって連れん絡らく、忘れてた……」

　その上、時間を見れば既すでに午前零れい時じを過ぎている。連絡だけはしっかりしなさいと言われているので、父はまだ起きて待っているかもしれない。まさか、セックスをしていたので忘れたなどと説明できるはずもなく、古森は恨うらめしげに鳴海を見上げた。

「……帰しませんよ？」

　そう言われ、くすぐったく思う自分は既に恋れん愛あい馬ば鹿かになっているのかもしれない。

「……言い訳、一いつ緒しよに考えろよ」

「はい」

　古森の返事に嬉うれしそうに笑う鳴海を見て、密ひそかに可愛かわいいと思ってしまった。














エピローグ









　今回の秘書課への手伝いを、鳴海は相当怒おこっているらしかった。その理由が仕事面に関してではなく、まるでホストのようにミス・ジャネットを接待したということだと聞き、古森も内心同意しながらも先せん輩ぱいらしく男を諭さとした。

「嫌いやな仕事もあるんだからしかたない。お前が誘ゆう惑わくされなければいいだけだろ」

「もちろん、俺は本命に一筋ですから」

　その言葉に内心動どう揺ようした古森は、コホンと咳せきばらいをした。営業部内は珍めずらしく自分たち以外は皆みな出で払はらっているので、こんな込み入った話もできた。

「お前、仕事減らしてるんだって？　高槻さん、困っていたぞ」

「元々、大学を卒業したら辞やめようと思っていたんですよ。それに、今は古森さんと一緒にいたいし」

　鳴海は父親となにやら約束をしており、モデルを続けはするものの極力露ろ出しゆつは抑おさえる方向に持っていっている。そのせいで余計にＫＡＩの商品価値は上がっているらしいが、あの活かつ躍やくを見られなくなるのは寂さびしい気もした。

　しかし、今回鳴海と両りよう想おもいになるまで、その周りにいる女の子たちにも嫉しつ妬とじみた感情を抱いだいてしまった古森にとって、そこまで言ってくれるのは嬉うれしい。

「古森さん、今度のプロジェクトの親しん睦ぼく会の件なんだけど」

　不意にドアが開き、企き画かく部の女性社員が声を掛かけてくる。

　古森は振ふり向き、反射的ににっこりと笑えみを向けた。

「俺にできることがあったら協力するよ、なんでも言って」

「ありがとう」

「いつでも連絡して」

　少し前にあった社内全体の女性社員の古森への厳しい視線は今や完全に消えていて、また前のように好意を含ふくんだ目を向けられているのを感じる。

　好きなのはもちろん鳴海だが、女の子に好かれるのはやはり楽しい。

「……古森さん」

「何だよ」

「……いえ、本当にイケメンですね、あなた」

　溜め息混じりの鳴海の言葉に、古森は軽く靴くつ先を蹴けって抗こう議ぎした。ＫＡＩである鳴海に容姿を褒ほめられるのは複雑なのだ。

　一時期、鳴海の姿でもいいというような女性社員が何人もいたらしいが、どうやら先日、古森の知らない間に、

「恋こい人びとがいますから」

　という爆ばく弾だん宣言をしたらしく、また距きよ離りを置かれたらしい。《この世で最高の美人で、可愛い、宮沢賢治が好きな人》らしいと残念そうに久保田に言われた時のもだえるような羞しゆう恥ちを、この男は絶対に想像もできないだろう。

　それでも、そこまで誠実に想ってくれている鳴海に対し、古森自身も誠実でありたかった。
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　最近、さらに古森の人気が高くなった。

　女性社員はもちろん、なぜか男の間でも密やかに噂うわさされていることを鳴海は知っている。

《古森倫也が色っぽくなった》

　鳴海と付き合うようになり、抱かれる立場になった古森は、なにやら妙みようなフェロモンが出るようになったらしい。それを、単にイケメン度が増していると思う者と、不思議な色気ととる者がいるのだ。

　見た限り、直接行動を取る者はいないと思うが、恋人がそんな目で見られているのは正直面おも白しろくない。これまで見られる側だった鳴海にとっては、それを見ている者がどれほど気が気ではないか改めて思い知ることになった。

「で、今日は俺んち来るんだろう？　父さんも楽しみにしているぞ」

　ファザコン気味なところも心配だ。

　古森には自分を一番に考えてほしい───そう思うらしくもない自分に、鳴海は日々悩なやまされていた。
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　古森に友人ができたことと、その相手に息むす子こ自じ慢まんをすることが嬉しいらしい父は、頻ひん繁ぱんに鳴海を誘さそうよう言ってくる。その友人が、本当は恋人なのだといつかは伝えなくてはならないだろうが、今は二人が仲良くしてくれることが嬉しい。

「……倫也さん」

「……っ」

　最近、二人だけの時はこんなふうに名前を呼んでくる鳴海にまだ慣れない古森は、赤くなる耳を手で隠かくしながらそっけなく答えた。

「な、なんだ」

「好きです」

　自信たっぷりな人気モデルにとって、愛の囁ささやきも照れなく言えるセリフのようだ。だが、その目は写真では見られないほど優やさしく、古森だけを見つめてくれる。それを見ると、やはり鳴海とＫＡＩは別の存在なんだと思えた。

「倫也さんは？」

　こんなところで告白するほど、まだ古森は羞恥を抑えきれない。だから、精せい一いつ杯ぱいの思いと共に、隣となりに座る男の手をきゅっと握にぎった。

「……可愛い」

「……馬ば鹿かか」

　慌あわてて手を引こうとすると、反対に強く握られる。

「物足りないのは、今夜補給しますから……いいですよね？」

　駄だ目めだという返事などありえないと言っているような自信たっぷりな言葉に、悔くやしいが古森は勝つことができない。

　それでも素す直なおに頷うなずくのは癪しやくなので、無言のまま手の甲こうに爪つめを立てた。








ｅｎｄ













あとがき






　こんにちは、ｃｈｉ‐ｃｏです。今回は『後こう輩はいがこんなにスパダリなんて聞いてない』を手にとって頂いてありがとうございます。思った以上に長いタイトルになりまして、どうもすみません（汗）。

　世の中にはキラキラした職業はたくさんあると思いますが、今回の主人公はその真っただ中にいるくせに、どこか卑ひ屈くつさも併あわせ持つ古森くんです。昔の自分を変え、それこそリア充じゆうなイケメンとしての立ち位置を築いた彼の前に現れる、どう見たって野や暮ぼったい新入社員。そこに割って入る、モデルのＫＡＩ。

　年下、いいですね。下げ剋こく上じよう、これもいい。どれだけキラキラ感が伝わるのかが勝負ですが、少しでも伝わればと願っています。




　今回のイラストも、まさかの二回目、桜さくら城ぎやや先生です。続けて描かいていただけるなんて、本当に幸運でした。

　相変わらず、恰好良いいです。色っぽいです。リア充とモデルはもちろん、ダサい男も先生の手に掛かかれば……凄すごいですねぇ。

　今回も大変美味おいしく拝見しました。ありがとうございます。

　せっかくのスパダリものなので、もっと盛々に桁けた違ちがいの豪ごう華かさを期待されるかもしれませんが、私風味の程ほどよい庶しよ民みん感もあります（笑）。

　少々ひねくれた溺でき愛あいで、暑い夏をもっと暑く感じてください。





サイト名『your songs』

http://chi-co.sakura.ne.jp
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